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福井の幕末明治の年表

松平慶永（春嶽）  11歳で第十六代福井藩主となる

大野藩の学校「明倫館」開設

福井藩・橋本左内、「啓発録」を著す

熊本藩・横井小楠、松平慶永（春嶽）から藩校創設について意見を求められ「学校問答書」を提出

黒船来航にともない、福井藩は品川御殿山、鯖江藩は江戸の警備にあたる

大野藩・内山良休が藩直営の物産販売所大野屋をチェーン展開し、財政再建をめざす

福井藩の学校「明道館」開設　

橋本左内、松平慶永（春嶽）の侍読兼御内用掛となり、慶永（春嶽）の手足・頭脳となって動くようになる
小浜藩・梅田雲浜が尊王攘夷の主導者として奔走　　　

橋本左内と村田氏寿が将軍継嗣問題で西郷隆盛と活動

横井小楠が、松平慶永（春嶽）の政治顧問に就任

鯖江藩・間部詮勝が老中、小浜藩・酒井忠義が京都所司代となる

松平慶永（春嶽）が大老・井伊直弼と意見が合わなかったため、謹慎を命じられる
元小浜藩・梅田雲浜が逮捕される

福井藩・佐々木長淳が洋式帆船を完成・進水させる

梅田雲浜、小倉藩邸内の牢で死去

橋本左内が26歳で処刑される

松平春嶽の謹慎が解かれる

松平春嶽、幕府の政事総裁職に就く

土佐藩・坂本龍馬が幕臣・勝海舟の使いとして福井を訪れ、横井小楠・三岡八郎（由利公正）を訪問

禁門の変（蛤御門の変）で、福井藩の軍勢も御所を守って長州藩と戦う

福井藩・日下部太郎がアメリカへの留学を幕府から認められる

坂本龍馬が再び福井を訪れ、三岡八郎（由利公正）と新政府について話し合う　　
中根雪江が坂本龍馬から三岡八郎（由利公正）の新政府への出仕に関する手紙を受け取る

三岡八郎（由利公正）、中根雪江、新政府に参画

由利公正、五箇条の御誓文の原案「議事之体大意」を作成する

由利公正、我が国初の全国通用紙幣「太政官札」を
越前和紙を使い発行、明治2年7月までに4800万両が発行される

グリフィスが、明新館（明道館の後身）の教師として福井に来る

由利公正が東京府知事に、村田氏寿が福井県知事に就任する

由利公正・板垣退助らが、民撰議院設立建白書を提出する
村田氏寿が警視総監として行政警察制度の基礎を確立　　　

由利公正が提案した「銀座煉瓦街」が完成

オランダ人技師のエッセルとデレーケが参画し、三国港の築港工事を開始

足羽郡福井を県庁所在地として、現在の福井県が設置される

坂井郡舟津村温泉上場（芦原温泉）開業式が行われる

渡辺洪基が東京府知事に就任する　　
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島津斉彬・久光兄弟に対する松平春嶽の人物評

幕末の四賢侯松平春嶽と山内容堂の関係

幕末福井藩の明君、松平春嶽の先進性 ～自転車とりんご～

明治政府で松平春嶽を孤立させた政敵、大久保利通

西郷隆盛の心の友、橋本左内

鎖国の時代に商社設立 福井の産品を海外輸出した由利公正

もう一人の「経世済民の男」～由利公正～

あの「五代様」は由利に異を唱えた人物だった

由利家のルーツと復姓に秘められた公正のリベンジ

世界都市を目指した東京府知事、由利公正 ～ニューヨーク等に肩を並べる街に～

日本初のアスファルト舗装に挑んだ由利公正 

由利公正をめぐる早慶戦 ～早稲田、慶応の創始者と由利との関わり～

財政政策は庶民の豊かな生活のため ～ぶれない心は晩年まで～

西郷隆盛が信じ頼りにした男、由利公正

新発見「龍馬の手紙」に登場する福井藩三人の関係

「五箇条の御誓文」につながる三人の先人 ～横井小楠、坂本龍馬、由利公正～

蟄居中も天下国家を論じた横井小楠 ～士道忘却事件とその後の生き方～

福井の先人を支えた女性たち ～逸話の中に見えてくる先人の原点～

松平春嶽を教え導いた鈴木主税

マルチな才能を発揮した佐々木長淳

西郷隆盛と心のうちを打ち明けあった村田氏寿

貧しくとも心豊かに生きた歌人、橘曙覧

弟同士の交友 橋本綱常と西郷従道 ～兄と同じく偉大な功績を残した二人～

命がけで天然痘に立ち向かった笠原白翁

“裏の雪爪”と称された春嶽の禅師、鴻雪爪

春嶽が寵愛した三国湊の彫刻家、島雪斎

左内や由利を育てた実践の儒学者、吉田東篁

幕政の手綱を握った老中、間部詮勝

激動の京都で活躍した酒井忠義

幕末の志士のさきがけ梅田雲浜

グリフィスが見た明治維新とその中心人物、由利公正

アメリカで散った若い命が日米の国際交流の懸け橋に

幕末の悲劇 水戸天狗党事件（前編）～小藩、大野藩の窮余の一策～

幕末の悲劇 水戸天狗党事件（後編）～非情な処分の裏に慶喜の悲痛な思い有り～

大野藩の危機を救った土井利忠

新領地を求めた大野藩の挑戦 ～蝦夷地開拓と大野丸～

勝山の近代産業の父、林毛川

河野浦が生んだ偉才、９代目右近権左衛門

生涯敵対し合う犬猿の仲、関義臣と由利公正

知識と技術と実践で若狭の農を支えた伊藤正作

上野丹山、知られざる偉業－坂東本『教行信証』の臨写－

幕末に曹洞宗の宗権確立に挺身した臥雲禅師

多くの優れた弟子を育てた儀山善来

三国港を救ったオランダ人技師、エッセル

明治国家のプランナー、渡辺洪基 ～外交、政治、教育で手腕を発揮～

自由民権運動に影響を与えた吉田健三

「食医」と呼ばれた食育の祖、石塚左玄

近代法学の草創期を駆け抜けた矢代操

世界のエンターテイナー、松旭斎天一

日本鉱物学の父にして古書籍蒐集に尽力した和田維四郎

一途な思いで敦賀発展に取り組んだ大和田荘七　

夏目漱石らにも影響を与えた釈宗演

横浜生まれの福井藩士、岡倉天心

佐久間勉艇長 妻の死を悲しむもう一冊の手帳

関西の奥座敷、芦原温泉の開湯起源　

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

INDEX

福
井
の
幕
末
明
治

歴
史
秘
話

P.03

P.04

P.05

P.06

P.07

P.08

P.09

P.10

P.11

P.12

P.13

P.14

P.15

P.16

P.17

P.18

P.19

P.20

P.21

P.22

P.23

P.24

P.25

P.26

P.27

P.28

P.29

P.30

P.31

P.32

P.33

P.34

P.35

P.36

P.37

P.38

P.39

P.40

P.41

P.42

P.43

P.44

P.45

P.46

P.47

P.48

P.49

P.50

P.51

P.52

P.53

P.54

P.55

P.56

P.57

表紙 / 養浩館庭園（福井市）

1



福井の幕末明治の年表

松平慶永（春嶽）  11歳で第十六代福井藩主となる

大野藩の学校「明倫館」開設

福井藩・橋本左内、「啓発録」を著す

熊本藩・横井小楠、松平慶永（春嶽）から藩校創設について意見を求められ「学校問答書」を提出

黒船来航にともない、福井藩は品川御殿山、鯖江藩は江戸の警備にあたる

大野藩・内山良休が藩直営の物産販売所大野屋をチェーン展開し、財政再建をめざす

福井藩の学校「明道館」開設　

橋本左内、松平慶永（春嶽）の侍読兼御内用掛となり、慶永（春嶽）の手足・頭脳となって動くようになる
小浜藩・梅田雲浜が尊王攘夷の主導者として奔走　　　

橋本左内と村田氏寿が将軍継嗣問題で西郷隆盛と活動

横井小楠が、松平慶永（春嶽）の政治顧問に就任

鯖江藩・間部詮勝が老中、小浜藩・酒井忠義が京都所司代となる

松平慶永（春嶽）が大老・井伊直弼と意見が合わなかったため、謹慎を命じられる
元小浜藩・梅田雲浜が逮捕される

福井藩・佐々木長淳が洋式帆船を完成・進水させる

梅田雲浜、小倉藩邸内の牢で死去

橋本左内が26歳で処刑される

松平春嶽の謹慎が解かれる

松平春嶽、幕府の政事総裁職に就く

土佐藩・坂本龍馬が幕臣・勝海舟の使いとして福井を訪れ、横井小楠・三岡八郎（由利公正）を訪問

禁門の変（蛤御門の変）で、福井藩の軍勢も御所を守って長州藩と戦う

福井藩・日下部太郎がアメリカへの留学を幕府から認められる

坂本龍馬が再び福井を訪れ、三岡八郎（由利公正）と新政府について話し合う　　
中根雪江が坂本龍馬から三岡八郎（由利公正）の新政府への出仕に関する手紙を受け取る

三岡八郎（由利公正）、中根雪江、新政府に参画

由利公正、五箇条の御誓文の原案「議事之体大意」を作成する

由利公正、我が国初の全国通用紙幣「太政官札」を
越前和紙を使い発行、明治2年7月までに4800万両が発行される

グリフィスが、明新館（明道館の後身）の教師として福井に来る

由利公正が東京府知事に、村田氏寿が福井県知事に就任する

由利公正・板垣退助らが、民撰議院設立建白書を提出する
村田氏寿が警視総監として行政警察制度の基礎を確立　　　

由利公正が提案した「銀座煉瓦街」が完成

オランダ人技師のエッセルとデレーケが参画し、三国港の築港工事を開始

足羽郡福井を県庁所在地として、現在の福井県が設置される

坂井郡舟津村温泉上場（芦原温泉）開業式が行われる

渡辺洪基が東京府知事に就任する　　

10月

4月

6月

3月

6月

5月

6月

8月

7月

4月

9月

10月

9月

7月

5月

5月

10月

11月

12月

1月

1838

1844

1848

1852

1853

1855

1857

1858

1859

1860

1862

1863

1864

1866

1867

1868　 

天保9

弘化元

嘉永元

嘉永5

嘉永6

安政2

安政4

安政5

安政6

万延元

文久2

文久3

元治元

慶応2

慶応3

慶応4　

戸江

5月

1月

7月

1月

1月

5月

2月

4月

6月

1869

1871

1874

1877

1878

1881

1884

1885　　

明治2

明治4

明治7

明治10

明治11

明治14

明治17

明治18

治明

橋
本
左
内

内
山
良
休

梅
田
雲
浜

三
岡
八
郎（
由
利
公
正
）

渡
辺
洪
基

松
平
慶
永（
春
嶽
）まつ

はし

よこ

うち

うめ

むら

まなべ あきかつ さか

い

さ さ き なが

せい

さか

はまぐり

くさ

なか ね せっこう

ぎ

だ じょうかんさつ

じ の てい た い

か べ た ろう

ご もん

かつ みつおかはちろう ゆ り きみまさかいしゅうもと りょうま

そうさいしょくじ

あつ

い なおすけ

ただあきい

た うじ しょうぐんけい もんだいしひさ

うん ぴんだ

やまりょうきゅう

い しょうなん

ご てんやま

ないもと さ

よしなが しゅん

めいりんかん

めい

いた

わたなべ こう き

がきたいすけ みんせん ぎ いんせつりつ けんぱくしょ

しん かん

めい

じ どう ご ない ようかかり

どうかん

がくだいら

島津斉彬・久光兄弟に対する松平春嶽の人物評

幕末の四賢侯松平春嶽と山内容堂の関係

幕末福井藩の明君、松平春嶽の先進性 ～自転車とりんご～

明治政府で松平春嶽を孤立させた政敵、大久保利通

西郷隆盛の心の友、橋本左内

鎖国の時代に商社設立 福井の産品を海外輸出した由利公正

もう一人の「経世済民の男」～由利公正～

あの「五代様」は由利に異を唱えた人物だった

由利家のルーツと復姓に秘められた公正のリベンジ

世界都市を目指した東京府知事、由利公正 ～ニューヨーク等に肩を並べる街に～

日本初のアスファルト舗装に挑んだ由利公正 

由利公正をめぐる早慶戦 ～早稲田、慶応の創始者と由利との関わり～

財政政策は庶民の豊かな生活のため ～ぶれない心は晩年まで～

西郷隆盛が信じ頼りにした男、由利公正

新発見「龍馬の手紙」に登場する福井藩三人の関係

「五箇条の御誓文」につながる三人の先人 ～横井小楠、坂本龍馬、由利公正～

蟄居中も天下国家を論じた横井小楠 ～士道忘却事件とその後の生き方～

福井の先人を支えた女性たち ～逸話の中に見えてくる先人の原点～

松平春嶽を教え導いた鈴木主税

マルチな才能を発揮した佐々木長淳

西郷隆盛と心のうちを打ち明けあった村田氏寿

貧しくとも心豊かに生きた歌人、橘曙覧

弟同士の交友 橋本綱常と西郷従道 ～兄と同じく偉大な功績を残した二人～

命がけで天然痘に立ち向かった笠原白翁

“裏の雪爪”と称された春嶽の禅師、鴻雪爪

春嶽が寵愛した三国湊の彫刻家、島雪斎

左内や由利を育てた実践の儒学者、吉田東篁

幕政の手綱を握った老中、間部詮勝

激動の京都で活躍した酒井忠義

幕末の志士のさきがけ梅田雲浜

グリフィスが見た明治維新とその中心人物、由利公正

アメリカで散った若い命が日米の国際交流の懸け橋に

幕末の悲劇 水戸天狗党事件（前編）～小藩、大野藩の窮余の一策～

幕末の悲劇 水戸天狗党事件（後編）～非情な処分の裏に慶喜の悲痛な思い有り～

大野藩の危機を救った土井利忠

新領地を求めた大野藩の挑戦 ～蝦夷地開拓と大野丸～

勝山の近代産業の父、林毛川

河野浦が生んだ偉才、９代目右近権左衛門

生涯敵対し合う犬猿の仲、関義臣と由利公正

知識と技術と実践で若狭の農を支えた伊藤正作

上野丹山、知られざる偉業－坂東本『教行信証』の臨写－

幕末に曹洞宗の宗権確立に挺身した臥雲禅師

多くの優れた弟子を育てた儀山善来

三国港を救ったオランダ人技師、エッセル

明治国家のプランナー、渡辺洪基 ～外交、政治、教育で手腕を発揮～

自由民権運動に影響を与えた吉田健三

「食医」と呼ばれた食育の祖、石塚左玄

近代法学の草創期を駆け抜けた矢代操

世界のエンターテイナー、松旭斎天一

日本鉱物学の父にして古書籍蒐集に尽力した和田維四郎

一途な思いで敦賀発展に取り組んだ大和田荘七　

夏目漱石らにも影響を与えた釈宗演

横浜生まれの福井藩士、岡倉天心

佐久間勉艇長 妻の死を悲しむもう一冊の手帳

関西の奥座敷、芦原温泉の開湯起源　
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

養
浩
館
庭
園

養浩館は、別名、御泉水屋敷といわれ、江戸時代に福井藩主越前松平家の別
邸だったところです。松

まつだいらしゅんがく
平春嶽もしばしば訪ねたこの屋敷。その庭園は、回遊

式林泉庭園をそなえ、江戸時代中期を代表する名園の一つとして知られています。

【住所】福井市宝永３丁目 11-36 （JR 福井駅より徒歩１５分）

参考資料等 現代語訳『逸事史補』   福井県観光営業部ブランド営業課

松
平
春
嶽
は
、
明
治
維
新
後
、
著
作

活
動
に
励
み
、
そ
の
著
書
の
一
つ

で
あ
る
随
筆
『
逸い

つ

事じ

史し

ほ補
』
に
は
、
幕
末

か
ら
明
治
に
活
躍
し
た
人
々
の
人
物
評
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
人
物
が
登
場

し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
春
嶽
が
最
も
尊
敬

す
る
人
物
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、

盟
友
、
島
津
斉
彬
で
す
。

　

斉
彬
は
、
老
中
阿あ

べ部
正ま

さ
ひ
ろ弘
な
ど
と
結
び

幕
政
改
革
・
公
武
合
体
を
図
り
、
将し

ょ
う
ぐ
ん軍

継け
い
し嗣
問も

ん
だ
い題
で
は
春
嶽
と
と
も
に
一ひ

と
つ
ば
し橋
慶よ

し
の
ぶ喜

擁
立
に
奔
走
し
た
幕
末
の
名
君
の
一
人
で

す
。『
逸
事
史
補
』
で
は
、「
明
治
維
新
の

成
功
は
す
べ
て
斉
彬
の
功
で
あ
る
。」「
肝

が
大
き
く
、
才
智
よ
り
道
徳
を
重
ん
じ

た
。」「
穏
や
か
で
慎
み
深
く
、
学
問
に
通

じ
て
い
た
。」「
尊
皇
家
で
あ
り
か
つ
佐
幕

家
」「
西さ

い
ご
う郷
隆た

か
も
り盛
、
大お

お

く

ぼ

久
保
利と

し
み
ち通
は
、
斉

彬
が
丹
精
し
て
育
て
た
人
物
」「
節
約
家

だ
が
、
必
要
に
応
じ
、
大
金
を
惜
し
げ
な

く
使
っ
た
。
吝り

ん
し
ょ
く
か

嗇
家（
ケ
チ
）で
は
な
い
。」

な
ど
と
評
し
、
そ
の
見
識
や
人
材
登
用
に

対
す
る
尊
敬
の
念
と
信
頼
の
厚
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　　

一
方
、
斉
彬
の
死
後
、
若
き
藩
主
の
後

ろ
盾
と
し
て
藩
政
を
リ
ー
ド
し
た
、
弟
の

島
津
久
光
に
つ
い
て
は
、「
悪
口
を
言
う

人
も
多
い
が
、
斉
彬
と
同
様
に
才
智
よ
り

道
徳
を
重
ん
じ
た
。」「
尊
皇
の
志
は
斉
彬

を
超
え
て
い
る
。」
と
し
な
が
ら
、
そ
れ

以
上
の
評
価
や
逸
話
を
記
載
す
る
こ
と
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
か
え
っ
て
悪
く

と
ら
れ
る
と
い
け
な
い
の
で
わ
ざ
と
記
さ

な
い
。」
と
理
由
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、

斉
彬
と
異
な
り
、
心
か
ら
尊
敬
で
き
る
人

物
と
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
こ
と
を
示
す
逸
話
が
『
逸
事
史

補
』
に
残
っ
て
い
ま
す
。
久
光
の
密
書
に

関
す
る
内
容
で
す
。
当
時
、
そ
の
密
書

は
、
幕
府
隠
密
に
よ
っ
て
探
し
出
さ
れ
、

将
軍
徳と

く
が
わ川
家い

え
も
ち茂
、
慶
喜
、
老
中
、
春
嶽
な

ど
限
ら
れ
た
人
物
の
み
目
に
し
た
も
の
で

し
た
。
久
光
の
密
書
に
は
、「
も
は
や
徳

川
家
だ
け
で
は
こ
れ
ま
で
の
治
政
を
保
つ

こ
と
が
困
難
」「
公
家
政
治
で
は
混
乱
す

る
か
ら
、
五
大
老
（
徳
川
慶
喜
、
山や

ま
う
ち内

容よ
う
ど
う堂
、
松ま

つ
だ
い
ら平
容か

た
も
り保
、
島
津
久
光
、
毛も

う
り利

敬た
か
ち
か親

）
を
立
て
る
し
か
な
い
。」「
五
大
老

の
中
で
人
望
の
あ
る
者
が
将
軍
に
な
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。」
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
春
嶽
は
、「
島
津
の
存
念
は
終
始

変
わ
ら
ず
」
と
し
て
、
常
に
国
の
実
権
を

担
お
う
と
し
て
い
た
久
光
の
野
心
を
見
抜

い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

斉
彬
、
久
光
、
二
人
に
仕
え
た
人
物
の

一
人
が
西
郷
隆
盛
で
す
。
斉
彬
か
ら
厚
い

薫
陶
を
受
け
て
い
た
一
方
で
、
久
光
に
つ

い
て
は
、
そ
の
面
前
で
「
ジ
ゴ
ロ
（
田
舎

者
）」
と
評
す
る
な
ど
相
当
の
確
執
が
あ

り
ま
し
た
。
春
嶽
と
西
郷
の
久
光
評
、
相

通
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

島し

ま

津づ

斉な
り
あ
き
ら彬

・
久ひ

さ

み

つ光
兄
弟

に
対
す
る

松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん
が
く嶽

の
人
物
評

島津斉彬肖像（尚古集成館蔵）

島津久光肖像（国立国会図書館蔵）

１
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

松ま
つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

と
山や

ま
う
ち内

容よ
う
ど
う堂

が
出
会
っ
た

福
井
藩
江
戸
上
屋
敷

松平春嶽と山内容堂が出会った
福井藩江戸上屋敷は、現在の東
京都千代田区大手町にありまし
た。現在は周辺に案内板や銅像
などがあり当時の面影をしのば
せています。また、江戸東京博
物館には、江戸時代の初期の上
屋敷の模型が展示されています。
模型を見れば、当時福井藩がい
かに勢威を誇っていたかがうか
がい知れます。
※画像は福井県が製作した再現ＣＧ

参考資料等 川端太平『松平春嶽』吉川弘文館、平尾道雄『山内容堂』吉川弘文館

将
軍
・
徳と

く
が
わ川
慶よ

し
の
ぶ喜
に
大
政
奉
還
を
建

白
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
山
内
容

堂
は
、
文
政
10
（
１
８
２
７
）
年
に
、
土

佐
藩
主
山
内
家
の
分
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
第
13
、
14
代
藩
主
が

相
次
ぎ
急
死
し
た
こ
と
か
ら
、
嘉
永
元

（
１
８
４
８
）
年
に
第
15
代
藩
主
と
な
り

ま
す
。容
堂
が
心
を
許
し
信
頼
し
た
人
物
、

そ
れ
が
松
平
春
嶽
で
し
た
。
春
嶽
と
容
堂

は
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
何
で
も
言

い
合
え
る
仲
で
、
春
嶽
は
、
容
堂
の
率
直

さ
を
、
容
堂
は
、
春
嶽
の
誠
実
さ
を
認
め
、

信
頼
し
合
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
10
月
、
二
人

は
福
井
藩
江
戸
上
屋
敷
で
開
催
さ
れ
た
大

学
講
会
に
お
い
て
初
め
て
出
会
い
ま
す
。

後
日
、
第
二
回
の
会
合
が
開
か
れ
、
容
堂

に
つ
い
て
福
井
藩
士
、
橋は

し
も
と本
左さ

な
い内
は
こ
う

記
し
て
い
ま
す
。“
議
論
は
鋭
く
、
い
ず

れ
の
人
も
圧
倒
さ
れ
た
様
子
。
公
は
、
計

ら
ず
も
自
分
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
友

を
得
た
と
大
い
に
喜
ば
れ
た
。”
春
嶽
は
、

こ
れ
以
後
、容
堂
を
同
志
と
し
て
信
頼
し
、

将し
ょ
う
ぐ
ん軍
継け

い
し嗣
問も

ん
だ
い題
で
慶
喜
擁
立
に
奔
走
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
７
月
、
春
嶽

は
政せ

い
じ事
総そ

う
さ
い
し
ょ
く

裁
職
に
就
任
し
ま
す
。
容
堂

は
、
幕
政
の
中
枢
に
進
出
し
た
春
嶽
に
対

し
て
、“
容
易
で
は
な
い
、
大
が
か
り
な

仕
事
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
常
に
心
に
は
「
閑
」
の
文

字
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
”と
進
言
。

春
嶽
の
性
格
を
よ
く
知
る
容
堂
は
、
重
責

を
担
う
春
嶽
に
対
し
て
余
裕
の
心
構
え
を

持
つ
大
切
さ
を
説
い
た
の
で
す
。
春
嶽
の

性
格
は
、
謹
直
・
誠
実
・
几
帳
面
で
、
一

方
、
容
堂
は
情
熱
の
ま
ま
率
直
に
行
動
す

る
性
格
で
し
た
が
、
こ
れ
が
か
え
っ
て
調

和
し
、
終
世
変
わ
ら
ぬ
盟
友
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
10
月
に
大
政

奉
還
、
12
月
に
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発

せ
ら
れ
た
後
に
開
催
さ
れ
た
「
小
御
所
会

議
」
に
お
い
て
二
人
が
支
え
合
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
徳
川
家
の
処

分
が
問
題
と
な
り
、
慶
喜
の
辞
官
・
納
地

を
求
め
る
岩い

わ
く
ら倉
具と

も
み視
ら
と
春
嶽
、
容
堂
ら

が
対
立
し
ま
し
た
。
容
堂
は
、
今
ま
で
功

績
の
あ
る
慶
喜
を
出
席
さ
せ
な
い
こ
と
を

非
難
し
て
「
３
、４
の
公
家
が
幼
い
天
皇

を
も
り
た
て
て
、
権
力
を
盗
も
う
と
し
て

い
る
だ
け
だ
」
と
い
き
り
立
っ
て
大
声
で

叫
び
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
岩
倉
具
視

は
「
無
礼
千
万
で
す
ぞ
」
と
一
喝
。
春
嶽

は
「
し
っ
か
り
公
議
を
つ
く
す
た
め
に
も

容
堂
殿
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
慶
喜
を
こ

の
席
に
召
さ
れ
た
い
」
と
容
堂
に
助
け
船

を
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

容
堂
が
残
し
た
言
葉
“
一
橋
の
英
明
、

春
嶽
の
誠
実
、
そ
れ
に
我
が
果
断
を
加
わ

え
て
、
天
下
の
事
を
決
す
べ
し
。”
こ
れ

は
ま
さ
に
、
春
嶽
を
信
頼
し
、
国
政
に
関

わ
っ
た
容
堂
の
道
標
と
な
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

幕
末
の
四し

賢け

ん

侯こ

う

松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が

く

と

山や

ま

内う

ち

容よ

う

堂ど

う

の
関
係

山内容堂肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

福
井
神
社

幕末四
し

賢
けんこう

侯の一人、福井藩主、松
まつだいらしゅんがく

平春嶽を祀る福井神社。
戦災後、福井大学工学部の設計により再建され、一般の
神社とは異なる特徴的な外観を持っています。拝殿の左手
には、椅子に腰掛けた春嶽の像が鎮座しています。

【住所】福井市大手 3 −１６−１（JR 福井駅より徒歩 9 分）

佐々木権六（長淳）肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

※
“
ビ
ラ
ス
ビ
イ
デ
”
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
速
い

乗
り
物
を
意
味
す
る“
ペ
ロ
シ
ピ
ー
ド
”が
な
ま
っ

た
言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

参考資料等
『御側向頭取御用日記』（松平文庫（福井県立図書館保管））
柳沢芙美子「福井藩巣鴨下屋敷のリンゴをめぐって」『福井県文書館研究紀要』第７号

幕
末
福
井
藩
の
明
君
、
松
平
春
嶽
に

は
“
日
本
初
”
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、乗
り
物
に
関
す
る
も
の
で
す
。

福
井
藩
政
資
料
や
越
前
松
平
家
・
福
井
藩

校
に
伝
来
し
た
書
籍
な
ど
、
一
万
点
を
超

え
る
資
料
群
か
ら
な
る
「
松
平
文
庫
（
福

井
県
立
図
書
館
保
管
）」
の
「
御ご

よ
う
に
っ
き

用
日
記
」

を
ひ
も
解
く
と
、
文
久
２
（
１
８
６
２
）

年
２
月
６
日
に
、“
自
転
車
”
に
関
す
る

記
述
が
出
て
き
ま
す
。

　
「
佐さ

さ

き

々
木
権ご

ん
ろ
く六
が
ビ
ラ
ス
ビ
イ
デ
独
行

車
の
組
立
て
を
行
い
、
側
近
の
中な

か
ね根

雪ゆ
き
え江

も
立
ち
会
う
中
、
馬
場
で
試
乗
し
た
」。

春
嶽
が
“
ビ
ラ
ス
ビ
イ
デ
独ど

っ
こ
う
し
ゃ

行
車
”
と
い

う
自
転
車
に
乗
っ
た
と
の
記
載
で
海
外
か

ら
伝
来
し
た
自
転
車
に
日
本
で
初
め
て
試

乗
し
た
記
録
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
嶽

は
相
当
気
に
入
り
、
そ
の
後
も
た
び
た
び

試
乗
し
、
夫
人
勇い

さ
ひ
め姫

が
そ
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

　

自
転
車
（
実
際
は
三
輪
自
転
車
で
横
浜

で
荷
揚
げ
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
）
を
組
み

立
て
た
の
は
福
井
藩
士
の
佐
々
木
権
六

（
長な

が
あ
つ淳
）
で
、
権
六
は
、
自
転
車
以
外
に

も
洋
式
の
鉄
砲
や
帆
船
な
ど
の
建
造
に
携

わ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
分
野
で
活
躍
し
ま

し
た
。
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

と
と
も
に
武
器
・
弾
薬

製
造
の
責
任
者
と
な
り
、
分
業
に
よ
る
効

率
化
に
よ
り
製
造
費
を
削
減
し
た
ほ
か
、

新
政
府
で
製
糸
・
紡
績
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
り
ん
ご
の
栽
培
に
関
す

る
も
の
で
す
。
春
嶽
が
、
幕
府
の
政せ

い
じ事

総そ
う
さ
い
し
ょ
く

裁
職
を
し
て
い
た
文
久
２（
１
８
６
２
）

年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
リ
ン
ゴ
の
苗
木
を
取

り
寄
せ
、
江
戸
巣
鴨
の
福
井
藩
下
屋
敷
に

植
え
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経

緯
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
現
在
の
と
こ

ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
を
知

る
農
務
官
僚
（
博
物
学
者
）
の
田
中
芳
男

氏
が
講
演
会
（
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
）

で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。“
巣

鴨
下
屋
敷
に
は
１
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
に
育
っ
た
西
洋
り
ん
ご
が
20
～
30
種

あ
っ
た
”“
越
前
公
は
そ
う
い
う
こ
と
は

分
か
っ
た
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
外
国
よ
り

取
り
寄
せ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
”
と
。
こ

の
証
言
か
ら
、
巣
鴨
下
屋
敷
の
栽
培
が
西

洋
り
ん
ご
の
渡
来
を
確
認
で
き
る
最
も
早

い
事
例
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
「
ふ
じ
」
や
「
つ
が
る
」
な

ど
国
産
の
品
種
の
先
祖
は
、
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
、
北
海
道
開
拓
使
次
官

の
黒
田
清
隆
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰
っ

た
苗
木
（「
紅
玉
」
や
「
国
光
」
な
ど
）
で
、

春
嶽
が
取
り
寄
せ
た
苗
木
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
り
ん
ご
の
栽

培
史
に
春
嶽
の
名
は
し
っ
か
り
刻
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
「
幕
末
の
四し

賢け
ん
こ
う侯
」
と
呼
ば
れ
、「
明

治
」
の
元
号
を
提
案
し
た
と
も
い
わ
れ
る

春
嶽
。
先
進
的
な
考
え
方
で
新
し
い
も
の

を
取
り
込
み
、
挑
戦
す
る
生
き
方
は
、
二

つ
の
“
日
本
初
”
に
も
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

幕
末
福
井
藩
の
明
君
、

松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が

く

の
先
進
性

～
自
転
車
と
り
ん
ご
～

松平春嶽肖像
（福井市立郷土
歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館

古代から現代まで福井の歴史を
紹介する常設展示室、越前松平
家伝来の品々を展示する松平家
史料展示室等があります。また、
福井城舎人門遺構、名勝養浩
館庭園とともに、｢ 福井 歴史の
庭 散策ゾーン ｣として福井の歴
史と文化を発信しています。

【住所】　福井市宝永 3 丁目 12-1　
            （JR 福井駅より徒歩 15 分）

参考資料等 現代語訳『逸事史補』  福井県観光営業部ブランド営業課

N
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
主
人
公
、
西さ

い
ご
う郷
隆た

か
も
り盛
の
親
友

で
、
後
に
、
敵
対
し
た
維
新
の
も
う
一
人

の
元
勲
、
大
久
保
利
通
。
彼
と
幕
末
の
福

井
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

は
、
新
政
府
で
深
い

関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

春
嶽
は
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
か
ら

明
治
12
（
１
８
７
９
）
年
の
約
10
年
間
に

記
し
た
回
顧
録
、『
逸い

つ

事じ

史し

ほ補
』
で
、
大

久
保
に
つ
い
て
「
大
久
保
参さ

ん
ぎ議
一い

ち
ぞ
う蔵
は
、 

…
…
古
今
未
曾
有
の
大
英
雄
と
申
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
徳
川
の
処
分
、封
土
（
領
地
）

の
奉
還
、
廃
藩
置
県
、
…
…
日
本
全
国
の

人
心
を
鎮
定
し
て
そ
の
方
向
を
定
め
た
。

す
べ
て
大
久
保
一
人
が
全
国
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
維
新
の
功
績

は
大
久
保
を
も
っ
て
第
一
と
す
る
。」
と

し
、
最
大
級
の
賛
辞
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
久
保
と
春
嶽
は
明
治
維
新
後
、

新
政
府
に
お
い
て
と
も
に
重
責
を
担
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
『
逸
事
史
補
』
で
示

さ
れ
た
賛
辞
と
は
異
な
り
、
実
際
、
春
嶽

は
新
政
府
内
で
大
久
保
に
絶
え
ず
苦
汁
を

な
め
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
藩
は
、
明
治
新
政
府
に
お
い
て
、

議ぎ
じ
ょ
う定

に
春
嶽
、
ま
た
参さ

ん
よ与

に
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

、

中な
か
ね根

雪せ
っ
こ
う江

ら
５
人
が
任
命
さ
れ
る
な
ど
、

新
政
府
内
で
重
要
な
役
割
を
担
う
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年

３
月
に
は
、
全
国
諸
藩
の
意
向
を
図
る
議

事
機
構
と
し
て
「
公
議
所
」
が
設
け
ら
れ
、

各
藩
の
代
表
に
よ
り
重
要
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
公
議
所
」
は
、
春
嶽
が
目
指
し
た
公

議
政
体
路
線
を
具
体
化
し
た
も
の
で
し
た

が
、
大
久
保
ら
が
「
無
用
の
論
多
く
、
未

だ
今
日
の
御
国
体
に
は
適
し
申
ま
じ
く

候
」
と
し
て
強
硬
に
反
対
し
た
結
果
、
同

年
６
月
に
そ
の
機
能
を
大
幅
に
縮
小
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
藩
閥
専
制
政
治
を

目
指
し
た
大
久
保
ら
は
、
公
議
政
体
派
の

排
除
を
図
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
政
府
内
の
要
人
で
、
藩
主
出
身
は
春

嶽
た
だ
一
人
で
、
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠
の
暗
殺
や
由

利
の
帰
福
等
、
福
井
藩
出
身
者
の
離
脱
が

相
次
ぎ
、
春
嶽
は
政
府
内
で
孤
立
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
動
き
の
裏
に
は
、
大
久
保

ら
に
よ
る
意
図
的
な
福
井
藩
出
身
者
排
除

の
画
策
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
嶽
は
、
そ
の
生
涯
で
最
も
尊
敬
し
た

人
物
を
薩
摩
藩
主
、
島し

ま
づ津
斉な

り
あ
き
ら彬
と
し
、
斉

彬
こ
そ
が
明
治
維
新
の
原
点
で
あ
る
と
評

し
て
い
ま
す
。
そ
の
斉
彬
が
育
て
た
人
物

と
し
て
、春
嶽
は『
逸
事
史
補
』に
お
い
て
、

大
久
保
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
の
心
の
内
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

明
治
政
府
で
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

を

孤
立
さ
せ
た
政
敵
、

大お

お

久く

保ぼ

利と

し

通み

ち

大久保利通肖像（国立国会図書館蔵）

松平春嶽像（福井市立郷土歴史博物館）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

左
内
公
園

安政の大獄により 26 歳の若さで命を落とした橋
はしもとさない

本左内。その遺徳を顕彰するた
め設けられた左内公園には、橋本左内とその両親の墓があります。敷地内にある
左内の銅像は市民からの寄付により、昭和 38（1963）年に建立されたものです。

【住所】福井市左内町７−７（JR 福井駅よりコミュニティバスすまいる照手・足羽方面線「愛宕坂」下車徒歩 2 分）

参考資料等 山田秋甫編『橋本左内言行録』   橋本左内言行録刊行会

平
成
30
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
の
主
人
公
西
郷
隆

盛
は
、
薩
摩
藩
士
で
明
治
維
新
の
三
傑
に

数
え
ら
れ
る
人
物
で
す
。
こ
の
西
郷
と
最

も
関
係
が
深
か
っ
た
福
井
の
先
人
が
橋
本

左
内
で
す
。

　

薩
摩
藩
主
島し

ま
づ津
斉な

り
あ
き
ら彬
と
と
も
に
江
戸
へ

と
出
府
し
、
薩
摩
藩
の
「
御お

に
わ庭
方か

た
や
く役
（
情

報
収
集
係
）」
と
な
っ
た
西
郷
隆
盛
（
当

時
29
歳
）
は
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）
年

12
月
に
、
福
井
藩
士
、
橋
本
左
内
（
当
時

22
歳
）
と
、
薩
摩
藩
の
江
戸
屋
敷
で
初
め

て
会
い
ま
す
。
左
内
は
国
事
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
そ
う
と
西
郷
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
の
際
、こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

左
内
が
部
屋
を
訪
ね
た
時
、
西
郷
は
縁
側

に
い
て
若
い
者
に
相
撲
を
と
ら
せ
て
い
ま

し
た
。
西
郷
は
、
小
柄
で
楚
々
た
る
左
内

を
一
目
見
た
も
の
の
、
相
撲
が
終
わ
る
ま

で
待
た
せ
た
そ
う
で
す
。
左
内
は
対
座

し
た
際
、「
私
は
、
あ
な
た
と
国
の
大
事

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
に
来
た
の
に
、

放
っ
て
お
く
と
は
何
事
か
。」
と
き
っ
ぱ

り
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。
続
い
て
、「
攘

夷
で
は
な
く
開
国
し
て
国
の
力
を
強
く
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。」
と
、
広
い
知
識
と

深
い
洞
察
を
示
し
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。

西
郷
は
左
内
の
見
識
に
驚
き
、
こ
れ
か
ら

も
指
導
願
い
た
い
と
、
心
か
ら
頭
を
下
げ

た
と
い
い
ま
す
。

　

翌
日
、
西
郷
は
正
装
し
福
井
藩
邸
を
訪

ね
、
前
日
の
無
礼
を
詫
び
ま
す
。
後
日
、

西
郷
は
「
私
は
先
輩
で
は
水
戸
の
藤ふ

じ
た田

東と
う
こ湖
氏
、
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
で
は
橋
本

左
内
氏
が
立
派
だ
と
思
う
。
こ
の
二
人
の

学
問
や
人
の
大
き
さ
は
私
の
到
底
及
ば
な

い
ほ
ど
だ
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
か

ら
、
二
人
は
将し

ょ
う
ぐ
ん軍
継け

い
し嗣
問も

ん
だ
い題
に
奔
走
し
ま

す
。
当
時
、将
軍
家い

え
さ
だ定
の
後
継
者
を
巡
り
、

一
橋
派
と
南
紀
派
に
分
か
れ
た
政
争
が
生

じ
て
お
り
、
薩
摩
藩
と
福
井
藩
は
と
も
に

一ひ
と
つ
ば
し橋

慶よ
し
の
ぶ喜

擁
立
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

西
郷
が
左
内
に
宛
て
た
直
筆
の
書
状
（
福

井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
保
管
）
で
は
、

将
軍
の
正
室
と
な
っ
た
斉
彬
の
養
女
篤あ

つ
ひ
め姫

を
動
か
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
奥
か
ら

の
情
報
は
、篤
姫
→
生い

く
し
ま嶋
（
篤
姫
付
老
女
）

→
江
戸
薩
摩
藩
邸
、
さ
ら
に
、
西
郷
を
通

じ
左
内
か
ら
松
平
春
嶽
へ
伝
わ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
は
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）

年
９
月
、
西
南
戦
争
で
自
刃
し
ま
す

が
、
カ
バ
ン
の
中
に
左
内
か
ら
の
手
紙
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
安
政
４

（
１
８
５
７
）年
12
月
14
日
付
け
の
手
紙
で
、

一
橋
慶
喜
に
関
す
る
報
告
書
で
し
た
。
20

年
前
の
亡
友
の
手
紙
を
死
ぬ
ま
で
肌
身
離

さ
ず
持
っ
て
い
た
西
郷
。
左
内
は
、
西
郷

の
最
も
敬
愛
す
る
友
人
と
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
二
人
の
心
の
結
び
つ
き
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

西さ

い

ご

う郷
隆た

か

も

り盛
の
心
の
友
、

橋は

し

も

と本
左さ

な

い内

橋本左内肖像
（福井市立郷土
歴史博物館蔵）

西郷隆盛肖像（国立国会図書館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

北
部
丘
陵
地県内屈指の園芸産地。スイカ、大根、

メロン等の野菜や、梨、柿等の果樹等
が栽培されています。周辺には、景勝
地である「東尋坊」や国定公園である
海岸線、優れた泉質のあわら温泉等、
年間 600 万人超が訪れる観光地を有
しています。

【住所】あわら市二面 （金津 IC より車で約 15 分）

参考資料等
坂本豊『金津町合併 40 周年記念　ふる里の手帖』金津町
三岡丈夫編『由利公正伝』光融館

福
井
県
の
あ
わ
ら
市
と
坂
井
市
に
ま

た
が
り
広
が
っ
て
い
る
台
地
、
北

部
丘
陵
地
。
こ
こ
で
、
市
民
が
中
心
と
な

り
、
現
在
「
あ
わ
ら
万
博
茶
」
の
復
活
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
生
産
が
始
ま
っ
た
と
い
う

福
井
の
お
茶
。
そ
の
歴
史
を
ひ
も
解
く

と
、
一
人
の
人
物
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。
そ
れ
は
、
幕
末
明
治
に
活
躍
し
た

福
井
藩
士
、
由
利
公
正
（
当
時 

三み
つ
お
か岡
石い

し

五ご
ろ
う郎
）
で
す
。
一
体
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

幕
末
、
福
井
藩
は
他
藩
の
例
に
漏
れ
ず

財
政
が
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
由
利
は
、

安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
、
藩
財
政
の
立

て
直
し
の
た
め
に
は
外
国
と
の
通
商
し
か

な
い
と
考
え
、
熊
本
藩
士
、
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠

の
帰
国
に
同
行
し
て
、
下
関
で
物
産
が
集

散
す
る
状
況
や
商
取
引
の
実
態
を
調
べ
ま

す
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
長
崎
に
行
き
、

唐
物
商
の
小こ

ぞ

ね

曽
根
乾け

ん
ど
う堂
の
協
力
を
得
て
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
国
産
の
生
糸
・
醤
油
な

ど
の
輸
出
を
約
束
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

す
。
ま
た
、
波
ノ
平
、
下
り
松
と
い
っ
た

現
在
の
長
崎
市
小
曽
根
町
の
港
岸
を
埋
築

し
越
前
蔵
屋
敷
を
設
置
し
た
の
で
す
。

　

併
せ
て
、
福
井
城
下
に
物
産
総
会
所
を

設
け
、
領
内
の
物
産
集
荷
購
入
の
仕
組
み

を
整
え
ま
す
。
物
産
総
会
所
と
は
現
在
の

商
社
で
す
。
そ
の
元
締
め
に
は
、
領
内
の

豪
農
・
豪
商
を
あ
て
ま
し
た
。
販
売
ル
ー

ト
と
輸
出
先
の
確
保
に
よ
り
、生
糸
や
麻
・

醤
油
な
ど
福
井
の
産
品
が
海
外
に
輸
出
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
輸
出
は
莫
大
な
富
を
も

た
ら
し
、
一
度
に
七
万
両
が
金
蔵
に
入
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
重
み
で
床
が
抜
け

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
ら
の
お
茶
も
輸
出
品
の
一
つ
で
、

輸
出
を
き
っ
か
け
に
盛
ん
に
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治
26（
１
８
９
３
）

年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
万
国
博
覧

会
で
銅
賞
、
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

の
万
国
博
覧
会
で
金
賞
を
と
る
ほ
ど
海
外

で
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
、
大
正
に
最
盛
期
を
迎
え
た
茶
園

と
製
茶
業
は
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年

の
豪
雪
に
よ
り
大
損
害
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
内
に
わ
ず
か
に
残
る
お
茶
の

木
を
使
っ
て
茶
の
手
摘
み
体
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
お
茶
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
な
ど
食
べ
る
お
茶
と
し
て
の
商
品

開
発
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

鎖
国
の
時
代
に
商
社
設
立

福
井
の
産
品
を

海
外
輸
出
し
た
由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正

シカゴ万博で受賞した賞状（個人蔵）
シカゴ万博で受賞した銅メダル（個人蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

越
前
和
紙
の
里

紙
の
文
化
博
物
館

由
ゆ り

利公
きみまさ

正が発行した日本初の全国通用紙幣「太
だ

政
じょうかん

官札
さつ

」に
は越前和紙が使用されました。紙の文化博物館では、越前
和紙の発祥の伝説や歴史について学ぶことができます。

【住所】越前市新在家町１１−１２
　　 　（JR 武生駅より福鉄バス南越線「和紙の里」下車徒歩５分）

参考資料等 由利正通編『子爵由利公正伝』

経
世
済
民
の
男
』
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
平

成
27
年
８
月
～
９
月
に
放
送
さ
れ

た
三
部
作
の
ド
ラ
マ
で
す
。
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
日
本
を
代
表
す
る
経
済
人
３

名
（
首
相
や
大
蔵
大
臣
等
を
歴
任
し
た

高た
か
は
し橋

是こ
れ
き
よ清

、
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
を
創
設

し
た
小こ

ば
や
し林
一い

ち
ぞ
う三
、「
電
力
王
」
や
「
電
力

の
鬼
」
と
呼
ば
れ
た
松ま

つ
な
が永
安や

す

え

も

ん

左
ェ
門
）
が

描
か
れ
ま
し
た
。

 　
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
も
そ
も

中
国
の
古
典
の
中
に
あ
る
「
経
世
済
民
」

と
い
う
言
葉
が
起
源
で
す
が
、こ
れ
は「
世

を
經お

さ

め
、
民
を
濟す

く

う
」
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
を
救
う
た
め
に

様
々
な
公
的
対
策
を
行
わ
ん
と
す
る
こ
と

が
「
経
済
」
な
の
で
す
。

　

歴
史
家
の
中
に
は
、“
徳
川
幕
府
に
は
、

経
済
を
政
治
と
融
合
さ
せ
る
視
点
が
欠
け

て
い
た
。貨
幣
経
済
へ
の
対
応
が
進
ま
ず
、

財
政
が
弱
体
化
し
、
幕
府
終
焉
の
要
因
の

一
つ
と
な
っ
た
。”
と
指
摘
す
る
人
も
い

ま
す
。
幕
府
は
、
米
本
位
制
度
を
と
り
、

農
民
が
収
め
る
税
は
米
で
し
た
。
農
業
重

視
の
政
策
は
米
の
生
産
増
を
実
現
し
ま
し

た
が
、
市
中
に
出
回
る
米
が
増
え
、
価
格

が
下
落
。
税
収
が
目
減
り
し
、
財
政
難
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
朱
子
学
が
重

ん
じ
ら
れ
、
商
売
を
卑
し
い
と
す
る
考
え

方
は
、
商
業
政
策
の
実
施
を
阻
ん
で
い
ま

し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
そ
の
考
え
方
に
囚
わ
れ

な
か
っ
た
人
物
と
し
て
、
重
商
主
義
政
策

で
幕
政
改
革
を
行
っ
た
幕
府
老
中
田た

ぬ
ま沼

意お
き
つ
ぐ次
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
福
井
藩

の
由
利
公
正
も
、
経
済
を
通
し
、
政
治
を

民
の
た
め
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
人
物

で
す
。
安
政
５（
１
８
５
８
）年
、由
利
は
、

民
を
富
ま
せ
る
こ
と
こ
そ
、
武
士
の
本
分

と
考
え
、
特
産
品
の
海
外
輸
出
に
乗
り
出

し
て
い
き
ま
し
た
。
由
利
は
、“
物
産
を

興
す
に
は
、
民
に
楽
し
み
を
つ
け
な
け
れ

ば
動
か
な
い
”
と
考
え
、
生
糸
な
ど
特
産

品
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
管
理
す
る
物

産
総
会
所
を
設
け
、
そ
の
責
任
者
に
藩
内

各
地
の
農
民
や
商
人
を
当
た
ら
せ
、
利
益

の
一
部
を
分
配
し
た
と
い
い
ま
す
。
商
人

の
一
人
は
、
武
士
が
商
売
に
手
を
出
す
こ

と
を
痛
烈
に
批
判
し
ま
し
た
が
、由
利
は
、

商
人
達
と
一
緒
に
ゴ
ロ
ン
と
床
に
寝
転
が

り
、
目
線
を
合
わ
せ
、
国
の
将
来
を
憂
い

な
が
ら
協
力
を
求
め
た
と
い
い
ま
す
。

 　

明
治
新
政
府
で
由
利
公
正
は
、
現
代
の

財
務
大
臣
の
よ
う
な
立
場
で
、
初
の
全
国

通
用
紙
幣
「
太だ

じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
」
の
発
行
を
推
し

進
め
る
な
ど
、
国
の
経
済
の
舵
取
り
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
由
利
が
い
な

け
れ
ば
、
戦
費
が
シ
ョ
ー
ト
し
、
新
政
府

の
東
征
が
早
期
に
終
結
せ
ず
、
商
人
や
農

民
が
疲
弊
し
、
近
代
化
の
道
も
遠
の
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
経
済
の
観
点
か
ら
日

本
の
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
男
、
由
利
公

正
。「
経
世
済
民
の
男
」
は
由
利
公
正
の

呼
び
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
人
の

「
経け

い

せ

い世
済さ

い

み

ん民
の
男
」

～
由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正
～

由利公正肖像
（福井市立郷土
歴史博物館蔵）

金穀取扱之儀取締の沙汰書
（福井県立歴史博物館蔵）

新政府が三岡八郎（後の由利公正）を財政担当
の職に任命したもの（慶応３（1867）年）

『
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

福
井
県
立

こ
ど
も
歴
史
文
化
館

ふくいの歴史で活躍した人物につ
いて、映像や人形ジオラマ、イラ
スト等で楽しく紹介しています。
由
ゆ り

利公
きみまさ

正の発案により発行され
た、わが国初の全国通用紙幣「太

だ

政
じょう

官
かんさつ

札」も所蔵しています。

【住所】福井市城東１−１８−２１
（JR 福井駅よりフレンドリーバス
「こども歴史文化館」下車）

参考資料等 落合功「由利財政と第一次大隈財政」『修道商学』第 46-2

ド
ラ
マ
「
あ
さ
が
来
た
」
は
大
阪
を

舞
台
と
し
、
そ
の
前
半
で
は
、「
五

代
様
」
こ
と
五ご

だ
い代
友と

も
あ
つ厚
が
人
気
を
博
し
ま

し
た
。
こ
の
五
代
、
そ
し
て
ド
ラ
マ
の
舞

台
で
あ
る
大
阪
は
、
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

と
深
い
関

係
に
あ
り
ま
す
。

　

五
代
は
、
薩
摩
藩
出
身
。
安
政
４ 

（
１
８
５
７
）
年
に
藩
命
で
長
崎
に
留
学

し
、
航
海
、
砲
術
、
測
量
を
学
び
ま
す
。

藩
遣
英
使
節
団
と
し
て
英
国
に
出
発
、
欧

州
各
地
を
巡
歴
し
た
経
験
を
持
ち
、
こ
の

時
の
経
験
が
買
わ
れ
、
明
治
新
政
府
の
参

与
職
外
国
事
務
掛
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

大
阪
に
造
幣
局
を
誘
致
し
た
ほ
か
、
初
代

大
阪
税
関
長
と
な
り
、
大
阪
税
関
の
礎
を

築
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
官
僚
か
ら
実
業

家
に
転
じ
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
初
代
会

頭
と
な
る
な
ど
、「
東
の
渋
沢
（
栄
一
）、

西
の
五
代
」
と
ま
で
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
由
利
は
慶
応
３
（
１
８
６
７
）

年
12
月
、
坂さ

か
も
と本
龍り

ょ
う
ま馬
の
推
挙
に
よ
っ
て
新

政
府
に
徴ち

ょ
う
し士
参さ

ん
よ与
と
し
て
出
仕
。
翌
年
１

月
、
殖
産
興
業
と
戊ぼ

し
ん辰
戦せ

ん
そ
う争
の
戦
費
調
達

の
た
め
太だ

じ
ょ
う政
官か

ん
さ
つ札
発
行
を
建
議
し
ま
す

が
、
上
京
す
る
ま
で
は
、
由
利
の
活
動
の

場
所
は
京
都
や
大
阪
で
し
た
。

　

当
時
の
大
阪
は
由
利
財
政
の
反
対
派
の

拠
点
で
し
た
。
そ
の
中
心
は
五
代
の
ほ
か

江え
と
う藤
新し

ん
ぺ
い平
、
大お

お
く
ま隈
重し

げ
の
ぶ信
た
ち
外
国
官
所
属

の
官
僚
達
で
す
。
彼
ら
は
、
太
政
官
札
が

不
換
紙
幣
で
あ
る
こ
と
、
乱
発
に
よ
り
信

用
が
低
下
す
る
こ
と
、
贋が

ん

金
が
横
行
す
る

こ
と
な
ど
を
懸
念
す
る
外
国
公
使
か
ら
の

批
判
を
受
け
、
由
利
の
太
政
官
札
発
行
に

真
っ
向
か
ら
異
を
唱
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
政
官
札
の
発
行
布
告
直
前
の

慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
５
月
９
日
、
貨

幣
と
し
て
の
銀
の
取
扱
い
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
当
時
、
大
阪
周
辺
で
の
商
取
引
に
は

銀
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
銀
は
形

が
一
定
で
な
く
取
り
扱
い
が
不
便
な
た

め
、
実
際
に
は
銀
を
用
い
ず
両
替
商
が
発

行
す
る
手
形
が
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
両

替
商
の
中
に
は
銀
の
保
管
量
以
上
の
手
形

を
発
行
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
突
然
の
銀

の
取
扱
停
止
に
手
形
の
引
換
が
殺
到
し
ま

し
た
。
支
払
不
能
に
な
っ
た
両
替
商
は
倒

産
し
、
大
阪
経
済
は
大
混
乱
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
「
あ
さ
が
来
た
」
で
は
、
主
人

公
「
あ
さ
」
の
姉
「
は
つ
」
が
嫁
い
だ
両

替
商
「
山
王
寺
屋
」
が
経
営
に
行
き
詰
ま

り
、
一
家
が
夜
逃
げ
す
る
シ
ー
ン
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
は
、
実
は

由
利
が
関
係
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
視

点
で
ド
ラ
マ
を
も
う
一
度
見
返
す
の
も
面

白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
「
五ご

だ

い代
様
」は

由ゆ

り利
に
異
を
唱
え
た

人
物
だ
っ
た

五代友厚肖像
（国立国会図書
館蔵）

太政官札
（福井県立こども歴史文化館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

秋
田
県

由
利
本
荘
市

由利氏のふるさととしてその名を残す秋田県由利本荘市。秋田県の南端に位
置します。合併前の旧由利町内には、由

ゆ り
利公

きみまさ
正の書、由

ゆ り
利正

まさみち
通手植えの松、

由
ゆ り

利維
これひら

平が藤
ふじわらの

原秀
ひでひら

衡から拝領した刀等、新旧の由利家ゆかりの品々、スポッ
トが多数残されています。

［鉄道］　 東京→秋田　（秋田新幹線　3 時間45分）  → 羽後本荘　（JR羽越本線 45分） 
［飛行機］東京→秋田  （50 分）※秋田空港から由利本荘市まで車で約 40 分

由利本荘市の見所、鳥海山（同市観光協会ＨＰより）

参考資料等
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社
三岡丈夫編『由利公正伝』光融館

三み

つ

岡お
か
は
ち
ろ
う

八
郎
（
後
の
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

）
は
明

治
３
（
１
８
７
０
）
年
８
月
、“
旧

姓
に
復
す
”と
し
て
姓
を「
三
岡
」か
ら「
由

利
」
に
変
更
し
ま
す
。
三
岡
家
は
、
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
出で

わ
の
く
に

羽
国
（
現

在
の
秋
田
県
）
を
本
拠
地
と
し
た
豪
族
、

由ゆ

り利
維こ

れ
ひ
ら平
（
生
年
不
詳 

～
１
１
９
０
）

を
始
祖
と
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
歴

史
書
「
吾あ

ず
ま妻

鑑か
が
み

」
に
よ
る
と
、
維
平
は
、

鎮
守
府
将
軍
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
ひ
ら

原
秀
衡
の
重
臣
で
、
出
羽

国
由
利
郡
を
所
領
と
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

維
平
は
、
奥
州
合
戦
（
文
治
５

（
１
１
８
９
）
年
）
で
、
鎌
倉
軍
に
敗
れ
、

生
虜
り
に
な
り
ま
す
。
捕
虜
の
身
で
あ
り

な
が
ら
「
運
尽
き
て
囚
人
と
為
る
は
、
勇

士
の
常
」
と
堂
々
と
し
た
ふ
る
ま
い
を
貫

き
、
高
飛
車
な
態
度
で
尋
問
し
て
き
た

梶か
じ
わ
ら原

景か
げ
と
き時

の
無
礼
を
た
し
な
め
、
逆
に
礼

を
尽
く
し
た
畠は

た
け
や
ま山
重し

げ
た
だ忠
の
尋
問
に
は
応
じ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
た
源

み
な
も
と
の

頼よ
り
と
も朝
も
「
勇
敢
の
誉
れ
有
る
に
依
っ
て
」

維
平
の
罪
を
許
し
ま
し
た
。

　

維
平
の
子
、
維こ

れ
ひ
さ久
は
、
和
田
合
戦
（
建

暦
３
（
１
２
１
３
）
年
）
に
連
座
し
て
大

半
の
所
領
を
没
収
さ
れ
ま
し
た
が
、
由
利

郡
内
の
一
部
、
滝
澤
地
域
の
小
領
主
と
な

り
、
姓
も
滝
澤
氏
と
改
め
ま
し
た
。　

　

滝
澤
氏
は
、
戦
国
時
代
に
は
最
上
氏
の

配
下
に
あ
り
ま
し
た
。
慶
長
19（
１
６
１
４
）

年
に
、
最も

が
み上
義よ

し
あ
き光
が
死
去
す
る
と
、
先
祖
伝

来
の
地
を
離
れ
、
信
濃
に
移
住
。
19
代
滝た

き
ざ
わ澤

勘か
ん
べ
い

兵
衛
は
徳と

く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
六
男
、
松ま

つ
だ
い
ら
た
だ
て
る

平
忠
輝
の
重

臣
、
花は

な
い
も
ん
ど

井
主
水
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、忠
輝
改
易
で
勘
兵
衛
は
浪
人
と
な
り
、

そ
の
子
、
次じ

ろ
う
ざ
え
も
ん

郎
左
衛
門
よ
り
母
方
の
姓
「
三

岡
」を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

次
郎
左
衛
門
は
、
信
濃
松
代
12
万
石
を
拝
領

し
た
福
井
藩
祖
、
結ゆ

う
き城

秀ひ
で
や
す康

二
男
、
松ま

つ
だ
い
ら平

忠た
だ
ま
さ昌
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
忠
昌
の
越
前
転
封

に
よ
り
、
福
井
城
下
に
転
住
す
る
の
で
す
。

 　

公
正
は
生
前
、「
滝
沢
の
む
か
し
を
き

け
ば
い
ま
も
な
ほ
露
の
ゆ
か
り
に
ぬ
る
る

袖
か
な
」
と
い
う
詩
を
詠
い
、
心
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
滝
澤
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
を

念
願
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
望
み
は
か
な
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。（
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
頃
、
一

度
は
福
島
県
ま
で
た
ど
り
着
き
な
が
ら
急

病
の
た
め
、
引
き
返
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。）
公
正
の
孫
、
正ま

さ
み
ち通

は
、
昭
和
14

（
１
９
３
９
）
年
５
月
に
秋
田
方
面
を
旅

行
し
、
由
利
郡
に
も
足
を
伸
ば
し
ま
す
。

祖
父
が
望
ん
で
や
ま
な
か
っ
た
祖
先
の
土

地
を
、
公
正
の
死
去
約
30
年
後
に
訪
れ
た

の
で
す
。

 　

伝
記
『
由
利
公
正
伝
』
は
、「
今
や
自
己

の
朝
臣
に
列
し
た
る
を
以
て
家
名
再
興
の

機
到
れ
り
を
信
認
し
た
る
な
り
」
と
改
姓
時

の
公
正
の
心
境
を
伝
え
て
い
ま
す
。
公
正
は

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
４
月
、「
従じ

ゅ

四し

い位

下げ

」
に
叙
せ
ら
れ
ま
す
。
一
大
名
の
家
臣
と

し
て「
従
四
位
下
」は
破
格
の
高
位
で
し
た
。

こ
の
機
こ
そ
、
家
名
を
復
す
る
時
と
、
公
正

は
決
意
を
固
め
ま
す
。
文
久
３（
１
８
６
３
）

年
、
挙き

ょ
は
ん
じ
ょ
う
ら
く
け
い
か
く

藩
上
洛
計
画
の
失
敗
に
よ
り
公
正
は

家
督
を
譲
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

家
の
再
興
で
そ
の
挫
折
に
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
し
た
の
で
す
。

由ゆ

り利
家
の
ル
ー
ツ
と

復
姓
に
秘
め
ら
れ
た

公き

み

ま

さ正
の
リ
ベ
ン
ジ

由利公正の署名三種
（『子爵由利公正伝』より）

９
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福
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の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館由

ゆ り
利公

きみまさ
正が取り組んだ東京不燃化計画。その結果生まれた銀

座の姿を復元したジオラマが展示されています（常設展の展示
「文明開化東京」）。江戸から現代へ連なる首都東京の誕生と経
過を知ることができます。

【住所】東京都墨田区横綱１−４−１（JR 両国駅より徒歩３分）

模型「銀座煉瓦街」

参考資料等 堀江興「岩倉使節団視察・実記についての検証　―明治東京の「市區改正計画」を例として―」

廃
藩
置
県
後
の
明
治
４
（
１
８
７
１
）

年
、
由
利
公
正
は
東
京
府
知
事
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
（
当
時
43
歳
）。
黎
明

期
の
東
京
府
の
礎
を
築
い
た
一
人
に
数
え

ら
れ
る
由
利
で
す
が
、
そ
の
足
跡
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
初
期
の
東
京
の
姿
は
、
武
家
屋
敷

が
整
然
と
立
ち
並
び
、
瓦
が
美
し
く
連
担

し
た
町
並
み
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
２

（
１
８
６
９
）
年
の
版は

ん
せ
き
ほ
う
か
ん

籍
奉
還
等
に
よ
り

諸
大
名
は
江
戸
を
去
り
、
武
家
と
の
取
り

引
き
に
よ
っ
て
生
計
を
営
ん
で
い
た
市
民

は
生
活
に
困
窮
し
、人
口
は
激
減
し
ま
す
。

東
京
の
道
路
に
は
ご
み
が
放
置
さ
れ
、
雨

が
降
れ
ば
道
路
は
膝
ま
で
つ
か
る
な
ど
、

外
国
人
か
ら
政
府
に
対
し
て
苦
情
が
絶
え

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
帝
都

東
京
」
と
は
言
っ
て
も
、
実
態
は
近
代
化

が
遅
れ
た
未
整
備
な
都
市
で
し
た
。
こ
れ

ら
都
市
問
題
の
解
決
が
、
府
知
事
、
由
利

に
課
せ
ら
れ
て
い
た
使
命
だ
っ
た
の
で

す
。

　

由
利
が
府
知
事
に
就
任
し
て
か
ら
半
年

後
の
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
２
月
26
日
、

銀
座
一
帯
が
大
火
と
な
り
ま
す
。
28
万
坪

が
焼
失
し
、
５
千
戸
が
全
焼
、
２
万
人
が

被
災
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
由
利
は
、

こ
れ
を
機
に
抜
本
的
な
都
市
改
造
が
必
要

だ
と
考
え
、
街
路
を
思
い
切
っ
て
広
く
す

る
こ
と
や
不
燃
性
の
煉
瓦
建
築
に
す
る
こ

と
な
ど
を
柱
と
す
る
大
が
か
り
な
不
燃
性

都
市
化
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

由
利
と
意
見
の
対
立
を
見
せ
た
の
が
当
時

の
大
蔵
大
輔
、
井い

の
う
え
か
お
る

上
馨
で
す
。
由
利
と
井

上
は
、
と
も
に
強
烈
な
個
性
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
、
大
規
模
な
計
画
を
主
張
す
る
由

利
と
、
多
額
の
財
政
支
出
を
望
ま
な
い
井

上
は
意
見
が
一
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
銀

座
の
復
興
計
画
は
、
道
路
以
外
は
話
が
進

展
し
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
井
上
は

一
計
を
案
じ
、
同
じ
長
州
藩
出
身
の
伊い

と
う藤

博ひ
ろ
ぶ
み文
と
薩
摩
藩
出
身
の
大お

お
く
ぼ

久
保
利と

し
み
ち通
と
謀

り
、
由
利
を
岩
倉
使
節
団
に
参
加
さ
せ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
府
知
事
現
職
の
ま

ま
渡
米
し
た
由
利
は
、明
治
５（
１
８
７
２
）

年
７
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
府
知
事
を

罷
免
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。
銀
座
の

復
興
計
画
は
そ
の
後
、
井
上
と
イ
ギ
リ
ス

人
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
の
主
導
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
秋
に
全
体

の
建
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
に
“
も
し
も
”
は
禁
物
で
す
が
、

も
し
、
由
利
が
渡
米
せ
ず
、
知
事
の
ま

ま
、
東
京
府
の
復
興
計
画
を
実
施
し
て
い

た
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
、
ワ

シ
ン
ト
ン
を
超
え
る
帝
都
東
京
が
当
時
で

き
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
都
市
を
目
指
し
た

東
京
府
知
事
、
由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正

～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
に
肩
を
並
べ
る
街
に
～

井上馨肖像（国立国会図書館蔵）

東京府知事辞令
（福井県立歴史博物館蔵）

10
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福
井
の
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歴
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秘
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関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

旧
昌し

ょ
う
へ
い
ば
し

平
橋

日本初のアスファルト舗装がなさ
れた鉄橋として知られる旧昌平
橋。工費をまかなう通行料として
文久銭１枚（１厘５毛）を徴収し
たことから「文久橋」とも呼ばれ
ました。この橋は、その後、東
京府へ譲渡され、現在の昌平橋
は、昭和３（1928）年にその上
流に架けられました。その２年
後、旧昌平橋の場所に万

まんせいばし
世橋が

造られています。

【住所】東京都千代田区外神田１丁目１−１（JR 秋葉原駅より徒歩 3 分）

現在の万世橋（かつて旧昌平橋があった場所）

参考資料等
佐々木榮一『豊川タールピット物語』私家版
多田宏行『「新編」語り継ぐ舗装技術』鹿島出版会

由
利
公
正
は
、
東
京
府
知
事
を
退
い

た
後
、
様
々
な
殖
産
興
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
（
土
瀝
青
）
事
業
で
す
。

　

由
利
は
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
５

月
か
ら
翌
６
（
１
８
７
３
）
年
２
月
ま

で
、
岩
倉
海
外
使
節
団
に
同
行
し
、
欧

米
の
政
治
や
文
化
、
産
業
に
直
に
触
れ

る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
帰
国
後
、
そ

の
見
聞
を
も
と
に
、
福
井
で
の
絹
織
物

改
良
や
東
京
都
板
橋
区
で
の
乳
牛
飼
育
、

群
馬
県
で
の
中
小
坂
鉄
山
開
発
な
ど
殖

産
興
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
ら
事
業
の
一
つ
に
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
頃
、
秋
田
県

勧
業
課
長
か
ら
秋
田
産
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
際

に
は
、「
パ
リ
に
お
い
て
実
見
し
た
天
然

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
あ
り
、
各
国
で
も
重
要

視
し
て
い
る
も
の
。
こ
の
土
塊
は
良
品
な

り
。
大
い
に
利
用
に
励
む
べ
し
」
と
述
べ

た
と
い
い
ま
す
。
欧
米
視
察
の
際
に
、
す

で
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
事
業
に
着
目
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
８

月
、
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回

万
国
勧
業
博
覧
会
」
の
会
場
（
園
芸
館
）

で
、
日
本
で
初
め
て
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
に
挑
戦
し
ま
す
。
し
か
し
、
突
貫
工
事

と
作
業
員
の
不
慣
れ
が
原
因
で
火
災
を
起

こ
し
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
由
利
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

翌
年
の
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
、
東
京

の
神
田
川
に
か
か
る
鉄
製
の
昌

し
ょ
う

平へ
い
ば
し橋
（
旧

昌
平
橋
。
現
在
の
昌
平
橋
と
は
異
な
る
）

で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
に
再
挑
戦

し
、つ
い
に
日
本
で
初
め
て
成
功
し
ま
す
。

昌
平
橋
は
、
由
利
自
ら
が
指
揮
を
取
っ
て

架
橋
し
、
舗
装
に
使
用
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
は
秋
田
県
豊
川
村
の
も
の
２
０
０
俵
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
活
用
を
相
談
し
た
秋
田
県
民
の
思
い
を

汲
み
、
こ
こ
で
も
由
利
の
か
ね
て
か
ら
の

主
張
「
民
富
め
ば
国
富
む
」
を
実
践
し
た

の
で
す
。

　

日
本
初
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
ど

こ
か
に
つ
い
て
は
、
長
崎
市
「
グ
ラ
バ
ー

園
」
内
の
道
路
と
昌
平
橋
と
の
間
で
論

争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
舗
装
専
門
家
向
け
の
書
籍
『「
新
編
」

語
り
継
ぐ
舗
装
技
術
』（
鹿
島
出
版
会
）

は
、「
同
園
の
舗
装
道
路
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
は
な
く
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
用
い

て
」
お
り
、
日
本
初
は
昌
平
橋
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
由

利
の
名
は
昌
平
橋
と
と
も
に
歴
史
に
記

録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
の
信
念
や
信
条
を
あ
く
ま
で
貫

き
、
幕
末
明
治
期
に
多
く
の
功
績
を
残
し

た
由
利
。“
庶
民
の
た
め
に
”と
い
う
思
い
、

そ
し
て
“
先
進
的
な
も
の
に
挑
戦
し
続
け

る
”
姿
勢
は
、
殖
産
興
業
の
足
跡
で
も
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
初
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に

挑
ん
だ
由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正

由利公正肖像（岩倉使節団に同行した頃）
（三岡丈夫『由利公正伝』より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

明
治
会
堂
・

専
修
大
学
発
祥
の
地

福
ふくざわゆきち

澤諭吉らにより建築された演説会場「明治会堂」。由
ゆ り

利公
きみまさ

正の洋式邸宅を取得し
作られました。ここは、その後、明治生命、専修大学発祥の地ともなります。今は、
歌舞伎座裏の松屋通り沿いに「専修大学発祥の地」記念碑が残っています。

【住所】東京都中央区銀座３丁目１４−１３（歌舞伎座裏）　（東京メトロ日比谷線東銀座駅より徒歩５分）

明治会堂之図（専修大学蔵）

参考資料等
落合功「由利財政と第一次大隈財政」『修道商学』第 46-2
明治生命保険相互会社『阿部泰蔵伝』

明
治
初
期
の
由
利
公
正
を
め
ぐ
る
早

慶
戦
。
と
は
い
っ
て
も
大
学
野
球

で
は
な
く
、
早
稲
田
大
学
と
慶
応
義
塾

大
学
を
そ
れ
ぞ
れ
創
設
し
た
大お

お
く
ま
し
げ
の
ぶ

隈
重
信
、

福ふ
く
ざ
わ
ゆ
き
ち

澤
諭
吉
と
由
利
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
大
隈
と
由
利
。
二
人
は
、
明

治
新
政
府
の
財
政
を
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
政
策
は
二
人
の
名
前
を
と
っ
て
「
由
利

財
政
（
慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
～
明
治

２
（
１
８
６
９
）
年
）」「
大
隈
財
政
（
明

治
２
（
１
８
６
９
）
年
～
４
（
１
８
７
１
）

年
）」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
人
は
共

に
明
治
初
期
の
財
政
の
危
機
を
乗
り
切
っ

た
貢
献
者
で
す
が
、
財
政
に
対
す
る
考
え

方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

由
利
は
横よ

こ
い井

小し
ょ
う
な
ん楠

の
国こ

く
ふ
ろ
ん

富
論
に
学
び
、

市
中
に
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
で
国
全
体

の
産
業
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
、
太だ

じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
を
発
行
し
ま
し
た
。
混

乱
期
の
通
貨
供
給
の
手
段
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
太
政
官
札
で
し
た

が
、
外
国
公
使
か
ら
は
、
太
政
官
札
が

不ふ
か
ん
し
へ
い

換
紙
幣
で
あ
る
こ
と
、
乱
発
に
よ
り
信

用
が
低
下
す
る
こ
と
等
の
懸
念
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
外
交
官
出
身
で
外
国
の
矢
面
に

立
た
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
大
隈
は
、
外
国

と
の
関
係
に
重
点
を
置
き
、
由
利
の
後
の

財
政
担
当
と
し
て
、
幣
制
の
確
立
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
澤
と
由
利
。
二
人
は
、
近

し
い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
由
利
の
長

男
、
丈た

け
お夫
は
福
澤
の
姉
の
子
（
姪
）
と
結

婚
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
澤
が
演
説
専

用
の
「
明
治
会
堂
」
の
建
設
（
明
治
14

（
１
８
８
１
）
年
完
成
。
後
に
明
治
生
命

や
専
修
大
学
発
祥
の
地
と
も
な
り
ま
す
。）

に
あ
た
り
、
東
京
府
知
事
を
務
め
た
由
利

の
洋
式
邸
宅
（
築
地
木
挽
町
（
現
在
の 

銀
座
））
を
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
二
人
の
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
澤
は
、
明
治
13
（
１
８
８
０
）

年
、「
交こ

う
じ
ゅ
ん
し
ゃ

詢
社
」を
創
設
し
ま
す
。「
交
詢
社
」

は
、
学
校
教
育
を
終
え
た
社
会
人
を
参
加

対
象
と
す
る
日
本
最
古
の
社
交
機
関
で
す

（
現
在
も
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
）。
め

ざ
ま
し
く
変
化
す
る
実
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
各
人
が
互
い
の
知
識
を
交
換
し

合
っ
て
、
流
動
す
る
社
会
の
実
務
に
対
処

す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
が
設

立
の
目
的
で
し
た
。
由
利
は
、
実
学
を
重

視
し
た
福
澤
の
考
え
に
賛
同
し
、
三
井
中

興
の
祖
と
い
わ
れ
る
中な

か
み
が
わ
ひ
こ
じ
ろ
う

上
川
彦
次
郎
な
ど

と
と
も
に
、「
交
詢
社
」
常
議
員
に
そ
の

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

大
隈
と
福
澤
、
二
人
の
由
利
と
の
関
わ

り
を
見
る
と
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代

の
日
本
を
ど
う
導
く
か
、
考
え
方
の
違
い

が
現
れ
て
き
ま
す
。

由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正
を

め
ぐ
る
早
慶
戦

～
早
稲
田
、
慶
応
の
創
始
者
と
由
利
と
の
関
わ
り
～

大隈重信肖像（国立国会図書館蔵）

福澤諭吉肖像（国立国会図書館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

横よ
こ
い井

小し
ょ
う
な
ん楠

寄
留
宅
跡

由
ゆ り

利公
きみまさ

正が過去の功績で一番
自信を持っていたといわれる福
井藩の財政再建。それに大き
な影響を与えたのが、熊本から
福井に招かれた師の横

よ こ い
井小

しょうなん
楠

でした。政治顧問であった際
の寄留宅跡には現在、記念碑
が建てられています。

【住所】福井市中央３−１１−３１（幸橋北詰）（JR 福井駅より徒歩１０分）

横井小楠肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

参考資料等 三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社

自
分
の
人
生
を
歴
史
に
記
す
と
し
た

ら
、
あ
な
た
は
、
い
つ
の
ど
の
出

来
事
を
語
る
で
し
ょ
う
か
。

　

由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正
が
晩
年
語
っ
た
回
想
録
か

ら
、
そ
の
信
念
を
読
み
解
き
ま
す
。　

　　

由
利
は
、
明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
、

72
歳
の
時
、「
史し

だ
ん
か
い

談
会
」
の
会
長
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
。「
史
談
会
」
は
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て
の
歴
史
を
当
事
者

が
生
き
て
い
る
間
に
本
人
に
語
ら
せ
る

こ
と
に
よ
り
記
録
を
残
そ
う
と
し
た
組

織
で
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
由
利
が
選
ば
れ
た
の
は
、

由
利
が
当
時
の
長
州
閥
政
権
に
反
対
し

て
お
り
、
歴
史
を
後
世
に
残
す
過
程
で
、

“
薩
長
中
心
の
記
述
を
で
き
る
だ
け
抑
制

し
て
く
れ
る
”、
史
談
会
メ
ン
バ
ー
に
そ

う
し
た
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

史
談
会
で
は
、
例
会
を
重
ね
て
速
記
を

と
り
、
史
談
会
速
記
録
を
発
行
し
続
け
ま

し
た
。
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
か
ら
昭

和
13
（
１
９
３
８
）
年
ま
で
の
46
年
間
、

計
４
１
１
編
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
由

利
は
会
長
に
就
任
す
る
前
か
ら
例
会
に
招

か
れ
、
何
度
も
証
言
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
長
就
任
後
は
さ
ら
に
積
極
的
に
発
言
し

ま
し
た
。

　

由
利
の
発
言
の
根
本
は
、“
現
在
の

明
治
政
府
の
財
政
は
根
本
的
に
間
違
っ

て
お
り
、
自
分
が
福
井
藩
や
明
治
元

（
１
８
６
８
）
年
の
太だ

じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
で
試
み
た

政
策
が
正
し
か
っ
た
。”
と
い
う
も
の
で

し
た
。
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
１
月
に

出
版
さ
れ
た
由
利
の
著
書
『
迂
拙
草
』
で

も
「
天
下
未
だ
経
済
の
道
を
講
ぜ
ず
」
と

記
し
、“
自
分
が
退
い
た
後
は
、
中
央
で

も
地
方
で
も
経
済
の
道
が
行
わ
れ
て
い
な

い
”
と
現
状
を
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
由
利
の
考
え
方
は
、
由
利
が
死
去

す
る
前
年
の
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
に

出
さ
れ
た
「
戊ぼ

し
ん申

詔し
ょ
う
し
ょ書

」
に
対
す
る
反
応

で
も
明
瞭
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
戊
申
詔
書

は
日
露
戦
争
後
の
国
民
の
気
風
が
華
美
に

流
れ
る
の
を
警
戒
し
て
、
天
皇
が
特
別
の

詔
を
出
し
た
も
の
で
す
。
由
利
と
い
え
ど

も
直
接
に
詔
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
政
府
を
批
判
し
て
詔
の
訓
戒
に

反
対
し
ま
し
た
。“
国
民
に
倹
約
を
強
い

る
の
は
政
策
の
誤
り
。
財
政
政
策
と
は
生

産
と
消
費
を
助
け
て
国
民
に
豊
か
な
生
活

を
さ
せ
る
こ
と
”
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

経
済
の
根
本
は
節
約
で
は
な
く
て
殖

産
。
師
、
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠
か
ら
教
わ
っ
た
由
利

の
“
庶
民
の
た
め
”
の
財
政
政
策
の
考
え

方
は
、
福
井
藩
や
明
治
新
政
府
で
活
躍
し

て
い
た
時
代
の
み
な
ら
ず
、
生
涯
を
通
し

て
一
貫
し
て
い
た
の
で
す
。

財
政
政
策
は

庶
民
の
豊
か
な
生
活
の
た
め

～
ぶ
れ
な
い
心
は
晩
年
ま
で
～

由利公正肖像（59 歳）
（三岡丈夫『由利公正伝』より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

煉
瓦
銀
座
之
碑

【住所】　東京都中央区銀座１−１１−２（地下鉄銀座線京橋駅より徒歩 2 分）

明治４（1871）年に東京
府知事となった由

ゆ り
利公

きみまさ
正。

翌年の銀座大火を機に都
市の不燃化に取り組み、
銀座煉瓦街が建設されま
した。昭和 31（1956）年、
煉瓦が発掘されたのを機
に煉 瓦の碑が 建てられ、
由利の名は今も銀座の地
に刻まれています。 煉瓦銀座之碑（左）

参考資料等 三岡丈夫編『由利公正伝』光融館

N
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」

の
主
人
公
、
西
郷
隆
盛
。
こ
の

西
郷
か
ら
の
信
認
が
厚
か
っ
た
福
井
の
先

人
が
由
利
公
正
で
す
。

　

西
郷
は
、
安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
か

ら
橋は

し
も
と本
左さ

な
い内
と
将し

ょ
う
ぐ
ん軍
継け

い
し嗣
問も

ん
だ
い題
に
奔
走
し

ま
し
た
。
由
利
（
当
時
29
歳
）
は
、
同
年

４
月
、
左
内
と
と
も
に
江
戸
へ
行
き
、
左

内
を
補
佐
す
る
役
目
で
一ひ

と
つ
ば
し橋
慶よ

し
の
ぶ喜
擁
立
運

動
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
井い

い伊

直な
お
す
け弼
が
大
老
に
就
任
し
、
徳と

く
が
わ川
慶よ

し
と
み福
が
将

軍
に
決
定
。
安
政
の
大
獄
が
始
ま
り
ま
し

た
。
西
郷
は
、
同
年
９
月
ま
で
、
薩
摩
藩

士
、
有あ

り
ま馬
新し

ん
し
ち七
や
諸
藩
有
志
と
井
伊
の
排

斥
（
暗
殺
）
を
計
画
。
有
馬
の
著
し
た

『
都

み
や
こ

日に
っ
き記
』
に
よ
れ
ば
、
左
内
と
由
利
が

参
画
し
、
由
利
は
仲
間
の
水
戸
藩
士
を
福

井
藩
下
屋
敷
の
天
井
裏
に
隠
し
有
馬
と
の

連
絡
役
を
務
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
危
険

を
察
知
し
た
福
井
藩
は
、
同
年
10
月
由
利

を
福
井
に
送
還
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
由
利
は
福
井
で
藩
財
政
の
再

建
を
実
現
し
、
坂さ

か
も
と
り
ょ
う
ま

本
龍
馬
の
推
挙
を
得
て

明
治
新
政
府
の
財
政
担
当
の
参
与
（
現
在

の
財
務
大
臣
に
相
当
）
と
な
り
ま
す
。
由

利
は
手
腕
を
発
揮
。
西
郷
が
成
し
遂
げ
た

江
戸
城
無
血
開
城
ま
で
の
戦
費
は
、
由
利

が
京
都
や
大
阪
の
商
人
に
そ
の
趣
旨
を
説

明
し
集
め
た
20
万
両
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
由
利
の
発
案
し
た
日
本
初
の
全
国

共
通
紙
幣
「
太だ

じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
」
が
発
行
さ
れ
る

と
、
西
郷
は
戦
地
で
、「
太
政
官
札
の
発

行
は
朝
廷
の
命
令
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、

そ
の
支
払
い
に
不
平
を
言
う
者
が
い
た
ら

切
っ
て
捨
て
よ
。」
と
部
下
に
命
令
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戊ぼ

し
ん
せ
ん
そ
う

辰
戦
争
の
西
郷

の
進
駐
を
支
え
た
の
は
、
由
利
だ
っ
た
の

で
す
。

　

太
政
官
札
発
行
後
、
療
養
の
た
め
福

井
に
戻
っ
て
い
た
由
利
は
、
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
、
再
び
政
府
に
呼
び
戻

さ
れ
ま
す
。
由
利
を
民み

ん
ぶ部

卿き
ょ
う

か
大お

お
く
ら蔵

卿き
ょ
う

に
充
て
る
と
い
う
人
事
案
も
あ
り
ま
し
た

が
、
由
利
の
政
敵
、
大お

お
く
ま
し
げ
の
ぶ

隈
重
信
を
推
す

伊い
と
う藤

博ひ
ろ
ぶ
み文

、
井い

の
う
え上

馨か
お
る

ら
の
意
向
を
踏
ま
え

た
大お

お
く
ぼ

久
保
利と

し
み
ち通
の
意
見
が
通
り
、
７
月
、

由
利
は
東
京
府
知
事
と
な
り
ま
す
。
西
郷

は
、
同
月
、
府
知
事
就
任
決
定
後
に
、
由

利
の
大
蔵
卿
就
任
に
あ
え
て
こ
だ
わ
る
内

容
の
書
簡
を
大
久
保
に
送
っ
て
お
り
、
由

利
の
能
力
を
高
く
買
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
逸
話
も
あ
り
ま
す
。
明

治
４
年
、
新
政
府
が
新
た
な
兌だ

か
ん
し
へ
い

換
紙
幣
を

発
行
し
た
も
の
の
、
流
通
せ
ず
金
融
が
閉

塞
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
西
郷
は
、
府
知

事
の
由
利
に
「
府
庁
で
対
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
。
す
べ
て
（
由
利
に
）
任
せ
る
。」

と
命
じ
ま
す
。
由
利
は
、
西
郷
よ
り
「
任

せ
る
以
上
は
口
を
出
さ
せ
な
い
。」
と
担

保
を
取
り
、
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

府
庁
で
率
先
し
て
購
入
し
、価
格
調
整（
安

定
化
）
す
る
こ
と
で
、
新
札
の
通
用
に
道

を
開
き
ま
し
た
。

　

由
利
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
そ
の
能

力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
西
郷
。
二
人
の

結
び
つ
き
は
、
将
軍
継
嗣
問
題
に
始
ま

り
、
明
治
初
期
の
財
政
危
機
を
乗
り
切
っ

た
「
由
利
財
政
」
を
通
じ
て
強
く
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

西さ

い

ご

う郷
隆た

か

も

り盛
が

信
じ
頼
り
に
し
た
男
、

由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正
由利公正肖像（東京府知事時代）
（三岡丈夫『由利公正伝』より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

恒こ
う
ど
う道

神
社

松
まつだいらしゅんがく

平春嶽を祭神とする福井神社。
その境内左手にあるのが恒道神社
です。春嶽の側近として藩政改革
や幕政改革に関わった中

な か ね ゆ き え
根雪江が、

橋
はしもとさない

本左内、鈴
す ず き ち か ら

木主税とともに祀られ
ています。時代を経てもなお、春嶽
を支えているようです。

【住所】福井市大手 3 丁目１６−１（福井神社境内）　（JR 福井駅より徒歩９分）

参考資料等
三岡丈夫編『由利公正伝』光融館
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社、福井市立郷土歴史博物館編『松平春嶽公未公刊書簡集』

平
成
29
年
１
月
13
日
、
坂
本
龍
馬

の
手
紙
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
報
道
で
は
、
龍
馬
の
「
新
国
家
」
建

設
に
か
け
る
情
熱
と
周
到
な
根
回
し
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
福

井
藩
の
幕
末
明
治
に
果
た
し
た
役
割
も
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
新
発
見
の
手
紙
に
登
場

す
る
中な

か
ね根

雪せ
っ
こ
う江

、
松ま

つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く

平
春
嶽
、
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

発
見
さ
れ
た
手
紙
は
、
龍
馬
か
ら
、
福

井
藩
の
重
臣
で
春
嶽
を
側
用
人
と
し
て
補

佐
し
た
中
根
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
11
月
10
日
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る
手
紙
に
は
、
こ
う
記
さ

れ
て
い
ま
す
。“
先
頃
直
接
申
し
上
げ
て

お
き
ま
し
た
三み

つ
お
か
は
ち
ろ
う

岡
八
郎（
後
の
由
利
公
正
）

兄
の
上
京
、
出
仕
の
一
件
は
急
を
要
す
る

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と

ぞ
早
々
に
（
福
井
藩
の
）
ご
裁
可
が
下
り

ま
す
よ
う
願
い
奉
り
ま
す
。
三
岡
兄
の
上

京
が
一
日
先
に
な
っ
た
な
ら
ば
新
国
家
の

家
計
（
財
政
）
の
成
立
が
一
日
先
に
な
っ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ

こ
の
所
に
ひ
た
す
ら
ご
尽
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。”

　

当
時
、
由
利
は
、
挙き

ょ
は
ん
じ
ょ
う
ら
く
け
い
か
く

藩
上
洛
計
画
の
中

止
に
よ
り
、
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
か

ら
蟄ち

っ
き
ょ居
の
身
に
あ
り
ま
し
た
。『
由
利
公

正
伝
』で
は
、当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、「
龍

馬
と
の
福
井
で
の
会
談
以
降
、
再
三
、
新

政
府
側
か
ら
招
へ
い
の
手
紙
が
届
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

12
月
半
ば
に
な
っ
て
よ
う
や
く
派
遣
の
決

定
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
復
権
遅
延
は
、
守

旧
派
の
嫉し

っ
し視
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
挙
藩
上
洛
計
画
を
巡

る
守
旧
派
・
改
革
派
の
対
立
が
あ
っ
た
と

さ
れ
ま
す
。
挙
藩
上
洛
計
画
は
、
由
利
や

横よ
こ
い井

小し
ょ
う
な
ん楠

が
中
心
に
な
っ
て
計
画
し
た
も

の
で
、
藩
を
挙
げ
て
武
装
し
、
京
へ
上
り
、

一
挙
に
攘じ

ょ
う
い夷
派
を
一
掃
、
国
論
を
開
国
に

向
け
て
統
一
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た

が
、
こ
れ
に
反
対
し
た
の
が
、
今
回
の
手

紙
の
宛
先
で
あ
る
中
根
で
し
た
。
中
根
ら

守
旧
派
は
、
幕
府
を
無
視
す
る
行
動
や
藩

を
危
う
く
す
る
行
動
は
慎
む
べ
き
だ
と
主

張
し
ま
し
た
。
実
は
、
春
嶽
も
改
革
派
の

動
き
を
警
戒
し
て
い
た
と
さ
れ
、「
君
臣

の
名
分
を
重
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
幕
府
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
藩
主
を
軽
ん
じ
、
…
」

（
松
平
春
嶽
未
公
刊
書
簡
集
）
と
し
て
、

改
革
派
を
批
判
す
る
内
容
を
書
簡
に
記
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
立
の
本
質
は
、
藩
と
国
家
の
い

ず
れ
に
重
き
を
置
く
か
の
問
題
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
を
思
い
行
動
を

起
こ
し
た
も
の
の
挫
折
し
た
由
利
。
そ
の

思
い
は
、
今
回
発
見
さ
れ
た
手
紙
に
龍
馬

が
記
し
た
「
新
国
家
」
の
下
で
、
発
揮
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

新
発
見
「
龍り

ょ

う

ま馬
の
手
紙
」
に

登
場
す
る

福
井
藩
三
人
の
関
係

中根雪江肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

福
井
城
内
堀
公
園

福井県庁のお堀に面した公園。横
よ こ い

井小
しょうなん

楠と由
ゆ り

利公
きみまさ

正が一緒に
九州へ旅立つ姿を表現した「旅立ちの像」があります。旅の目
的は、長崎での物資販売ルートの開拓といわれています。

旅立ちの像

【住所】福井市大手 3 丁目（JR 福井駅より徒歩 5 分）

参考資料等
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社
福井県立図書館編『五箇条の御誓文と由利公正』

明
治
新
政
府
の
基
本
方
針
を
示
し
た

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」。
こ
の
ル
ー

ツ
を
た
ど
る
と
三
人
の
人
物
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
由
利
公
正
の
師
と
も
い
え
る

横
井
小
楠
。
熊
本
藩
士
だ
っ
た
小
楠
は
、

福
井
藩
の
求
め
に
応
じ
、
藩
校
明め

い
ど
う
か
ん

道
館
の

顧
問
に
招
へ
い
さ
れ
ま
す
。
小
楠
は
、
福

井
藩
の
藩
是
と
し
て
民
富
論
を
示
し
た

「
国こ

く
ぜ是
三さ

ん
ろ
ん論
」
を
起
草
し
て
い
ま
す
が
、

「
国こ

く
ぜ是
七し

ち
じ
ょ
う条
」
や
「
国こ

く
ぜ是
十じ

ゅ
う
に
じ
ょ
う

二
条
」
で
は
、

人
材
を
広
く
登
用
し
、
議
会
政
治
を
実
現

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
、
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
の
２
回
に
わ
た
り
、
由

利
は
熊
本
の
小
楠
宅
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

１
回
目
の
道
中
は
小
楠
に
同
行
し
て
の
訪

問
で
し
た
。
小
楠
は
酒
好
き
と
い
わ
れ
て

お
り
、
二
人
は
、
毎
夜
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
、
国
の
在
り
方
な
ど
を
議
論
を
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　　

次
に
、
幕
末
の
土
佐
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
坂

本
龍
馬
で
す
。
龍
馬
は
三
度
福
井
藩
を
訪

れ
、
松ま

つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く

平
春
嶽
や
由
利
ら
と
面
会
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
期
間
中
、
龍
馬

は
海
軍
操
練
所
の
建
設
に
必
要
な
資
金

５
千
両
を
借
り
受
け
た
り
、
由
利
と
莨た

ば
こ
や屋

旅
館
で
朝
か
ら
夜
ま
で
日
本
の
行
く
末
を

語
り
明
か
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

龍
馬
は
、
春
嶽
か
ら
小
楠
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
龍
馬
は
小
楠
に
惚
れ
込
み
、
熱

心
に
教
え
を
請
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
龍
馬
が
作
っ
た
新
政
府
の
基
本
方
針

で
も
、
上
下
議
院
の
設
置
に
よ
る
議
会
政

治
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
に
由

利
は
新
政
府
の
財
政
担
当
に
招
へ
い
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
龍
馬
の
強
い
推
挙
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
由
利
公
正
。
由
利
は
、
小
楠
の

教
え
、
龍
馬
の
思
い
を
受
け
て
、
民
を
思

い
「
議ぎ

じ事
之の

体て
い

大た
い
い意
」
を
起
草
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
条
で
は
、「
人
民
に
志
を
か
な

え
る
機
会
を
与
え
、
投
げ
や
り
に
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
身
分
制
を

乗
り
越
え
た
四
民
平
等
の
理
念
を
記
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
条
で
は
、「
武
士

も
平
民
も
協
力
し
て
産
業
を
興
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
民
も
国
の
主
役
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第

５
条
で
は
、「
天
下
の
政
治
は
世
論
の
方

向
に
従
っ
て
決
め
、
私
に
論
じ
て
は
い
け

な
い
」
と
国
家
の
政
治
は
公
議
公
論
に
よ

る
べ
き
と
の
考
え
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
木き

ど戸
孝た

か
よ
し允
ら
の
修
正
案
を
経

て
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
が
、新
政
府
の
基
本
方
針
は
、

こ
う
し
た
福
井
ゆ
か
り
の
人
た
ち
の
思
い

が
反
映
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

「
五ご

箇か

条じ
ょ
う

の
御ご

誓せ

い

も

ん文
」
に

つ
な
が
る
三
人
の
先
人

～
横よ

こ
い井

小し
ょ
う
な
ん楠

、
坂さ

か
も
と本

龍り
ょ
う
ま馬

、
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

～

議事之体大意（福井県立図書館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

四し

時じ

軒け
ん

熊本市にある横
よ こ い

井小
しょうなん

楠の旧居、四時軒。四季の眺めが素晴らしいことか
ら、その名が付きました。坂

さかもとりょうま
本龍馬や由

ゆ り
利公

きみまさ
正のほか諸藩の有志らが訪

れ政局を語ったといわれています。熊本地震で被害を受けた四時軒、復
旧が望まれます。

【住所】熊本市東区沼山津 1-25-91
　　　 （熊本交通センターより熊本都市バス「秋津小楠記念館前」下車徒歩 5 分）

参考資料等
三上一夫・舟澤茂樹編『松平春嶽のすべて』新人物往来社
菅秀隆「横井小楠 −その業績と生涯−」くまもと市政だより

幕
末
明
治
の
福
井
の
先
人
、
由ゆ

り利

公き
み
ま
さ正
が
師
と
仰
い
だ
熊
本
藩
士
、

横
井
小
楠
。
小
楠
が
一
時
期
政
治
生
命
を

絶
た
れ
た
大
事
件
が
「
士
道
忘
却
事
件
」

で
す
。

　

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
12
月
19
日
夜
、

福
井
藩
政
治
顧
問
の
小
楠
が
、
熊
本
藩

江え

ど戸
留る

す守
居い

役や
く

吉
田
平
之
助
の
別
邸
（
現

在
の
東
京
都
中
央
区
）
に
お
い
て
、
肥
後

勤
王
党
の
刺
客
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
小
楠

は
大
小
の
両
刀
を
備
え
て
お
ら
ず
、
約
１

キ
ロ
離
れ
た
福
井
藩
邸
ま
で
刀
を
取
り
に

戻
り
ま
す
。
し
か
し
、
小
楠
が
戻
っ
た
時

に
は
既
に
刺
客
の
姿
は
な
く
、
吉
田
は
重

傷
を
負
っ
て
い
ま
し
た
（
２
か
月
後
、
吉

田
は
こ
の
怪
我
が
元
で
死
亡
）。
熊
本
藩

で
は
、
小
楠
が
敵
前
逃
亡
し
、
士
道
を
忘

却
し
た
と
憤
り
、
福
井
藩
に
身
柄
の
引
き

渡
し
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

松ま
つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

は
こ
れ
を
拒
み
、
熊
本
藩

と
交
渉
の
末
、
一
旦
は
福
井
に
匿か

く
ま

い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
起
き
た
福
井
藩
の

挙き
ょ
は
ん
じ
ょ
う
ら
く
け
い
か
く

藩
上
洛
計
画
の
失
敗
に
よ
り
、
文
久
３

（
１
８
６
３
）
年
８
月
、
小
楠
が
熊
本
に

戻
る
と
、
あ
ら
た
め
て
熊
本
藩
の
詮
議
を

受
け
ま
す
。
春
嶽
は
穏
便
な
処
分
を
願
い

出
ま
す
が
、
熊
本
藩
で
は
こ
れ
を
拒
み
、

小
楠
は
士
分
や
家
禄
を
は
く
奪
さ
れ
た

上
、
沼ぬ

や
ま
づ

山
津
の
四し

時じ

軒け
ん

で
蟄
居
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

蟄
居
中
の
小
楠
の
暮
ら
し
向
き
は
、
福

井
藩
が
そ
の
状
況
を
知
っ
て
生
活
費
の
援

助
（
春
嶽
は
１
０
０
両
の
大
金
を
送
っ
た

と
い
い
ま
す
。）
を
行
う
ほ
ど
厳
し
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
小
楠
の
自
分
も
学
び
人

を
教
え
よ
う
と
す
る
熱
意
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
門
人
の
ほ
か
農
民
な
ど
に
対
し
て

も
、
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国

の
政
治
の
成
り
行
き
に
は
常
に
気
を
配
っ

て
お
り
、
小
楠
の
長
女
み
や
は
、
母
か

ら
「
お
父
様
は
ど
ん
な
時
で
も
天
下
国
家

の
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
度
々
聞

か
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
諸
藩
有
志
の

来
訪
や
意
見
を
問
う
密
書
も
少
な
く
な

く
、
坂さ

か
も
と本
龍り

ょ
う
ま馬
が
勝か

つ
か
い
し
ゅ
う

海
舟
の
指
示
で
数
度

に
わ
た
り
沼
山
津
を
訪
れ
た
話
は
有
名
で

す
（
勝
は
「
天
下
で
恐
ろ
し
い
も
の
を
二

人
み
た
。
そ
れ
は
小
楠
と
西
郷
だ
」
と
評

し
て
い
ま
す
）。
蟄
居
の
身
に
あ
っ
て
も
、

論
策
家
と
し
て
の
彼
の
名
は
全
国
諸
藩
に

響
い
て
い
た
の
で
す
。

　

小
楠
は
、
蟄
居
中
、
来
訪
し
た
井い

の
う
え上

毅こ
わ
し（
後
の
文
部
大
臣
）
に
対
し
て
「
い
か

に
多
く
の
知
識
を
得
て
も
、
活
用
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
語
っ
た
と
い
い
ま

す
。
理
由
は
違
い
ま
す
が
、
由
利
も
、
文

久
３
（
１
８
６
３
）
年
か
ら
蟄
居
と
な
り

ま
し
た
。と
も
に
苦
し
い
と
き
を
過
ご
し
、

国
の
行
く
末
を
思
っ
た
師
弟
。
王
政
復
古

後
の
維
新
政
権
の
下
で
、
徴ち

ょ
う
し
さ
ん
よ

士
参
与
と
し

て
、
二
人
は
政
治
の
表
舞
台
に
再
び
登
場

す
る
こ
と
な
る
の
で
す
。

蟄ち

っ

き

ょ居
中
も
天
下
国
家
を

論
じ
た
横よ

こ

井い

小し
ょ
う
な
ん楠

～
士し

ど

う道
忘ぼ

う
き
ゃ
く却

事じ

け

ん件
と
そ
の
後
の
生
き
方
～

横井小楠肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

松平春嶽肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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関
連
史
料
・
ゆ
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由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正

宅
跡

【住所】福井市毛矢 2 丁目（幸橋南詰下流側）
 （JR 福井駅より徒歩１１分）

母幾
い く

久とともに暮らした由利公正邸。坂
さかもと

本
龍
りょうま

馬も横
よ こ い

井小
しょうなん

楠の案内で足羽川を渡り、訪ね
たといわれています。実際の家の場所は、明
治の河川改修工事により川の中に消滅し、今
は、堤防に石碑が残るのみです。

参考資料等
東郷周一郎編『慶永公御行実』私家版、和順高雄・シュガー佐藤『幕末福井伝　翔る志』福井県
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社

福
井
の
先
人
、
松ま

つ
だ
い
ら平
春し

ゅ
ん
が
く嶽
、
梅う

め
だ田

雲う
ん
ぴ
ん浜
、
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正
の
活
躍
を
支
え

た
３
人
の
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

　

最
初
に
、
福
井
藩
主
、
松
平
春
嶽
の
正

妻
、
勇い

さ
ひ
め姫
。

　

勇
姫
は
、
熊
本
藩
主
、
細ほ

そ
か
わ川
斎な

り
も
り護
の
三

女
で
、
春
嶽
13
歳
、
勇
姫
７
歳
の
時
、
２

人
は
婚
約
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
当
時

全
国
的
に
猛
威
を
振
っ
て
い
た
天
然
痘
に

罹
患
。
一
命
は
と
り
と
め
た
も
の
の
、
顔

に
「
あ
ば
た
」
が
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
細

川
家
は
、
婚
約
解
消
を
申
し
出
ま
す
。
し

か
し
春
嶽
は
、「
い
っ
た
ん
婚
約
し
た
以

上
は
、
相
手
が
ど
ん
な
身
体
に
な
ろ
う
と

も
結
婚
す
る
。」
と
返
答
し
正
妻
に
迎
え

ま
し
た
。

　

福
井
藩
に
輿
入
れ
し
た
勇
姫
は
、
和
歌

や
読
書
を
よ
く
し
て
教
養
を
深
め
た
ほ

か
、
藩
の
家
政
分
野
で
の
倹
約
を
勧
め
ま

し
た
。
ま
た
、
熊
本
藩
よ
り
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠
を

招
へ
い
す
る
際
、
藩
主
で
あ
る
父
親
に
か

け
合
っ
た
と
い
い
ま
す
。
春
嶽
の
進
め
た

財
政
改
革
や
人
材
登
用
の
裏
に
は
勇
姫
の

内
助
の
功
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

次
に
、
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

王
攘
夷
の
指
導
者
、
梅
田
雲

浜
の
妻
、
信し

ん
こ子
。

　

信
子
は
、
大
津
の
儒
学
者
上う

え
は
ら原
立り

っ
さ
い斎
の

娘
で
、
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

小
浜
藩
を
追
わ
れ
貧
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
た
雲
浜
で
す
が
、
家
に
儒
学
者
を
招
き

接
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
信
子
は
自
慢
の
琴
を
質
に
入
れ
酒
代

に
変
え
た
も
の
の
、
客
が
信
子
の
琴
を
聞

き
た
い
と
言
い
出
し
た
た
め
、
着
て
い
た

着
物
を
質
に
入
れ
て
琴
を
請
け
出
し
、
襖

の
外
で
襦
袢
姿
で
琴
を
弾
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
信
子
は
雲
浜
が
全
国
を
飛
び
回

る
中
、
病
床
に
伏
し
、
29
歳
の
若
さ
で
そ

の
命
を
終
え
ま
す
が
、美
人
の
誉
れ
高
く
、

夫
に
尽
く
し
、
困
窮
し
た
梅
田
家
を
支
え

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
五
箇
条
の
御
誓
文
の
草
案
の
起

草
者
、
由
利
公
正
の
母
、
幾い

く久
。

　

幾
久
は
、
三
岡
家
の
貧
し
い
家
計
を
当

時
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
お
り
、
女
中
を

雇
う
こ
と
な
く
、
家
族
の
衣
服
一
切
を
手

織
り
で
縫
い
、
自
家
菜
園
で
収
穫
し
た
野

菜
等
で
食
卓
を
賄
い
ま
し
た
。
母
の
草
む

し
り
を
手
伝
い
な
が
ら
由
利
は
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。“
農
民
は
田
畑
を
耕
し

生
計
を
立
て
る
が
、
武
士
は
一
体
何
を
生

み
出
し
て
い
る
の
か
。
武
士
は
一
体
何
の

役
に
立
っ
て
い
る
の
か
。”
こ
の
経
験
が
、

「
武
士
の
本
分
と
は
領
民
へ
の
慈
し
み
で

あ
る
。
＝
民
富
め
ば
国
富
む
」
の
由
利
の

信
念
の
基
に
な
り
ま
す
。
領
民
の
生
活
を

第
一
に
考
え
る
由
利
の
原
点
は
母
、
幾
久

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

福
井
の
先
人
を

支
え
た
女
性
た
ち

～
逸
話
の
中
に
見
え
て
く
る
先
人
の
原
点
～

琴を弾く春嶽の正室・勇姫
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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世よ

直な
お
り

神
社

鈴
す ず き ち か ら

木主税は、木田荒町の町民にのみ課
せられていた悪税「あおだ（※）」を撤廃
したことから、町民から「世直大明神」
として崇拝され、生前に生き神として祀ら
れました。昭和に入ると、みのり３丁目
にもう一つ世直神社が建立されました。

※「あおだ」…町で行き倒れた旅人を本籍地に送り
　　　　　　  返す費用等を地域が負担する税

【住所】
福井市みのり１丁目（福井鉄道商工会議所前駅より徒歩５分）
福井市みのり３丁目（福井鉄道商工会議所前駅より徒歩７分） （写真は福井市みのり１丁目）

参考資料等
福井県文化誌刊行会編『我等の郷土と人物』
青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第７集

西さ

い

郷ご
う

隆た
か
も
り盛
が
敬
慕
し
、
諸
国
の
志
士

が
、
教
え
を
請
い
に
訪
ね
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
水
戸
の
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

王
攘
夷
の
思
想

家
、
藤ふ

じ
た田
東と

う
こ湖
。
彼
か
ら
、“
豪
傑
”
と

し
て
西
郷
と
並
び
称
さ
れ
た
人
物
が
鈴
木

主
税
で
す
。

　

文
化
11
（
１
８
１
４
）
年
、
主
税
は
福

井
藩
士
、海
福
正
敬
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

後
に
鈴す

ず
き木
長な

が
つ
ね恒
の
養
子
と
な
り
ま
す
。
多

感
な
青
年
期
に
福
井
藩
の
儒
学
者
、
清せ

い
た田

丹た
ん
ぞ
う蔵
に
政
治
的
実
践
を
重
視
す
る
崎き

も
ん門

学が
く

を
学
び
ま
す
。
天
保
13
（
１
８
４
２
）

年
に
寺
社
町
奉
行
に
就
任
し
た
主
税
は
、

公
平
公
正
な
行
政
手
腕
で
城
下
の
町
民

か
ら
慕
わ
れ
、
そ
の
功
に
よ
り
、
弘
化

２
（
１
８
４
５
）
年
、
福
井
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽
の
側
近
に
取
り
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

主
税
は
、
藩
主
で
あ
る
春
嶽
の
成
長
が

福
井
藩
を
立
て
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と

信
じ
、
厳
し
く
教
育
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
慶よ

し
な
が
こ
う
め
い
し
ん
け
ん
げ
ん
ろ
く

永
公
名
臣
建
言
録
」
に
は
、
こ
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
春
嶽
は
、
家
臣
に
対
し
て
“
庭

の
手
入
れ
は
当
分
必
要
な
い
”
と
命
じ
ま

し
た
が
、
間
も
な
く
“
手
入
れ
を
し
ろ
”

と
命
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
主
税
は

春
嶽
の
発
言
の
矛
盾
を
指
摘
。“
領
民
の

悩
み
や
苦
し
み
よ
り
は
、
よ
ほ
ど
庭
木
の

方
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
お
見
受
け
い
た

し
ま
す
”
と
述
べ
、
藩
主
と
し
て
、
今
、

何
を
優
先
す
べ
き
か
、
厳
し
く
戒
め
ま
し

た
。
後
に
春
嶽
は
、「
眞み

ゆ
き
ぞ
う
し

雪
草
紙
」
の
中

で
、
主
税
の
こ
と
を
“
私
を
補
佐
し
て
く

れ
た
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
恩
人
”
と
述
べ

て
い
ま
す
。
春
嶽
が
幕
末
の
政
治
に
重
き

を
な
し
、
明
君
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

は
、
主
税
な
ど
家
臣
た
ち
の
教
育
の
賜
物

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
６
月
、ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
。
開
国
か
攘
夷
か
、
国
論

を
二
分
す
る
事
態
の
な
か
、
主
税
は
江
戸

に
赴
き
ま
し
た
。
主
税
は
春
嶽
に
“
大
い

に
民
風
を
振
い
起
こ
し
、国
防
を
充
実
し
、

国
家
の
威
信
を
発
揚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
”
と

建
言
し
、
以
後
、
春
嶽
の
側
近
と
し
て

将し
ょ
う
ぐ
ん軍

継け
い
し嗣

問も
ん
だ
い題

な
ど
国
事
の
処
理
に
携

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
諸
藩
の
名
士
た
ち
と
の
交
流

の
中
で
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て

い
ま
す
。
主
税
は
、
水
戸
藩
の
藤ふ

じ
た田
東と

う
こ湖
、

熊
本
藩
の
長な

が
お
か岡
監け

ん
も
つ物
ら
と
腹
を
割
っ
て
諸

外
国
へ
の
対
応
を
論
じ
合
い
ま
し
た
。
東

湖
は
主
税
に
つ
い
て
“
真
に
豪
傑
と
称
す

べ
き
者
、
天
下
に
た
だ
鈴
木
主
税
と
西
郷

隆
盛
の
み
”
と
、
ま
た
、
監
物
は
“
智
徳

兼
ね
備
わ
る
は
主
税
に
及
ぶ
者
は
な
し
”

と
称
賛
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
政
３
（
１
８
５
６
）
年
２
月
、
主
税

は
43
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。そ
の
時
、

主
税
は
側
に
い
た
橋
本
左
内
に
対
し
て

“
私
の
志
を
遂
げ
る
の
は
君
し
か
い
な
い
。

天
下
の
た
め
活
躍
を
願
う
”
と
後
事
を
託

し
ま
す
。
春
嶽
や
左
内
ら
に
受
け
継
が
れ

た
主
税
の
志
。
そ
の
一
つ
一
つ
は
、
幕
末

か
ら
明
治
の
大
改
革
の
道
標
と
な
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が

く

を

教
え
導
い
た

鈴す

ず

木き

主ち

か

ら税

鈴木主税肖像
（福井市立郷土
歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
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歴
史
秘
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関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

佐さ

さ

き

々
木
長な

が
あ
つ淳

が
製
作
し
た

洋
式
帆
船
「
一
番
丸
」

安政６（1859）年、佐々
木長淳は洋式帆船「一
番丸」を完成・進水さ
せました。16 人乗りで
全長 20 メートルの一番
丸は同年４月に試験航
海のため三

みくにみなと
国湊を出帆

し、同年６月に江戸湾
に停泊しました。

長
淳
が
製
作
し
た
洋
式
帆
船
「
一
番
丸
」
に
関
す
る
史
料

　
（「
１
１
９
越
前
世
譜　

茂
昭
様
御
代
」

　
　
　
（
松
平
文
庫
（
福
井
県
立
図
書
館
保
管
））　

参考資料等 福井新聞社編『福井人物風土記　ふくい百年の群像』昭和書院・福井県教科書供給所

幕
末
期
に
西
洋
式
の
鉄
砲
や
大
砲
の

製
造
に
携
わ
り
、
明
治
維
新
後
は
、

繊
維
産
業
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
な
ど
、

終
生
に
わ
た
り
多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
た

福
井
藩
士
、
佐
々
木
長
淳
。

　

天
保
元
（
１
８
３
０
）
年
、
長
淳
は
、

福
井
藩
士
、
佐さ

さ

き

々
木
長な

が
や
す恭
の
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
絵
が
得
意
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
幼
馴
染
み
で

あ
っ
た
橋は

し
も
と本
左さ

な
い内
の
死
後
に
肖
像
画
も
書

い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
優
れ
た
剣
士
と

し
て
の
一
面
も
有
し
て
い
ま
し
た
。
福
井

藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

の
側
近
で
あ
る
中な

か
ね根

雪せ
っ
こ
う江
か
ら
“
勇ゆ

う
ま
い邁
の
気
性
あ
り
”
と
称
さ

る
ほ
ど
、
そ
の
腕
前
は
相
当
な
も
の
で
し

た
。
様
々
な
分
野
で
才
能
を
開
花
さ
せ
た

長
淳
、
そ
の
万
能
ぶ
り
が
わ
か
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
永
７
（
１
８
５
４
）
年
、
25
歳
の
長

淳
は
ペ
リ
ー
の
黒
船
が
再
来
航
し
た
際

に
、
藩
か
ら
偵
察
を
命
じ
ら
れ
密
か
に
黒

船
に
乗
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。
長

淳
は
英
語
が
喋
れ
な
い
た
め
手
ま
ね
で
ア

メ
リ
カ
人
士
官
に
お
願
い
し
、
船
内
や
大

砲
を
得
意
の
絵
で
書
き
写
し
ま
し
た
。
こ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
淳
は
差
し
て

い
た
長
刀
に
興
味
を
も
っ
た
将
校
ら
の
求

め
に
応
じ
剣
技
を
披
露
し
ま
す
。
長
刀
を

縦
横
に
振
り
回
し
、
縦
切
り
、
横
な
ぎ
、

突
き
な
ど
実
践
さ
な
が
ら
の
技
を
繰
り
出

し
、
さ
ら
に
厚
い
紙
を
た
く
さ
ん
重
ね
寸

断
し
て
見
せ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
た

士
官
た
ち
は
舌
を
ま
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
淳
は
優
秀
な
技
術
者
と
し
て
の

顔
だ
け
で
は
な
く
、
雪
江
が
評
し
た
よ
う

に
勇
敢
な
剣
士
と
し
て
の
顔
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
の
で
す
。

　

西
洋
の
先
進
的
な
技
術
に
触
れ
た
長
淳

は
、
そ
の
後
、
西
洋
式
の
鉄
砲
や
大
砲
、

火
薬
の
製
造
責
任
者
と
な
り
技
術
改
良
や

大
量
生
産
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
日
本
人

で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ジ
ョ
ン

万ま
ん
じ
ろ
う

次
郎
に
助
言
を
受
け
、西
洋
式
帆
船「
一

番
丸
」
を
建
造
す
る
な
ど
数
々
の
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
軍
事
関
連
だ
け
で
は
な
く
更
に

幅
広
い
分
野
に
才
能
を
発
揮
し
ま
す
。
文

久
２
（
１
８
６
２
）
年
に
、
春
嶽
は
日

本
で
初
め
て
自
転
車
（
ビ
ラ
ス
ビ
イ
デ

独ど
っ
こ
う
し
ゃ

行
車
）に
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
自
転
車
を
組
み
立
て
た
の
も
実
は
長

淳
な
の
で
す
。

　

明
治
維
新
後
は
、
長
淳
は
養
蚕
や
紡

績
関
係
の
官
僚
と
し
て
新
政
府
に
参

加
し
、
養
蚕
や
紡
績
の
研
究
調
査
と
指

導
を
行
い
、
蚕
の
病
虫
害
研
究
に
力
を

注
い
だ
ほ
か
、
日
本
人
技
術
者
が
初

め
て
手
掛
け
た
近
代
的
工
場
で
あ
る

「
新し

ん
ま
ち
く
ず
い
と
ぼ
う
せ
き
し
ょ

町
屑
糸
紡
績
所
」
の
建
設
に
携
わ
る

な
ど
、
繊
維
産
業
の
近
代
化
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
、
長
淳
は
87

歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
す
が
、
長
淳
の

志
は
息
子
の
佐さ

さ

き

々
木
忠ち

ゅ
う
じ
ろ
う

次
郎
に
受
け
継
が

れ
ま
す
。
忠
次
郎
は
近
代
養
蚕
学
の
先
駆

者
と
し
て
、
父
と
同
じ
よ
う
に
近
代
繊
維

産
業
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い

く
の
で
す
。

マ
ル
チ
な
才
能
を

発
揮
し
た

佐さ

さ

き

々
木
長な

が

あ

つ淳

佐々木長淳肖像
（福井市立郷土歴
史博物館蔵）
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福
井
県
立
図
書
館

福井藩政資料などを多く所蔵する福井県立図書館（松平文庫）。村
む ら た

田氏
うじひさ

寿が執筆した『続
ぞく

再
さ い む

夢
紀
き じ

事』も所蔵されています。春嶽の政事総裁職就任と辞任、四侯会議、大政奉還直前の駆け引
きなどが記載された重要な歴史書（全 22 巻）も氏寿の功績の一つです。

【住所】　福井市下馬町５１−１１ （JR 福井駅よりフレンドリーバス「県立図書館」下車）

続再夢紀事　
（松平文庫（福井県立図書館保管））　

参考資料等 藤田道男『村田氏寿（巳三郎）小伝』

N
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」

の
主
人
公
、
西さ

い
ご
う郷
隆た

か
も
り盛
。
こ
の

西
郷
が
心
を
許
し
た
福
井
の
先
人
が
村
田

氏
寿
で
す
。

　

氏
寿
は
、
福
井
藩
主
、
松
平
春
嶽
に
側

近
と
し
て
仕
え
た
人
物
で
、
廃
藩
置
県
後

の
初
代
の
福
井
県
参
事
（
現
在
の
知
事
）

を
務
め
た
ほ
か
、
明
治
新
政
府
で
は
、
日

本
の
警
察
制
度
創
設
に
尽
力
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
人
物
で
す
。

　

氏
寿
と
西
郷
、
二
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

西
郷
が
書
い
た
書
簡
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
３
月
、
氏

寿
（
当
時
37
歳
）
は
春
嶽
の
命
を
受
け
、

熊
本
の
著
名
な
政
治
学
者
、
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠

の
招
へ
い
の
た
め
福
井
を
発
ち
ま
し
た
。

そ
の
際
、
氏
寿
は
春
嶽
か
ら
薩
摩
藩
主
、

島し
ま
ず津
斉な

り
あ
き
ら彬
あ
て
の
手
紙
を
預
か
っ
て
お

り
、
熊
本
か
ら
鹿
児
島
ま
で
足
を
延
ば
し

ま
す
。
春
嶽
と
盟
友
で
あ
っ
た
斉
彬
は
参

勤
交
代
で
薩
摩
に
帰
国
し
て
い
ま
し
た
。

　

氏
寿
は
鹿
児
島
到
着
後
、
斉
彬
へ
の
拝

謁
を
希
望
し
ま
す
が
、
そ
の
願
い
は
な
か

な
か
叶
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
閏
５
月

２
日
夕
刻
、
氏
寿
は
西
郷
と
初
め
て
対
面

し
ま
す
。
親
し
く
歓
談
し
た
そ
の
翌
日
、

西
郷
は
氏
寿
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
り

ま
す
。「
昨
夕
は
ゆ
る
ゆ
る
と
ご
高
話
を

承
り
、
誠
に
清
々
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

ご
面
会
し
て
心
の
う
ち
を
打
ち
明
け
て
し

ま
い
、
か
え
っ
て
卒そ

つ
じ爾
の
至
り
で
す
。
何

と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
承
っ
た

件
（
斉
彬
へ
の
面
会
）、
今
日
に
は
お
達

し
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
主
君
の
手
元
か
ら

の
お
達
し
で
す
の
で
、
ご
伏ふ

く
ぞ
う蔵

な
く
ご

糾き
ゅ
う
も
ん問

し
て
く
だ
さ
い
。
…
」。
こ
の
手
紙

に
よ
る
と
二
人
は
面
会
し
て
打
ち
解
け
、

話
が
は
ず
ん
だ
よ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の

際
、
軽
率
な
言
動
が
あ
っ
た
の
で
は
と
反

省
の
弁
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
は
、
同
時
に
斉
彬
側
近
の
市い

ち
き来

正し
ょ
う
の
じ
ょ
う

之
丞
に
も
書
簡
を
送
り
、
氏
寿
が
拝
謁

を
急
い
で
い
る
の
で
、
関
係
者
に
話
を
通

し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
ま
す
。
氏
寿
と

歓
談
す
る
の
と
同
時
に
、
斉
彬
へ
の
拝
謁

実
現
の
た
め
に
手
を
尽
く
し
て
い
た
事
実

か
ら
、
西
郷
の
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
性

格
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

そ
の
後
、
氏
寿
は
、
西
郷
の
盟
友
で
、

後
に
敵
対
し
た
大
久
保
利
通
の
下
で
新
政

府
の
内な

い
む務
大だ

い
じ
ょ
う丞
兼け

ん

警け
い
ほ保
頭か

し
ら

（
現
在
の
警
視

総
監
）
と
な
り
、
全
国
に
広
が
る
警
察
網

の
整
備
や
指
導
監
督
に
当
た
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
大
久
保
と
極
め
て
親
し
く
、
よ

く
碁
を
し
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
ま

す
。
氏
寿
は
、
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年

か
ら
、
続
発
し
た
不
平
士
族
の
反
乱
（
秋

月
の
乱
等
）
の
鎮
圧
に
当
た
り
ま
す
が
、

翌
年
１
月
、
一
切
の
公
職
を
離
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
最
大
規
模
の
士
族
反
乱
、
西
南

戦
争
が
起
き
ま
す
。
氏
寿
は
、
こ
れ
を
鎮

め
る
立
場
で
西
郷
と
戦
場
で
対
峙
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
西
郷
死
す

の
報
に
触
れ
、
20
年
前
の
歓
談
の
時
を
思

い
出
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西さ

い

ご

う郷
隆た

か

も

り盛
と
心
の
う
ち
を

打
ち
明
け
あ
っ
た

村む

ら

田た

氏う

じ

ひ

さ寿

村田氏寿肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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橘た
ち
ば
な
の

曙あ
け
み覧
他
一
家
奥お

く
つ
き墓

　

橘曙覧の希望によって、彼が晩年
に住職や地元の人々と親交が深
く、またその風景をこよなく愛した
大安禅寺の境内に葬られました。
曙覧の妻、直

なおこ
子や親族の墓もあり

ます。

【住所】福井市田ノ谷町
（JR 福井駅より京福バス鮎川線・川西三国
線で約 30 分 「大安寺門前」下車徒歩 20 分）

参考資料等
橘曙覧「志濃夫廼舎歌集」『和歌文学大系 74』明治書院、足立尚計「橘曙覧の国学と和歌」『明治聖徳記念学会紀要』復刊 17 号
足立尚計「橘曙覧と国学」（NHK 放送局編『わたしの橘曙覧論と平成独楽吟』「和歌のまちづくり事業」実行委員会）
足立尚計「松平春嶽と文学」（三上一夫・舟澤茂樹編『松平春嶽のすべて』新人物往来社）

福井市立郷土歴史博物館　館長　⻆鹿 尚計執筆・協力

万ま

ん

葉よ
う
し
ゅ
う集
』
な
ど
の
古
歌
に
学
び
、
日

常
の
生
活
を
題
材
に
し
た
赤
裸
々

な
作
風
で
知
ら
れ
る
幕
末
福
井
の
国
学

者
・
歌
人
、
橘
曙
覧
。
そ
の
歌
と
清
貧
の

生
活
に
共
鳴
し
た
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

は
彼
を
歌
の

師
と
仰
ぎ
ま
し
た
。
春
嶽
を
は
じ
め
多
く

の
人
を
魅
了
す
る
曙
覧
の
歌
や
生
き
方
に

は
、
ど
の
よ
う
な
秘
密
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

曙
覧
は
、
文
化
９
（
１
８
１
２
）
年
、

旧
福
井
城
下
石
場
町
（
現
在
の
福
井
市
つ

く
も
１
丁
目
）
で
、
文
具
な
ど
を
扱
う
商

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。「
橘
」
は
氏う

じ

で
、

奈
良
時
代
の
政
治
家
・
歌
人
と
し
て
知
ら

れ
る
橘

た
ち
ば
な
の

諸も
ろ
え兄
が
遠
祖
と
伝
わ
っ
て
お
り
、

曙
覧
の
苗
字
は
「
正し

ょ
う
げ
ん玄
」
で
す
。
そ
の
正

玄
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
育
ち
ま
す
が
、
早

く
に
父
母
と
死
別
し
、
学
問
を
志
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
家
督
を
異
母
弟
の
宣せ

ん

に

譲
っ
て
愛あ

た
ご
や
ま

宕
山
（
現
在
の
足
羽
山
）
に

隠い
ん
せ
い棲
。
妻
子
を
持
ち
ま
す
が
、
学
問
と
和

歌
に
打
ち
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

天
保
15
（
１
８
４
４
）
年
、
曙
覧
の
歌

人
と
し
て
の
方
向
を
決
め
る
契
機
が
訪
れ

ま
す
。
曙
覧
（
当
時
32
歳
）
は
国
学
を
学

ぶ
た
め
、
飛
騨
高
山
の
田た

な
か中

大お
お
ひ
で秀

の
門
に

入
り
ま
し
た
。
大
秀
は
国
学
四し

う

し

大
人
の
一

人
、
本も

と
お
り
の
り
な
が

居
宣
長
の
高
弟
で
す
。
実
は
、『
万

葉
集
』
を
特
に
尊
ぶ
曙
覧
の
志
向
は
、
大

秀
と
い
う
人
物
を
通
し
て
本
居
学
か
ら
学

ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
。
曙
覧
は
宣
長
を
非

常
に
敬
慕
し
ま
し
た
。
そ
の
敬
慕
の
大
き

さ
は
、
大
安
禅
寺
に
あ
る
曙
覧
の
奥お

く
つ
き墓
が

宣
長
の
そ
れ
に
模
し
て
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

嘉
永
元
（
１
８
４
８
）
年
、
曙
覧
は

足
羽
山
か
ら
三
橋
町
（
現
在
の
福
井
市

照
手
２
丁
目
）
に
居
を
移
し
、
新
宅
を

藁わ
ら
や屋

と
称
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
治

２
（
１
８
６
５
）
年
、
中な

か
ね根

雪せ
っ
こ
う江

ら
を
介

し
て
和
歌
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
春
嶽

は
曙
覧
の
藁
家
を
訪
ね
ま
す
。
春
嶽
は
曙

覧
に
“
家
の
名
を
「
わ
ら
や
」
と
呼
ぶ
の

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ひ
た
す
ら
古
典
を

通
し
て
昔
の
心
を
忍
ぶ
家
と
改
め
る
が
よ

い
”、“
貧
し
い
け
れ
ど
も
曙
覧
の
心
は

風
流
を
理
解
し
優
雅
で
あ
る
。
こ
れ
が

大
変
慕
わ
し
い
”
と
伝
え
ま
し
た
（「
橘

曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」『
志し

の

ぶ

濃
夫
廼の

舎や

歌か
し
ゅ
う集
』）。

　

曙
覧
は
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
国
学
者

で
あ
り
、
国
学
の
裏
付
け
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、自
由
に
生
き
自
由
に
詠
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
し
た
人
生
観
に

よ
っ
て
清
貧
と
い
わ
れ
る
生
活
に
身
を
置

い
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
姿
は
、
身

分
を
越
え
て
春
嶽
の
心
を
打
つ
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。

　

曙
覧
は
、
生
涯
を
通
じ
多
く
の
文
人
と

も
交
流
し
て
福
井
に
お
い
て
歌
で
一
家
を

成
し
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
中
央
歌
壇

か
ら
は
孤
高
の
立
場
を
と
り
続
け
、
慶
応

４
（
１
８
６
８
）
年
８
月
、
明
治
改
元
を

目
前
に
し
て
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
没

後
、
長
男
井い

で手
今い

ま
し
げ滋
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た

遺
歌
集
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
に
よ
っ
て
、

そ
の
作
品
は
全
国
に
広
く
知
ら
れ
、
正ま

さ
お
か岡

子し

き規
・
釈し

ゃ
く
ち
ょ
う
く
う

迢
空
（
折
口
信
夫
）
な
ど
多
く

の
後
進
か
ら
近
世
末
期
の
代
表
的
な
歌
人

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

貧
し
く
と
も

心
豊
か
に
生
き
た

歌
人
、
橘

た
ち
ば
な
の

曙あ

け

み覧

橘曙覧肖像（寿像）
（福井市橘曙覧記念文学館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

橋は
し
も
と本
左さ

な
い内
生
家
跡

福井を代表する幕末の志士、橋本左内。現在、その生家跡には民家が建っ
ていますが、左内の産湯に使われたという産湯井戸跡や、啓発録の石碑が
今も残されています。弟の綱

つなつね
常も同じ地で生まれています。

【住所】福井市春山 2 丁目（福井鉄道仁愛女子高校駅より徒歩５分）

参考資料等 日本赤十字社病院編『橋本綱常先生』大空社

橋は

し

本も
と

左さ
な
い内

と
西さ

い
ご
う
た
か
も
り

郷
隆
盛
は
将し

ょ
う
ぐ
ん軍

継け
い
し嗣

問も
ん
だ
い題
を
巡
る
対
応
で
交
流
を
深

め
、
隆
盛
が
左
内
の
手
紙
を
自
身
が
死
ぬ

間
際
ま
で
持
っ
て
い
た
逸
話
が
残
る
な
ど

親
し
い
間
柄
で
し
た
が
、ぞ
れ
ぞ
れ
の
弟
、

橋
本
綱
常
と
西
郷
従
道
も
親
交
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

綱
常
は
、
弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
６

月
、
福
井
藩
藩
医
の
橋
本
家
の
四
男
に
生

ま
れ
ま
す
。
兄
左
内
と
同
じ
く
儒
学
者

吉よ
し
だ田
東と

う
こ
う篁
に
学
び
ま
し
た
。
８
歳
で
父
と

死
別
し
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）
年
、
11

歳
の
時
、
左
内
が
藩
医
を
辞
し
て
福
井
藩

御
書
院
番
に
な
る
と
、
家
業
を
継
承
し
藩

医
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
従
道
は
、
天
保
14
（
１
８
４
３
）

年
５
月
、
隆
盛
の
15
歳
年
下
の
弟
と
し
て

生
ま
れ
ま
す
。
９
歳
の
と
き
両
親
と
死
別

し
、
兄
隆
盛
を
親
代
わ
り
と
し
て
成
長
し

ま
し
た
。

　

二
人
の
つ
な
が
り
は
、
陸
軍
時
代
に
始

ま
り
ま
す
。綱
常
は
、明
治
10（
１
８
７
７
）

年
７
月
に
陸
軍
軍
医
監
・
本
病
院
に
出
仕

後
、
軍
医
総
監
・
軍
医
本
部
長
、
陸
軍
省

医
務
局
長
と
陸
軍
の
軍
医
と
し
て
地
位

を
高
め
ま
し
た
。
一
方
、
従
道
は
明
治

２
（
１
８
６
９
）
年
、
山や

ま
が
た縣

有あ
り
と
も朋

と
兵
制

研
究
の
た
め
渡
欧
（
プ
ロ
イ
セ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
）。
帰
国
後
、
兵ひ

ょ
う
ぶ部

権ご
ん
の
た
い大

丞じ
ょ
う
り
く陸
軍ぐ

ん
し
ょ
う
し
ょ
う

少
将
、
陸
軍
大
輔
な
ど
出
世
し
、

明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
に
は
陸
軍
卿
と

な
り
ま
す
。西
南
戦
争
で
は
兄
に
組
せ
ず
、

政
府
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

二
人
に
は
、
こ
ん
な
逸
話
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
道
は
自
邸
の
引
越
し
を
し
た

際
、
思
い
を
こ
め
て
育
て
た
大
切
な
庭
木

を
全
て
綱
常
に
譲
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

従
道
は
平
河
町
の
綱
常
の
家
を
訪
れ
、
自

ら
庭
師
を
指
揮
し
て
植
樹
を
さ
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
庭
木
を
譲
る
と

い
う
こ
と
は
、
真
に
遠
慮
の
な
い
心
の
通

じ
た
交
際
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
表

れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
綱
常
は
当
代
一
の
名
医
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
道

は
綱
常
の
診
断
を
し
ば
し
ば
受
け
て
お

り
、
心
身
と
も
に
良
き
理
解
者
と
し
て
そ

の
関
係
は
続
い
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

他
、
伊い

と
う藤
博ひ

ろ
ぶ
み文
や
井い

の
う
え上
馨か

お
る、
山
縣
等
も
診

察
を
受
け
、
中
に
は
、
あ
の
左
内
の
弟
に

会
え
る
と
懐
か
し
が
っ
て
訪
れ
る
元げ

ん
く
ん勲

も
い
た
と
い
い
ま
す
。
綱
常
は
明
治
20

（
１
８
８
７
）
年
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

病
院
の
初
代
院
長
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
道
は
明
治
27
（
１
８
９
４
）
年

に
海
軍
大
将
と
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に

も
再
三
推
さ
れ
る
人
物
と
な
り
ま
し
た
。

　　

明
治
期
に
近
代
日
本
の
基
礎
固
め
を
進

め
た
二
人
。
そ
の
功
績
が
兄
た
ち
に
引
け

を
と
ら
な
い
だ
け
に
、
兄
と
同
様
に
親
交

が
あ
っ
た
こ
と
が
不
思
議
な
縁
に
感
じ
ら

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

弟
同
士
の
交
友

橋は

し

本も

と

綱つ

な

つ

ね常
と
西さ

い

ご

う郷
従つ

ぐ

み

ち道

～
兄
と
同
じ
く
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
二
人
～

西郷従道肖像
（国立国会図書館蔵）

橋本綱常肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

種し
ゅ
と
う
し
ょ

痘
所
「
除じ

ょ
と
う
か
ん

痘
館
」
跡
地

福井に痘苗を持ち帰った笠
かさはらはくおう

原白翁は苗を断絶させないために、
隣家に除痘館を設け種痘を開始しました。白翁の藩への働き
かけもあり嘉永４（1851）年に公営の除痘館が開設されました。

【住所】福井市春山１丁目（JR 福井駅より徒歩約 15 分）

参考資料等
三上一夫・舟澤茂樹編『松平春嶽のすべて』新人物往来社
青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第３集

笠
原
白
翁
は
、文
化
６
（
１
８
０
９
）

年
、
町
医
者
の
子
と
し
て
足
羽

郡
深
見
村
（
現
在
の
福
井
市
）
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
28
歳
の
時
、
加
賀
の
大お

お
た
け武

了り
ょ
う
げ
ん玄

と
出
会
い
西
洋
医
学
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
り
、
32
歳
の
時
に
蘭
方
医
の
第

一
人
者
で
あ
っ
た
日ひ

の野
鼎て

い
さ
い哉
の
も
と
で

学
び
ま
し
た
。

　

弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
、30
万
人
（
当

時
の
人
口
の
１
％
）
も
の
死
者
を
出
し
て

い
た
伝
染
病
、
天
然
痘
に
つ
い
て
牛
痘
種

法
と
い
う
予
防
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

す
。
翌
年
、
白
翁
は
、
痘と

う
び
ょ
う苗
（
ワ
ク
チ
ン
）

を
輸
入
し
よ
う
と
福
井
藩
主
、
松

ま
つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く

平
春
嶽

に
請
願
書
を
提
出
し
ま
す
。

　

請
願
書
に
は
、“
飢
饉
、
戦
争
、
疫
病

は
国
家
の
三
大
厄
難
。
そ
の
中
で
も
、
疫

病
は
最
も
人
命
を
奪
い
、
国
力
を
弱
め

る
”
と
し
、
国
家
の
視
点
に
立
ち
、
そ
の

必
要
性
を
論
じ
ま
し
た
。
白
翁
は
、
経
費

を
す
べ
て
自
分
で
負
担
す
る
と
ま
で
記
載

し
、
そ
の
熱
意
を
表
し
ま
す
。
し
か
し
、

請
願
書
は
役
人
の
手
元
に
留
め
ら
れ
、
春

嶽
の
手
元
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
介

の
町
医
者
が
藩
主
に
対
し
、
請
願
書
を
出

す
な
ど
異
例
中
の
異
例
と
考
え
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

嘉
永
元
（
１
８
４
８
）
年
、
白
翁
は
２

回
目
の
請
願
書
を
提
出
。
今
回
は
請
願
書

が
春
嶽
の
手
元
に
到
達
し
、
事
業
の
有
益

性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
背
後
に
は
、
侍
医
で
白
翁
の
同
志

の
半な

か
ら
い井
仲ち

ゅ
う
あ
ん庵
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
嶽
の
先
見

性
が
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
春
嶽
は
過
去
に
全
治
１
年
以
上

と
な
る
疱ほ

う
そ
う瘡
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

病
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
白
翁
の
熱
意
が
春
嶽
に

伝
わ
っ
た
の
で
す
。
春
嶽
は
幕
府
に
働
き

か
け
、
老
中
筆
頭
の
阿あ

べ部
正ま

さ
ひ
ろ弘

に
も
話
を

し
、
痘
苗
の
輸
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
に
は
、
長
崎

に
痘
苗
が
到
着
。
白
翁
は
、
長
崎
に
向
か

う
道
中
で
す
で
に
痘
苗
が
京
都
に
到
着
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
そ
し
て
、
京

都
、大
坂
の
除じ

ょ
と
う
か
ん

痘
館
開
設
に
尽
力
し
た
後
、

福
井
へ
旅
立
ち
ま
す
。

　

痘
苗
は
成
分
を
維
持
し
続
け
る
た
め
に

は
人
か
ら
人
へ
植
え
継
い
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
白
翁
は
痘
苗
を
福
井
に
持

ち
帰
る
た
め
、
種
痘
を
し
た
子
供
た
ち
を

連
れ
京
都
を
出
ま
す
。
道
中
の
栃と

ち

ノの

木き

峠と
う
げ

に
は
２
メ
ー
ト
ル
近
く
雪
が
降
り
積
も

り
、何
度
も
遭
難
の
危
機
に
遭
い
な
が
ら
、

ま
さ
に
命
が
け
で
痘
苗
を
福
井
に
届
け
た

の
で
す
。

　

嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
12
月
、
仮
除

痘
所
を
福
井
に
開
設
。
そ
の
２
年
後
、
公

立
の
種し

ゅ
と
う
し
ょ

痘
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
福
井

藩
の
種
痘
所
は
他
諸
藩
よ
り
か
な
り
早

く
、
こ
れ
は
医
学
に
お
け
る
先
進
性
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
種
痘
を
公
営
事
業
と
す

る
こ
と
に
尽
力
し
た
白
翁
の
熱
意
と
、
そ

れ
を
理
解
・
許
容
し
た
春
嶽
の
二
人
が
成

し
遂
げ
た
偉
業
だ
っ
た
の
で
す
。

　

翁
の
「
白
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ハ
ク
シ

ン
（
ワ
ク
チ
ン
）
の
「
ハ
ク
」
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
種
痘
の
普
及
に
命
を
か
け

た
男
に
相
応
し
い
名
前
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

命
が
け
で
天て

ん

ね

ん

と

う

然
痘
に

立
ち
向
か
っ
た

笠か

さ

は

ら原
白は

く

お

う翁

笠原白翁肖像（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

孝こ
う
け
ん顕

寺じ

福井藩祖結
ゆう

城
き

秀
ひでやす

康の菩提寺として、慶長６（1601）年に建立された孝顕寺。
鴻
おおとり

雪
せっそう

爪が住職を務めていた時には、由
ゆ り

利公
きみまさ

正や堤
つつみ

正
まさよし

誼、松
まつ

平
だいら

正
まさなお

直など明
治に入っても活躍した優秀な人物がしばしば山門をくぐったということです。

【住所】福井市足羽１丁目７−１６　（福井鉄道 足羽山公園口駅より徒歩５分）

参考資料等
澤井常四郎『方外功臣鴻雪爪』三原図書館、三上一夫『幕末維新と松平春嶽』明治維新史学会
福井新聞社編『福井人物風土記』昭和書院

福
井
藩
初
代
藩
主
、
結ゆ

う

城き

秀ひ
で
や
す康
の
最

初
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
孝こ

う

顕け
ん

寺じ

。
幕
末
に
こ
の
寺
の
住
職
を
務
め

た
名
僧
、
鴻
雪
爪
は
福
井
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽
と
関
係
の
深
い
人
物
で
す
。

　

雪
爪
は
、
文
化
11
（
１
８
１
４
）
年
１

月
１
日
、
備
後
国
（
現
在
の
広
島
県
）
因

島
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
６
歳
で
出
家
。
そ

の
後
、
府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
の
龍り

ゅ
う

泉せ
ん

寺じ

等
で
修
業
し
、
弘
化
３
（
１
８
４
６
）

年
、
33
歳
で
大
垣
の
全
昌
寺
の
住
職
と
な

り
ま
し
た
。そ
の
名
声
は
全
国
的
に
高
く
、

“
老
人
で
は
宇う

じ治
興こ

う
し
ょ
う聖

寺じ

の
回か

い
て
ん天

、
若
手

で
は
大お

お
が
き
ぜ
ん
し
ょ
う
じ

垣
全
昌
寺
の
雪
爪
”
と
言
わ
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　

安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
、45
歳
の
時
、

雪
爪
は
春
嶽
の
要
請
に
応
じ
福
井
城
下
の

孝
顕
寺
の
住
職
と
な
り
ま
す
。
当
時
、
福

井
藩
は
、
春
嶽
主
導
の
藩
政
改
革
を
進
め

て
お
り
、
雪
爪
が
入
山
し
た
翌
月
に
は
、

熊
本
か
ら
横よ

こ
い井
小し

ょ
う
な
ん楠
を
政
治
顧
問
と
し
て

迎
え
ま
し
た
。
雪
爪
は
、
藩
政
改
革
に
協

力
し
、
家
老
、
本ほ

ん
だ
し
ゅ
り

多
修
理
を
は
じ
め
中な

か
ね根

雪せ
っ
こ
う江
、
三み

つ
お
か岡
八は

ち
ろ
う郎
（
後
の
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正
）
ら

と
盛
ん
に
論
じ
あ
い
、
彼
ら
を
啓
発
し
た

と
い
い
ま
す
。

　

雪
爪
は
回
想
の
中
で
、“
考
え
方
が
古

く
、
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
な
い
頑
固

な
者
も
多
か
っ
た
。
小
楠
は
表
面
よ
り
勉

め
て
説
き
入
り
、
私
は
陰
に
裏
面
よ
り

薫く
ん
と
う陶
し
た
”
と
述
べ
て
い
ま
す
。
春
嶽
は

小
楠
に
藩
政
改
革
を
託
し
、
雪
爪
は
裏
方

と
し
て
支
え
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
連
携

は
続
き
、
春
嶽
の
政せ

い

事じ

総そ
う
さ
い裁
職し

ょ
く

時
代
に

は
、
小
楠
が
春
嶽
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
表

か
ら
、
雪
爪
が
文
通
や
藩
の
要
人
を
通
じ

て
、
陰
か
ら
助
言
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
３
月
、
春
嶽

は
政
事
総
裁
職
を
辞
し
、
福
井
へ
戻
り
ま

す
。
春
嶽
は
し
ば
し
ば
雪
爪
を
訪
ね
、
禅

の
指
導
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。
参さ

ん
ぜ
ん禅
の

問
答
の
中
で
、
春
嶽
は
、“
仰
げ
ば
い
よ

い
よ
高
く
、鑽き

れ
ば
い
よ
い
よ
堅
し
”（
物

事
の
本
質
は
、
そ
れ
に
実
際
に
触
れ
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
）
と
気
付
い
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
慶
応
３
（
１
８
６
７
）

年
12
月
、
王
政
復
古
の
直
後
に
新
政
府
と

旧
幕
府
側
が
対
峙
し
た
際
、
春
嶽
は
衝
突

回
避
の
た
め
沈
着
・
果
断
に
動
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
雪
爪
か
ら
禅
の
奥
義
を
得

て
い
た
か
ら
為
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

雪
爪
は
、
約
10
年
間
、
福
井
に
滞
在
し

た
後
、
近
江
彦
根
の
清せ

い

涼り
ょ
う

寺じ

住
職
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
も
春
嶽
と
の
繋
が
り
は
続

き
、
春
嶽
の
推
挙
で
、
明
治
新
政
府
に
出

仕
し
ま
し
た
。
大
教
院
（
神
仏
合
同
布
教

機
関
）
の
初
代
院
長
と
し
て
、
神
道
、
仏

教
を
国
教
と
定
め
る
な
ど
宗
教
界
の
改
革

事
業
に
尽
力
し
ま
す
。
多
く
の
人
材
を
抜

擢
し
て
き
た
春
嶽
。
雪
爪
も
ま
た
春
嶽
に

見
出
さ
れ
、
表
舞
台
に
立
ち
活
躍
し
た
一

人
な
の
で
す
。

“
裏
の
雪せ

っ

そ

う爪
”
と
称
さ
れ
た

春し
ゅ
ん

嶽が

く

の
禅
師
、

鴻お
お
と
り

雪
爪

鴻雪爪肖像（『方外功臣鴻雪爪』より）

松平春嶽肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

三
國
神
社

大
く い の み こ と

山昨命と継体天皇をお祀りしている三國神社。重厚な随神門や拝殿の鳳凰、桐花、
実物大の神

しんめぞう
馬像など、島雪斎をはじめとする志摩派の見事な彫刻が見られます。

【住所】坂井市三国町山王 6 丁目２− 8 ０（えちぜん鉄道三国神社駅より徒歩 10 分）

参考資料等 内山健太郎『東尋坊と三国』三国町、福井市立郷土歴史博物館編『三国木彫を支えた人々 島雪斎図録』

幕
末
期
、
北
前
船
の
交
易
に
よ
り
、

福
井
藩
唯
一
の
外
港
と
し
て
栄
え

た
三
国
湊
。
そ
の
繁
栄
に
支
え
ら
れ
た

工
芸
の
一
つ
に
三
国
木も

く
ち
ょ
う彫
が
あ
り
ま
す
。

島
雪
斎
は
、
こ
の
三
国
木
彫
の
志
摩
派

の
祖
、
志し

ま摩
乗の

り
と
き時
の
高
弟
で
師
か
ら
は
、

“
我
れ
門
人
多
し
と
い
え
ど
も
彼
に
及
ぶ

も
の
な
し
”
と
言
わ
せ
る
ほ
ど
の
腕
前

で
し
た
。
そ
の
作
品
は
彫
出
の
写
実
性

に
優
れ
、
彫
刻
の
本
質
と
し
て
欠
く
こ

と
の
出
来
な
い
立
体
的
な
物
の
捉
え
方

が
秀
逸
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
斎
は
、
そ
の
高
い
技
術
力
か
ら
御

用
職
人
に
取
り
立
て
ら
れ
、
福
井
藩
主
、

松ま
つ
だ
い
ら平

春し
ゅ
ん
が
く嶽

が
京
都
へ
上
洛
し
た
際
に
は
、

雪
斎
作
の
紫し

壇た
ん

の
書
棚
が
朝
廷
に
献
上
さ

れ
、
法
橋
の
官
（
僧
侶
に
準
じ
て
与
え
ら

れ
る
称
号
）
を
賜
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
ま
す 

。

　

雪
斎
の
傑
作
の
一
つ
、「
木も

く
ぞ
う
し
ん
め
ぞ
う

造
神
馬
像
」

は
、
今
も
三
國
神
社
（
坂
井
市
）
の

神し
ん
め
ど
う

馬
堂
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
像
に

は
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま

す
。
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
、
雪
斎
は

三
国
湊
に
外
国
産
馬
が
船
で
入
港
し
た
こ

と
を
知
り
、
毎
日
通
い
つ
め
て
神
馬
像
を

制
作
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
三
国
ま

で
来
た
春
嶽
が
、
雪
斎
の
邸
宅
の
前
を
通

り
、「
こ
の
よ
う
な
大
き
な
も
の
を
一
人

で
刻
む
の
か
」
と
声
を
か
け
た
と
い
い
ま

す
。
こ
の
時
、
春
嶽
の
馬
が
三
度
い
な
な

き
ま
し
た
。
春
嶽
は
、
像
が
生
き
馬
の
よ

う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
わ
が
馬
に
「
お

ま
え
の
連
れ
の
馬
か
」
と
言
い
、
引
き
あ

げ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
、
雪
斎
は
春

嶽
の
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
現
在
、
木こ

だ
ち立

神
社
（
坂
井
市
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
春
嶽

の
像
に
は
、
春
嶽
の
領
民
へ
の
愛
惜
の
情

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
像
は
春
嶽
に

奉
上
さ
れ
た
の
ち
、
有
志
の
願
い
で
、
太

刀
一
振
と
と
も
に
桜
谷
神
社
（
現
在
の
三

國
神
社
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
春
嶽
は
、

こ
の
像
に
添
え
ら
れ
た
立

り
ゅ
う

願が
ん
も
ん文

に 

“
自
分

が
福
井
を
治
め
て
い
た
時
は
、
と
か
く
領

民
を
苦
労
さ
せ
た
。
自
分
の
死
後
は
魂
だ

け
で
も
越
前
へ
帰
り
、
領
民
の
幸
せ
を

し
っ
か
り
守
り
た
い
”
と
記
し
ま
し
た
。

こ
の
立
願
文
は
、
春
嶽
の
治
世
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

島
雪
斎
を
は
じ
め
志
摩
派
彫
刻
師
の
幕

末
の
活
躍
。
そ
の
足
跡
は
、
三
國
神
社
に

残
る
彼
ら
の
作
品
や
北
陸
三
大
祭
に
数
え

ら
れ
る
三
国
祭
の
山
車
な
ど
に
施
さ
れ
た

美
し
い
彫
刻
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
嶽
が
寵
愛
し
た
雪
斎
の
魂
と
三
国
木
彫

の
歴
史
は
、
今
も
三
国
に
生
き
づ
い
て
い

る
の
で
す
。

春し
ゅ
ん

嶽が

く

が
寵ち

ょ
う

愛あ

い

し
た

三み

国く

に

湊み
な
と

の
彫
刻
家
、

島し

ま

せ

っ

さ

い

雪
斎

三國神社木造神馬像
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

東と
う
こ
う篁

先
生
之
碑

【住所】福井市足羽上町１１１周辺
（福井鉄道商工会議所前駅より徒歩 25 分）

足羽山の中にひっそりと建
つ吉

よし
田
だ

東
とうこう

篁の石碑。明治８
（1875）年５月２日に東篁
が逝去したあと、門人たち
が追慕のために建設しまし
た。碑文には、学問は実践
にあらざれば益なしと東篁
が常に語っていたと記されて
います。

参考資料等
福田源三郎編『越前人物志』思文閣

『福井市史』通史編２近世  福井市

福井市立郷土歴史博物館執筆・協力

幕
末
維
新
期
の
福
井
藩
は
数
多
く
の

優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

藩
教
育
の
充
実
に
力
を
尽
く
し
た
儒
学

者
、
吉
田
東
篁
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

東
篁
は
、
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
に

福
井
藩
の
下
級
武
士
吉
田
隣
紀
の
長
男
と

し
て
、
福
井
城
下
の
桜
の
馬
場
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
幼
名
は
金き

ん
い
ち一
、
後
に
悌て

い
ぞ
う蔵
と
改

め
て
い
ま
す
。
京
都
在
住
の
儒
学
者
で
あ

る
清せ

い

田た

丹た
ん
ぞ
う蔵
の
教
え
を
受
け
、
厳
格
な
道

徳
主
義
と
日
常
で
の
実
践
を
重
視
す
る
崎き

門も
ん
が
く学
（
山
崎
闇
斎
を
祖
と
す
る
朱
子
学
の

一
派
）
を
修
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
東
篁

は
、
学
問
と
は
実
践
を
伴
う
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
国
の
あ
り
方
や

時
事
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
東
篁
の
姿
勢
に
注
目
し
た
の

が
、
第
16
代
福
井
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く

平
春
嶽
で
し

た
。
福
井
藩
は
天
保
３
（
１
８
３
２
）
年

に
始
ま
っ
た
学
問
所
正
義
堂
が
わ
ず
か
２

年
で
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
教
育

体
制
の
確
立
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
藩
主
を
継
い
だ
春
嶽

は
新
た
な
学
問
所
の
創
設
を
企
図
し
、
東

篁
を
そ
の
取
調
掛
に
任
じ
ま
し
た
。
東
篁

は
同
じ
く
取
調
掛
に
任
じ
ら
れ
た
平ひ

ら
も
と本

平へ
い
が
く学

ら
と
協
力
し
、安
政
２
（
１
８
５
５
）

年
６
月
に
藩
校
明め

い
ど
う
か
ん

道
館
を
創
設
し
ま
し

た
。
明
道
館
は
「
政
道
の
基
本
」「
士
た

る
者
の
専
務
」
を
学
ぶ
文
武
教
育
の
中
心

機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
東
篁
は
そ
の
助

教
役
、
訓
導
師
と
し
て
、
自
ら
の
信
念
で

あ
る
実
践
の
学
を
明
道
館
で
教
授
し
て
い

き
ま
す
。

　

福
井
藩
を
代
表
す
る
儒
学
者
へ
と
成
長

し
た
東
篁
は
、
藩
外
に
も
そ
の
名
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
藤ふ

じ

田た

東と
う

湖こ

（
水

戸
藩
士
）
や
梅う

め

田だ

雲う
ん
ぴ
ん浜
（
小
浜
藩
士
）、

梁や
な
が
わ川
星せ

い
が
ん巌
（
漢
詩
人
）
な
ど
、
尊
王
攘
夷

論
を
唱
え
て
一
世
を
風
靡
し
た
学
者
・
志

士
た
ち
と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

春
嶽
の
政
治
顧
問
と
し
て
活
躍
す
る
横よ

こ

井い

小し
ょ
う
な
ん楠

（
熊
本
藩
士
）
と
も
交
流
し
、
小
楠

を
福
井
藩
に
招
へ
い
す
る
際
に
は
そ
の
実

現
に
尽
力
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
後
進

の
育
成
に
も
熱
心
で
あ
り
、
東
篁
の
下
で

学
ん
だ
鈴す

ず

木き

主ち
か
ら税
や
橋は

し
も
と本
左さ

内な
い

な
ど
は
、

幕
末
期
の
福
井
藩
政
を
リ
ー
ド
し
、
由ゆ

り利

公き
み
ま
さ正
や
杉す

ぎ

田た

定て
い
い
ち一
な
ど
は
明
治
期
の
国
政

で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

福
井
藩
が
進
め
た
人
材
育
成
の
方
針
に

は
、
東
篁
の
実
践
に
即
し
て
学
ぶ
と
い
う

強
い
信
念
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
の
東
篁
の
信
念
は
、福
井
藩
の
人
々

が
幕
末
明
治
の
表
舞
台
へ
飛
び
出
し
て
い

く
基
礎
に
な
っ
た
の
で
す
。

左さ

内な

い

や
由ゆ

り利
を
育
て
た

実
践
の
儒
学
者
、

吉よ

し

田だ

東と

う

こ

う篁

吉田東篁肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

橋本左内肖像（福井市立郷土歴史博物館蔵）

由利公正肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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詮あ
き
か
つ勝

が
拓
い
た

憩
い
の
庭
、
西
山
公
園

安政３（1856）年に間
ま な べ

部詮
あきかつ

勝が「与衆道楽」の理念で拓いた
嚮
きょうようけい

陽渓。後に北陸随一のツツジの名所西山公園となりました。
開園以前は焔

えんしょうぐら
硝蔵が設置されており、詮勝の西の丸老中就任

時には鯖江城の築城も計画されました。

【住所】鯖江市桜町 3 丁目（福井鉄道西山公園駅から徒歩 3 分）

歌川広重
「越前鯖江嚮陽渓真景」

西山公園

参考資料等
内田寛『間部閣老』、鯖江市教育委員会文化課編『間部詮勝と幕末維新の軌跡』
鯖江市教育委員会文化課編『安政の大獄の真実－幕末史における再評価－』

鯖江市教育委員会文化課執筆・協力

鯖
江
藩
の
第
７
代
藩
主
で
あ
り
、
現

在
の
西
山
公
園
を
拓
い
た
間
部
詮

勝
。
詮
勝
は
幕
政
に
も
深
く
関
与
し
て

お
り
、
激
動
の
時
代
の
中
心
に
い
た
人

物
で
す
。

　

文
化
元
（
１
８
０
４
）
年
、
鯖
江
藩
５

代
藩
主
、
間ま

な
べ部
詮あ

き
ひ
ろ熙
の
３
男
と
し
て
誕
生

し
た
詮
勝
は
、
文
政
６
（
１
８
２
３
）
年

に
浜
田
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら平
康や

す

任と
う

の
娘
と
結
婚
し

ま
す
。
康
任
が
老
中
に
昇
進
す
る
と
、
詮

勝
は
奏そ

う
じ
ゃ
ば
ん

者
番
（
城
中
の
礼
式
を
管
理
す
る

役
職
）
に
抜
擢
さ
れ
、の
ち
に
寺
社
奉
行
・

大
坂
城
代
・
京
都
所
司
代
と
昇
進
を
重
ね

ま
し
た
。
京
都
所
司
代
在
職
中
に
は
、
辻

ご
と
に
町
名
と
通
名
を
記
し
た
札
を
ぶ
ら

下
げ
て
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
ほ

か
、
市
中
に
便
所
を
設
け
て
衛
生
状
態
を

改
善
す
る
な
ど
人
々
の
生
活
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　

天
保
11
（
１
８
４
０
）
年
、
詮
勝
は
、

徳と
く
が
わ川
家い

え

斉な
り

付
の
西
丸
老
中
に
就
任
し
ま

す
。
時
の
老
中
首
座
水み

ず

野の

忠た
だ
く
に邦
は
、
傾
い

た
幕
府
財
政
を
再
建
し
よ
う
と
天
保
の
改

革
を
断
行
し
ま
す
が
、
大
名
か
ら
百
姓
に

至
る
ま
で
こ
れ
に
反
発
。
詮
勝
も
改
革
に

対
し
て
批
判
的
で
忠
邦
と
対
立
し
、
藤ふ

じ
お
か岡

屋や

由よ
し
ぞ
う蔵

の
「
藤
岡
屋
日
記
」
に
は
「
幕
府

政
治
に
直
接
か
か
わ
る
役
柄
で
は
な
い
詮

勝
が
忠
邦
の
不
正
や
失
策
を
内
偵
さ
せ
て

い
る
」
と
い
う
う
わ
さ
が
書
か
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年
、
忠

邦
は
強
権
的
な
政
治
手
法
を
非
難
さ
れ
て

老
中
を
罷
免
、
詮
勝
も
ま
た
病
を
理
由
に

西
丸
老
中
を
辞
職
し
、
両
雄
の
対
立
は
終

結
し
ま
し
た
。

　

雌
伏
の
時
を
過
ご
し
た
詮
勝
が
再

び
雄
飛
し
た
の
は
15
年
後
の
安
政
５

（
１
８
５
８
）
年
で
す
。
大
老
井い

い伊
直な

お
す
け弼

の
命
で
老
中
に
再
登
用
さ
れ
た
詮
勝
は
、

「
勝か

っ
て手

掛が
か
り
け
ん兼

外が
い
こ
く国

御ご
よ
う用

掛が
か
り」

に
任
ぜ
ら
れ
、

天
皇
の
許
可
な
く
結
ば
れ
た
日
米
修
好
通

商
条
約
の
事
後
承
諾
を
得
る
任
務
に
当
た

り
ま
す
。
こ
の
時
、
将
軍
継
嗣
問
題
も
複

雑
に
絡
み
合
い
、
幕
府
を
批
判
す
る
勢
力

の
声
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
た
め
、

直
弼
は
「
安
政
の
大
獄
」
を
断
行
し
ま
し

た
。
詮
勝
も
「
天
下
分
け
目
の
ご
奉
公
」

と
決
死
の
覚
悟
で
上
洛
し
、
勅
許
獲
得
に

奔
走
し
ま
し
た
が
、
逮
捕
者
に
対
す
る
量

刑
や
勅
許
の
諸
条
件
（
天
皇
は
国
力
が
充

実
し
た
後
に
鎖
国
の
状
態
に
戻
す
こ
と
を

求
め
て
い
た
）
を
め
ぐ
っ
て
直
弼
と
対

立
。
翌
年
末
に
詮
勝
は
老
中
を
免
職
に
な

り
、
直
弼
も
安
政
７
（
１
８
６
０
）
年
３

月
に
桜
田
門
外
で
襲
撃
を
受
け
て
命
を
落

と
し
、
直
弼
と
詮
勝
が
主
導
し
た
安
政
期

の
政
権
は
瓦
解
し
ま
し
た
。

　

詮
勝
は
そ
の
後
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
激
動
の
時

代
の
中
心
に
い
た
詮
勝
は
、
晩
年
は
静
か

な
暮
ら
し
の
中
で
書
画
や
詩
歌
の
製
作
に

精
を
出
し
、
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
に

そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

幕
政
の
手
綱
を

握
っ
た
老
中
、

間ま

な

べ部
詮あ

き

勝か

つ

伝間部詮勝所用
金黄櫨匂縅具足

（鯖江市まなべの
館蔵）

越前鯖江之絵図
（個人蔵）

間部詮勝肖像
（鯖江市まなべの館蔵）
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小
浜
城
跡

若狭小浜藩の居城である小浜城は、京
きょうごくたかつぐ

極高次が築城を始め、寛永 13
（1636）年に酒

さか
井
い

忠
ただかつ

勝の時に完成しました。現在は本丸石垣しか残っ
ていませんが、元々は三重の天守閣、本丸、二の丸御殿などの壮麗な
城郭を構え、小浜湾に望む全国でも屈指の水城として知られています。

【住所】小浜市城内１丁目　（JR 小浜駅より徒歩 20 分）

参考資料等
小浜市史編纂委員会編『小浜市史』通史編上・下　小浜市
小浜市教育委員会文化課編『幕末小浜藩‐近代日本を創生した人々の思い‐』

小浜市教育委員会文化課執筆・協力

幕
末
の
騒
乱
の
舞
台
と
な
り
、
混
迷

が
深
ま
っ
て
い
た
京
都
で
幕
府
の

代
表
で
あ
る
京
都
所
司
代
と
し
て
活
躍
し

た
の
が
小
浜
藩
主
、
酒
井
忠
義
で
す
。

　

忠
義
は
、
文
化
10
（
１
８
１
３
）
年
に

第
10
代
小
浜
藩
主
、
酒さ

か

井い

忠た
だ

進ゆ
き

の
子
と
し

て
生
ま
れ
、
天
保
５
（
１
８
３
４
）
年
に

家
督
を
継
ぎ
、
第
12
代
小
浜
藩
主
と
な
り

ま
す
。
天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
に
は

寺
社
奉
行
を
務
め
、
翌
年
か
ら
嘉
永
３

（
１
８
５
０
）
年
ま
で
京
都
所
司
代
と
し

て
、
仁
孝
天
皇
の
葬
儀
と
孝
明
天
皇
の
即

位
な
ど
天
皇
の
代
替
わ
り
の
際
の
大
役
を

果
た
し
ま
す
。

　

嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
に
ペ
リ
ー
が

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
を
率
い
て
浦
賀

に
来
航
す
る
と
、
国
内
は
尊
王
攘
夷
論
・

開
国
論
な
ど
混
乱
を
極
め
ま
す
。忠
義
は
、

安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
に
再
び
京
都
所

司
代
と
し
て
、
大
老
井い

い伊
直な

お
す
け弼
の
政
治
路

線
の
も
と
に
幕
府
の
開
国
政
策
に
反
対
す

る
攘
夷
派
を
押
さ
え
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
実
は
、
忠
義
は
幕
府
と
朝
廷
の
関
係

破
綻
を
防
ぐ
こ
と
を
大
切
に
考
え
、
厳
し

い
弾
圧
に
は
消
極
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
直
弼
の
腹
心
・
長な

が

野の

主し
ゅ

膳ぜ
ん

に

押
し
切
ら
れ
る
よ
う
に
梅う

め

田だ

雲う
ん
ぴ
ん浜
を
捕
縛

し
、安
政
の
大
獄
の
扉
を
開
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
桜
田
門
外
の
変
の
後
は
、
失

墜
し
た
幕
府
権
威
を
回
復
し
、
朝
廷
と
協

力
し
て
外
国
に
対
処
す
る
た
め
、
公
武
合

体
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
孝
明

天
皇
の
信
頼
を
得
て
、
幕
府
と
朝
廷
の
仲

を
取
り
持
ち
、
天
皇
の
妹
で
あ
る
和か

ず
の
み
や宮
と

将
軍
徳と

く
が
わ川
家い

え
も
ち茂
の
婚
姻
、
い
わ
ゆ
る
和
宮

降
嫁
で
は
中
心
的
役
割
を
担
い
、
そ
の
功

績
は
、
朝
廷
と
幕
府
の
双
方
か
ら
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
忠
義
の
評
価

は
、
安
政
の
大
獄
で
処
罰
さ
れ
た
人
々

の
復
権
に
よ
り
反
転
し
ま
す
。
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
６
月
に
は
京
都
所
司
代

を
罷
免
さ
れ
、
岩い

わ
く
ら倉
具と

も
み視
や
千ち

ぐ
さ種
有あ

り

文ふ
み

ら

と
策
謀
を
め
ぐ
ら
せ
て
和
宮
降
嫁
な
ど
の

諸
政
策
を
進
め
た
と
さ
れ
て
隠
居
・
蟄
居

処
分
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
は
小
浜

藩
は
幕
府
側
と
し
て
参
戦
し
、
朝
廷
か
ら

敵
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
再
び
藩
主
と
な
っ

た
忠
義
は
、
交
友
関
係
の
深
か
っ
た
岩
倉

具
視
を
通
し
て
誤
解
を
解
き
、
小
浜
を
戦

禍
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
新
政
府
の
北
陸

道
鎮ち

ん
ぶ撫
の
先
鋒
を
務
め
ま
し
た
。

　

幕
末
期
、
京
都
所
司
代
で
あ
っ
た
忠
義

は
、
幕
府
と
朝
廷
の
相
反
す
る
立
場
に
挟

ま
れ
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、

藩
祖
酒さ

か

井い

忠た
だ
か
つ勝

以
来
、
守
っ
て
き
た
譜
代

藩
主
の
立
場
と
自
身
が
担
う
京
都
所
司
代

の
職
責
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

激
動
の
京
都
で

活
躍
し
た

酒さ

か

井い

忠た

だ

あ

き義

江戸へ降嫁する和宮の行列
（小浜市教育委員会蔵酒井家文庫）　

酒井忠義従四位上左近衛権少将叙任指紙
（小浜市教育委員会蔵酒井家文庫）

公武合体、和宮降嫁に尽力した酒井忠義に
与えられた官位叙位の書状
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梅う
め

田だ

雲う
ん
ぴ
ん浜

先
生

誕
生
の
地

梅
うめだうんぴん

田雲浜が誕生した千
ち ぐ さ

種は、小浜城下町の武家屋敷が並んで
いた所です。昭和 6（1931）年に矢部家の屋敷跡に石碑が建
てられました。若狭高校には、藩校順造館の正門が移築されて、
当時の趣を伝えています。

【住所】梅田雲浜生先生誕生の地：小浜市千種 2 丁目（JR 小浜駅より徒歩 15 分）
　　　  小浜藩校旧正門　順造門：小浜市千種 1 丁目（JR 小浜駅より徒歩 15 分）

梅田雲浜先生誕生の地碑小浜藩校旧正門 順造門
（現在の若狭高校正門）

参考資料等
小浜市史編纂委員会編『小浜市史』通史編上 小浜市、梅田昌彦『梅田雲浜入門』ウイング出版部
小浜市教育委員会文化課編『幕末小浜藩‐近代日本を創生した人々の思い‐』　

大だ

い

丈じ
ょ
う
ぶ
よ
に
し
ょ
す
る
は

夫
處
世
、
應ま

さ
に
て
ん
か
を
そ
う
じ
す
べ
し

掃
除
天
下
」（
立

派
な
男
子
た
る
も
の
は
、
世
の
中

の
間
違
っ
た
事
を
き
れ
い
に
掃
除
す
る
べ

き
で
あ
る
。）
と
書
に
し
た
た
め
た
梅
田

雲
浜
。
彼
こ
そ
幕
末
の
志
士
の
さ
き
が
け

と
も
い
え
る
人
物
で
す
。

　

梅
田
雲
浜
は
、
文
化
12
（
１
８
１
５
）

年
に
小
浜
藩
士
矢や

べ部
義よ

し
ち
か比
の
子
と
し
て
小

浜
の
城
下
町
竹
原
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
８

歳
か
ら
藩
校
順
造
館
で
崎き

門も
ん
が
く学
派
の
勉
学

に
励
み
、
当
時
、
江
戸
の
藩
校
信し

ん
し
ょ
う
か
ん

尚
館
の

教
授
で
学
名
の
高
か
っ
た
山や

ま
ぐ
ち口
菅か

ん
ざ
ん山
に
師

事
し
て
才
覚
を
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
浜
に
帰
り
、
祖
父
方
の
梅
田
家
を
継
い

で
梅
田
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

雲
浜
は
、
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
に

藩
に
送
っ
た
海
防
政
策
に
関
す
る
意
見
書

が
も
と
で
藩
士
の
身
分
を
剥
奪
さ
れ
ま
す

が
、
諸
国
に
遊
説
し
て
回
り
、
尊
王
攘
夷

論
、
国
防
政
策
の
必
要
性
を
強
く
説
き
、

新
し
い
時
代
へ
の
変
化
を
訴
え
続
け
ま
し

た
。

　

雲
浜
は
上
方
物
産
交
易
の
組
織
化
の
た

め
、
現
在
の
山
口
県
萩
を
訪
れ
て
お
り
、

吉よ
し

田だ

松し
ょ
う
い
ん陰
や
そ
の
同
志
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
情
報
交
換

を
主
眼
と
し
て
い
た
と
す
る
史
料
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
松
陰
の
「
松
下
村

塾
」
の
表
札
は
雲
浜
の
筆
に
よ
る
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
王
攘
夷
派
志
士
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
雲
浜
は
、
朝
廷
側
の
有
力
者
で
あ
る

青し
ょ
う
れ
ん
い
ん
の
み
や

蓮
院
宮
の
信
頼
を
得
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
８
月
７

日
に
「
戊ぼ

ご午
の
密み

っ

勅ち
ょ
く

」
が
下
さ
れ
た
と
い

う
情
報
を
入
手
し
た
雲
浜
は
、
小
浜
藩
士

の
坪つ

ぼ
う
ち内
孫ま

ご

兵べ

衛え

に
宛
て
て
そ
の
内
容
を
知

ら
せ
ま
す
。
そ
れ
は
、「
数
日
後
に
は
天

下
は
大
震
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
旧
主
で

あ
る
酒さ

か
い井

忠た
だ
あ
き義

が
こ
の
ま
ま
井い

い伊
直な

お
す
け弼

と

同
調
し
て
い
て
は
大
変
危
う
い
立
場
に
な

る
。
放
逐
さ
れ
た
浪
人
の
身
分
で
言
え
る

よ
う
な
立
場
で
は
な
い
が
、
望
郷
の
念
を

思
っ
て
知
ら
せ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
思
い
は
理
解
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
小
浜
藩
の
家
老
か
ら
井
伊
直

弼
の
腹
心
の
長な

が

野の

主し
ゅ
ぜ
ん膳
の
手
に
渡
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
当
時
、
京
都
所
司
代
を
務

め
て
い
た
忠
義
は
、
雲
浜
の
捕
縛
に
は
消

極
的
で
し
た
が
、
こ
の
手
紙
に
よ
り
雲
浜

と
朝
廷
関
係
者
の
繋
が
り
が
決
定
的
な
証

拠
と
な
っ
た
た
め
、
捕
縛
を
決
行
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
安
政

の
大
獄
が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

　

捕
縛
後
の
雲
浜
は
江
戸
に
送
ら
れ
、
小

倉
藩
小
笠
原
邸
に
幽
囚
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
９
月
14
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
雲
浜
の
最
後

の
消
息
を
知
ら
せ
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
小
浜
藩
江
戸

藩
邸
の
成な

り

田た

作さ
く

右う

衛え

門も
ん

か
ら
忠
義
の
腹

心
、
三み

浦う
ら

吉よ
し
の
ぶ信

に
同
年
９
月
２
日
付
で
送

ら
れ
た
手
紙
で
、「
雲
浜
が
脚
気
を
患
い
、

今
日
明
日
も
持
た
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
病

状
で
あ
る
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
手
紙
の
内
容
は
忠
義
に
も

知
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
小
浜
藩
に
お

け
る
雲
浜
の
存
在
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

幕
末
の
志
士
の

さ
き
が
け

梅う

め

田だ

雲う

ん

ぴ

ん浜

梅
田
雲
浜
二
行
書

「
大
丈
夫
譽
處
世
、
應
掃
除
天
下
、
豈
事
一
室
哉
」

（
個
人
蔵
）

梅田雲浜肖像（国立国会図書館蔵）

「

小浜市教育委員会文化課執筆・協力
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

グ
リ
フ
ィ
ス
記
念
館

福井初の洋風建築であったグリフィス邸。往時の雰囲気
をそのままに再現しています。館内では、グリフィスの功
績を中心に、由

ゆ り
利公

きみまさ
正や日

くさ
下
か

部
べ

太
た

郎
ろう

など幕末から明治に
活躍した先人たちを紹介しています。

【住所】福井市中央３－５－４（JR 福井駅より徒歩１２分）

参考資料等
「W.E. グリフィスと由利公正（三岡八郎）」グリフィス記念館
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
生
ま
れ
の
ア

メ
リ
カ
人
、
Ｗ
．
Ｅ
．
グ
リ
フ
ィ

ス
。
彼
は
、
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
３

月
、
福
井
藩
に
、
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外

国
人
」
と
し
て
赴
任
し
た
人
物
で
す
（
当

時
28
歳
）。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井
藩
の
藩
校
、
明め

い
し
ん新

館か
ん

の
理
化
学
教
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
や
著
作
を
紐
解

く
と
、
そ
こ
に
は
「
M
i
t
s
o
k
a
」

と
い
う
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
三み

つ
お
か岡

八は
ち
ろ
う郎
、
後
の
由
利
公
正
で
す
。

　

当
時
、
日
本
の
歴
史
や
政
治
に
関
心
の

あ
っ
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
何
度
も
由
利
の
家

を
訪
ね
、
教
育
や
政
治
の
こ
と
を
夜
遅
く

ま
で
話
し
合
っ
た
と
日
記
に
記
し
て
い
ま

す
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

の
西
洋

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
入
れ
る
思
想
を
高

く
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
弟
子
、
由
利
と

も
意
気
投
合
し
た
と
い
い
ま
す
。
若
き
グ

リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
、
政
治
の
中
心
で
活

躍
し
た
40
代
の
由
利
は
、
新
し
い
日
本
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
合
え
る
人
物
で
し
た
。

ま
た
、
由
利
に
と
っ
て
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス

は
福
井
藩
の
殖
産
興
業
に
必
要
な
科
学
技

術
の
教
育
者
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
し
た
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
赴
任
し
た
３
か
月
後
、

由
利
は
福
井
藩
の
最
高
権
力
者
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
月
14
日
に
、
廃は

い
は
ん藩

置ち

県け
ん

の
命
が
下
さ
れ
る
と
、
政
府
か
ら
東

京
府
知
事
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

　

藩
が
な
く
な
る
と
い
う
当
時
の
日
本
の

大
変
革
を
福
井
で
体
験
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス

は
、
そ
の
様
子
の
一
端
を
著
作
「
皇こ

う
こ
く国
」

に
こ
う
著
し
て
い
ま
す
。「
…
少
数
の
乱

暴
者
が
ま
だ
三
岡
（
由
利
）
ら
天
皇
支
持

者
を
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
お
前

達
の
せ
い
だ
、
殺
し
て
や
る
と
言
っ
て
い

る
。
け
れ
ど
も
立
派
な
武
士
や
有
力
者
た

ち
は
、
異
口
同
音
に
天
皇
の
命
令
に
賛
成

し
て
い
る
。
そ
れ
は
福
井
の
た
め
に
で
は

な
く
、
国
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
、
国

情
の
変
化
と
時
代
の
要
求
だ
と
言
っ
て
い

る
。
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
意
気
揚
々
と

語
る
者
も
い
た
。
そ
の
学
生
は
『
こ
れ
か

ら
の
日
本
は
、
あ
な
た
の
国
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
）
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
の
仲

間
入
り
が
で
き
る
』
と
言
っ
た
。」

　

由
利
が
東
京
府
知
事
と
し
て
上
京
す
る

と
、
明
新
館
の
優
秀
な
教
師
は
そ
の
多
く

が
福
井
を
後
に
し
ま
す
。
グ
リ
フ
ィ
ス
も

福
井
を
離
れ
、
東
京
大
学
で
教
鞭
を
と
っ

た
後
、31
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
ま
す
。

日
本
で
の
体
験
で
歴
史
研
究
に
魅
せ
ら
れ

た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
帰
国
後
、
間
も
な
く

「
皇
国
」
を
著
し
、
日
米
で
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　

激
動
の
明
治
維
新
を
生
き
た
武
士
た
ち

と
巡
り
合
い
、
廃
藩
置
県
と
い
う
時
代
の

変
わ
り
目
を
福
井
で
体
験
し
た
グ
リ
フ
ィ

ス
。「
皇
国
」
で
「
M
i
t
s
o
k
a
」

は
「
国
家
の
進
歩
の
中
心
人
物
で
あ
っ

た
。」
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
見
た

明
治
維
新
と
そ
の
中
心
人
物
、

由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正
グリフィス肖像

（福井市立郷土歴史博物館蔵）

由利公正肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

足
羽
河
畔
に
臨
む

日く

さ

か

べ

下
部
太た

郎ろ
う

と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
像

　

福井市中心部を流れる足羽川を眺めて静かに佇む日下部太郎と
グリフィスの師弟像。福井市とニューブランズウィック市の姉妹
都市提携２０年を機に設置されました。二人の功績は、両地域
の交流を深め、多くの人の記憶の中に留められています。
【住所】福井市中央３丁目幸橋北詰（JR 福井駅より徒歩 10 分）

参考資料等 福井市立郷土歴史博物館編『よみがえる心のかけ橋・日下部太郎／Ｗ . Ｅ . グリフィス』

開
国
を
機
に
西
洋
の
芸
術
・
技
術
の

導
入
が
急
務
と
な
っ
た
幕
末
。
そ

の
時
代
に
福
井
藩
で
初
め
て
海
外
留
学
し

た
青
年
が
日く

さ
か
べ

下
部
太た

郎ろ
う

で
す
。

　

日
下
部
太
郎
は
、弘
化
２
（
１
８
４
５
）

年
、
福
井
城
下
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
勉
強

熱
心
な
太
郎
は
、
通
常
な
ら
15
歳
で
入
学

す
る
藩
校
「
明め

い
ど
う
か
ん

道
館
」
に
13
歳
で
入
学
。

そ
の
後
、
21
歳
で
長
崎
に
遊
学
し
た
後
、

慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
４
月
、
留
学
を

強
く
願
い
出
ま
す
。
福
井
藩
は
、
最
初
の

藩
費
海
外
留
学
生
と
し
て
太
郎
を
ア
メ
リ

カ
に
渡
航
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
、
太
郎
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
イ
ッ
ク
市
の
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
、

Ｗ.

Ｅ.

グ
リ
フ
ィ
ス
（
後
に
、著
書
「
皇

国
」
で
ア
メ
リ
カ
に
日
本
を
紹
介
）
に
出

会
い
ま
す
。２
歳
年
上
の
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

ラ
テ
ン
語
の
教
師
と
し
て
、
ま
た
、
友
人

と
し
て
太
郎
を
支
え
ま
す
。
グ
リ
フ
ィ
ス

は
、
太
郎
の
真
剣
に
授
業
に
臨
む
姿
勢
と

真
面
目
な
人
柄
に
尊
敬
の
念
を
抱
き
、“
私

は
、
彼
に
心
密
か
に
敬
意
を
払
い
、
深
く

日
本
の
国
風
を
憧
れ
る
に
い
た
っ
た
”
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
、
太
郎
は
卒

業
を
前
に
し
て
26
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ

ま
す
が
、
そ
の
年
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
福
井

藩
か
ら
藩
校
明め

い
し
ん
か
ん

新
館
の
講
師
と
し
て
招
か

れ
ま
す
。
招
待
状
を
受
け
取
っ
た
グ
リ

フ
ィ
ス
は
、
悩
ん
だ
末
に
太
郎
の
面
影
を

思
い
浮
か
べ
、「
私
の
学
ん
だ
自
然
科
学

の
知
識
や
技
術
が
、
そ
の
国
や
国
の
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
つ
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
な
い
」
と
、
福
井
行
き
を
決

意
し
ま
す
。
来
日
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

明
新
館
で
英
語
や
物
理
、
化
学
な
ど
を
教

え
た
ほ
か
、
日
本
に
お
け
る
当
時
最
新
の

理
科
実
験
室
を
作
り
ま
し
た
。
熱
心
で
優

し
い
グ
リ
フ
ィ
ス
の
人
柄
は
、
福
井
の

人
々
に
伝
わ
り
、
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。

　

太
郎
の
死
後
、
約
１
０
０
年
後
の
昭
和

49
（
１
９
７
４
）
年
に
は
、
郷
土
史
を
勉

強
し
て
い
た
福
井
青
年
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー
が
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に
資
料
収
集
に

訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
、
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
と
福
井
大
学
が
姉
妹
大
学
に
、
昭
和

57
（
１
９
８
２
）
年
に
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ

ウ
ィ
ッ
ク
市
と
福
井
市
が
姉
妹
都
市
に
、

平
成
２
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
と
福

井
県
が
姉
妹
州
県
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
も
、
学
生
の
相
互
派
遣
な
ど
、
文
化
・

教
育
面
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

下
部
太
郎
の
高
い
志
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の

心
を
動
か
し
、
２
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ
懸

け
橋
と
な
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
散
っ
た

若
い
命
が
日
米
の

国
際
交
流
の
懸
け
橋
に

日下部太郎肖像
（福井市立郷土歴史博物館蔵）　

留学中の日下部太郎（右）
（Rutgers Univ. Griffis Collection）
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福
井
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幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

越
前
大
野
城

織
お だ

田信
のぶなが

長の部隊将金
かなもりながちか

森長近が築城した越前大野城は、天正 4（1576）
年から 4 年の歳月を要して完成しました。その後、大野藩主、土井氏の
居城となります。現在の城は、昭和 43（1968）年に再建されたもので、
近年は雲海に浮かぶ“天空の城”としても人気を集めています。

【住所】大野市城町 3 －１０９（JR 越前大野駅より天守閣まで徒歩約 40 分）

参考資料等
現代語訳『逸事史補』福井県観光営業部ブランド営業課

『図説 福井県史』福井県

由ゆ

利り

公き
み
ま
さ正

が
挙き

ょ
は
ん藩

上じ
ょ
う

洛ら
く
け
い
か
く

計
画
の
責
め

を
受
け
、
藩
か
ら
幽ゆ

う
へ
い
ち
っ
き
ょ

閉
蟄
居
の
処

分
を
受
け
て
い
た
元
治
元
（
１
８
６
４
）

年
、
福
井
で
は
全
国
を
揺
る
が
し
た
大
事

件
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
水
戸
天
狗
党
事
件
で
す
。

  　幕
末
の
水
戸
藩
で
は
、
藩
の
実
権
を

巡
り
保
守
派
と
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

王
攘
夷
を
強
硬
に
主
張

し
藩
政
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
す
る
改
革
派

（
天
狗
党
）
に
分
か
れ
、
激
し
く
対
立
し

て
い
ま
し
た
。

　

松ま
つ
だ
い
ら平
春し

ゅ
ん
が
く嶽
は
、
明
治
に
な
っ
て
記
し
た

回
顧
録
「
逸い

つ

事じ

し

ほ

史
補
」
の
中
で
、「
こ
の

両
党
（
派
）
の
争
い
の
起
源
は
、
実
は

水み

と戸
斉な

り
あ
き昭
卿
の
大
失
策
で
あ
る
。
大
不
徳

で
あ
る
。」
と
し
て
、
対
立
の
責
任
は
水

戸
藩
主
で
あ
っ
た
徳
川
斉
昭
に
あ
っ
た
と

記
し
て
い
ま
す
。
改
革
派
を
重
用
し
、
こ

と
さ
ら
保
守
派
を
退
け
た
た
め
、
保
守
派

が
天
狗
党
に
対
す
る
憎
悪
を
深
め
た
と
い

う
も
の
で
す
。

　

両
派
の
対
立
が
深
刻
化
す
る
中
、
元
治

元
年
３
月
、
天
狗
党
の
首
領
格
、
藤ふ

じ

田た

小こ

四し

郎ろ
う

（
尊
王
攘
夷
思
想
に
影
響
を
与
え
た

水
戸
藩
士
藤ふ

じ

田た

東と
う

湖こ

の
子
）
が
、
保
守
派

の
一
掃
と
横
浜
港
鎖
港
を
実
現
し
よ
う
と

筑
波
山
で
挙
兵
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
は
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
狗

党
一
行
は
、
同
年
11
月
１
日
、
改
革
派
の

重
臣
、
武た

け
だ田
耕こ

う
う
ん
さ
い

雲
斎
を
将
に
立
て
て
再
び

挙
兵
。
斉
昭
の
七
男
で
あ
り
、
当
時
、
横

浜
港
鎖
港
を
主
張
し
て
い
た
禁き

ん

裏り

御ご

守し
ゅ

衛え
い

総そ
う
と
く督
、
一ひ

と
つ
ば
し
よ
し
の
ぶ

橋
慶
喜
を
頼
っ
て
西
上
を
開
始

し
ま
す
。
幕
府
は
一
行
を
「
浮
浪
之
徒
」

と
し
、
諸
藩
に
追
討
令
を
発
し
た
た
め
、

先
々
で
行
く
手
を
阻
ま
れ
ま
し
た
が
、
行

路
を
変
更
し
な
が
ら
西
上
を
続
け
ま
す
。

そ
の
途
中
、美
濃
国
で
進
路
を
北
に
変
え
、

12
月
４
日
、
蝿は

え

帽ぼ
う
し子
峠と

う
げ

を
越
え
て
越
前
国

に
入
っ
た
の
で
す
。

　

領
内
に
天
狗
党
を
迎
え
た
大
野
藩
は
、

軍
事
惣
督
内う

ち
や
ま山

隆り
ゅ
う
す
け佐

を
亡
く
し
た
ば
か
り

の
時
期
で
、
藩
主
、
土ど

い井
利と

し
つ
ね恒

も
江
戸
在

役
中
で
あ
っ
た
た
め
、
重
臣
が
合
議
、
対

応
を
図
り
ま
す
。
天
狗
党
が
速
や
か
に
領

内
を
通
過
す
る
よ
う
、
大
野
藩
は
、
一
行

が
通
行
す
る
道
筋
に
当
た
る
５
村
２
０
０

軒
を
超
え
る
民
家
を
焼
き
払
う
と
い
う
焼

土
作
戦
を
取
り
ま
す
。（
一
部
の
村
の
焼

打
ち
は
手
違
い
で
天
狗
党
の
通
過
後
に
行

わ
れ
、
村
人
の
怒
り
を
買
い
ま
し
た
。）

当
時
、
福
井
の
諸
藩
は
、
幕
府
の
命
で
第

一
次
長
州
征
伐
や
京
都
の
警
護
に
多
数
の

兵
を
出
し
て
お
り
、
大
野
藩
が
割
け
る
戦

力
は
わ
ず
か
２
０
０
人
程
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
焼
打
ち
は
、
戦
わ
ず
し
て

千
人
近
い
天
狗
党
を
領
内
か
ら
追
い
払
お

う
と
す
る
小
藩
、
大
野
藩
が
取
っ
た
窮
余

の
一
策
で
し
た
が
、
こ
の
策
で
多
く
の
民

衆
が
家
を
失
っ
た
の
で
す
。　

（
後
編
に
続
く
）

幕
末
の
悲
劇

水み

と戸
天て

ん

狗ぐ

党と

う

事
件
（
前
編
）

～
小
藩
、
大
野
藩
の
窮
余
の
一
策
～

「水戸天狗党の西上行程」（『図説 福井県史』より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

ニ
シ
ン
蔵

（
水
戸
烈
士
記
念
館
）

天狗党浪士が収容されたニシン蔵１６棟のうち、１棟が松原神
社境内に移築されました。現在は水戸烈士記念館として使用さ
れています。松原神社は彼らを祭神として祀った神社です。境
内の梅の木は浪士たちにちなんで水戸から献木された偕

かいらくえん
楽園の

梅です。この縁で敦賀市と水戸市は姉妹都市になっています。

【住所】敦賀市松原町２　松原神社内（敦賀 IC より 車で約 13 分）

参考資料等
現代語訳『逸事史補』福井県観光営業部ブランド営業課

『図説 福井県史』福井県

一ひ

と

つ

橋ば
し
よ
し
の
ぶ

慶
喜
が
天
狗
党
追
討
軍
の
総
大

将
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
態
は
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。
当
時
、
慶

喜
は
禁き

ん

裏り

御ご

守し
ゅ

衛え
い

総そ
う
と
く督
と
い
う
京
都
を
警

護
す
る
役
職
に
つ
い
て
お
り
、
天
狗
党
が

京
に
近
づ
け
ば
討
伐
せ
ざ
る
を
え
な
い
立

場
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
福
井
藩
を
含
む
諸
藩
は
第
一

次
長
州
征
伐
に
多
数
の
兵
を
割
い
て
い
た

こ
と
か
ら
（
福
井
藩
主
、
松ま

つ
だ
い
ら
も
ち
あ
き

平
茂
昭
は
副

総
督
と
し
て
藩
兵
３
千
７
百
人
を
率
い
て

豊
前
に
出
陣
中
）、
慶
喜
は
加
賀
藩
、
会

津
藩
、
桑
名
藩
の
兵
４
千
人
を
従
え
て
討

伐
に
向
か
い
ま
す
。
中
で
も
主
力
と
な
っ

た
の
が
加
賀
藩
で
、
敦
賀
の
葉
原
に
陣
を

敷
き
、
天
狗
党
と
対
峙
。
そ
の
交
渉
窓
口

と
な
り
、
同
藩
の
軍
監
（
軍
の
責
任
者
）

永な
が
は
ら
じ
ん
し
ち
ろ
う

原
甚
七
郎
が
武た

け
だ田
耕こ

う
う
ん
さ
い

雲
斎
と
交
渉
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 　

一
方
、福
井
藩
の
家
老
で
府
中
（
武
生
）

城
主
、
本ほ

ん

多だ

副す
け
も
と元
、
鯖
江
藩
主
、
間ま

な
べ部

詮あ
き
み
ち道
は
、
天
狗
党
殲せ

ん
め
つ滅
の
方
針
を
固
め
、

自
領
に
通
じ
る
峠
を
厳
重
に
封
鎖
し
、
天

狗
党
が
敦
賀
方
面
に
進
路
を
変
更
す
る
と

そ
の
ま
ま
追
撃
に
入
り
ま
し
た
。
当
時
の

福
井
藩
に
は
、
安
政
の
大
獄
で
春
嶽
が
隠

居
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
幕

命
を
実
直
に
守
ろ
う
と
す
る
意
向
が
強
く

あ
る
一
方
で
、
親
交
の
深
か
っ
た
水
戸
藩

の
家
臣
が
起
こ
し
た
事
件
で
あ
り
、
積
極

的
に
動
け
な
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。

 　

頼
み
の
綱
の
慶
喜
が
天
狗
党
追
討
軍
の

総
大
将
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
包
囲
の

環
が
迫
っ
て
行
く
手
も
ふ
さ
が
れ
た
た

め
、
追
討
軍
に
よ
る
総
攻
撃
直
前
の
12
月

11
日
、
天
狗
党
一
行
８
２
３
名
は
や
む
な

く
敦
賀
の
新
保
で
降
伏
し
ま
し
た
。
初
め

加
賀
藩
に
預
け
ら
れ
、
丁
重
な
扱
い
を
受

け
ま
し
た
が
、
幕
府
に
引
き
渡
さ
れ
た
後

は
、
肥
料
と
な
る
鰊に

し
ん
か
す粕
を
貯
蔵
す
る
蔵
16

棟
に
送
ら
れ
、
罪
人
の
扱
い
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
内
３
５
３
名
は
形
式
的
な
取

り
調
べ
を
受
け
て
斬
罪
と
な
り
、
慶
応

元
（
１
８
６
５
）
年
２
月
、
敦
賀
市
松
島

町
の
来
迎
寺
境
内
で
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し

た
。
残
る
約
４
７
０
名
も
遠
島
・
追
放
・

水
戸
渡
し
・
寺
預
け
・
江
戸
送
り
と
な
り
、

水
戸
で
始
ま
っ
た
天
狗
党
の
乱
は
、
敦
賀

で
終
息
し
た
の
で
す
。

 　

松ま
つ
だ
い
ら平
春し

ゅ
ん
が
く嶽
は
、
動
く
に
動
け
な
か
っ
た

福
井
藩
に
代
わ
り
活
躍
し
た
加
賀
藩
の
働

き
に
感
謝
し
、
慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
正

月
３
日
、
使
い
を
金
沢
に
送
り
謝
辞
を
述
べ

て
い
ま
す
。
ま
た
明
治
に
入
り
、
自
ら
の
回

顧
録
「
逸い

つ

事じ

し

ほ
史
補
」
の
中
で
、
慶
喜
が
天
狗

党
に
対
し
、
か
つ
て
の
部
下
な
が
ら
厳
し

い
処
置
を
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
武
田

ら
は
….

あ
あ
か
わ
い
そ
う
で
あ
っ
た
。」「
慶

喜
公
が
（
私
に
）
言
わ
れ
る
の
は
、『
私
が

も
し
春
嶽
さ
ん
で
あ
っ
た
な
ら
ば
寛
大
な

処
分
が
で
き
て
、（
彼
ら
は
）
禁
錮
ぐ
ら
い

で
済
ん
だ
だ
ろ
う
が
、
実
に
気
の
毒
で
あ
っ

た
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。』」
と
、
前
水
戸
藩

主
徳と

く
が
わ
な
り
あ
き

川
斉
昭
の
子
で
あ
っ
た
が
故
に
、
厳
し

く
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
を

説
明
し
て
い
ま
す
。

幕
末
の
悲
劇

水み

と戸
天て

ん

狗ぐ

党と

う

事
件
（
後
編
）

～
非
情
な
処
分
の
裏
に
慶よ

し

の

ぶ喜
の
悲
痛
な
思
い
有
り
～

「水戸天狗党の福井県内行程」（『図説 福井県史』より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

大
野
市
歴
史
博
物
館

昭和 61（1986）年に「大野市歴史
民俗資料館」として設立され、大
野市の縄文時代から近代までの歴
史資料を収集・保存・展示していま
す。白山信仰や中世の仏教、岩

い わ さ
佐

又
ま た べ え

兵衛絵画の資料とともに、大野
藩土井家７代藩主、土

ど い
井利

としただ
忠以降

の藩政資料を多く展示しています。

【住所】大野市天神町 2-4　（ＪＲ越前大野駅より徒歩 10 分）

参考資料等
大野市教育委員会ほか編『大野のあゆみ改訂版』大野市、大野市史編さん委員会編『大野市史』史料総括編 大野市、大野郡教育会編『福井県大野郡誌』下編　
河原哲郎『歴史と史跡大野』大野市、『図説福井県史』福井県、坂田玉子『越前大野・今はむかしのものがたり』

大野市商工観光振興課執筆・協力

幕
末
大
野
藩
の
名
君
と
し
て
知
ら
れ

る
土
井
利
忠
。
大
野
藩
土
井
家
７

代
目
の
藩
主
で
あ
り
、
倹
約
や
地
場
産
業

奨
励
な
ど
に
よ
り
大
野
藩
の
財
政
再
建
を

図
っ
た
ほ
か
、
人
材
登
用
、
藩
校
明
倫
館

や
洋
学
館
の
設
置
、
軍
制
改
革
、
洋
式
帆

船
の
「
大
野
丸
」
の
建
造
、
サ
ハ
リ
ン
開

拓
な
ど
を
行
っ
た
人
物
で
し
た
。

　

利
忠
が
藩
主
と
な
っ
た
頃
は
、
藩
は

莫
大
な
借
金
を
抱
え
て
お
り
、
天
保
４

（
１
８
３
３
）
年
に
は
９
万
６
千
両
の
借

金
が
あ
り
ま
し
た
。
１
両
を
10
万
円
で
計

算
す
る
と
96
億
円
に
も
な
り
ま
す
。
当
時

の
大
野
藩
の
全
収
納
高
が
１
万
６
千
両
に

も
係
わ
ら
ず
借
金
の
利
息
は
年
９
千
両
と

い
わ
れ
て
お
り
、
収
入
の
半
分
以
上
が
利

息
に
消
え
て
い
く
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。

　

利
忠
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
に
「
更こ

う
し始
の
令
」

を
出
し
、
藩
政
改
革
に
乗
り
出
し
ま
す
。

そ
の
内
容
の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
君
臣
上
下
は
一
体
で
あ
る
、
お
前
た

ち
家
臣
が
あ
る
か
ら
自
分
も
大
名
た
り

え
、
土
井
家
が
続
く
か
ら
お
前
た
ち
も

や
っ
て
い
け
る
の
で
あ
る
、
こ
の
所
を
深

く
理
解
し
て
ほ
し
い
。
財
政
難
か
ら
政
務

が
欠
け
、
不
正
も
生
じ
、
正
直
者
が
埋
も

れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
政
治
向
き
は

も
ち
ろ
ん
私
自
身
の
身
の
処
し
方
に
至
る

ま
で
、
気
付
い
た
こ
と
は
何
で
も
申
し
出

て
ほ
し
い
。
他
見
他
聞
を
憚
る
と
思
え
ば

封
書
で
差
し
出
し
て
も
い
い
し
、
直
接
言

い
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
小
姓
頭
ま
で
申
し

出
れ
ば
何
時
で
も
会
っ
て
話
を
聞
こ
う
。

お
前
た
ち
家
臣
の
「
真
忠
の
精
力
」
に
頼

る
以
外
土
井
家
に
も
大
野
藩
に
も
未
来
は

な
い
の
だ
、
一
同
の
者
、
く
れ
ぐ
れ
も
頼

ん
だ
ぞ
。」

　

こ
の
「
更
始
の
令
」
は
、
利
忠
自
ら
生

活
を
切
り
詰
め
て
借
金
を
返
し
、
藩
の
財

政
を
立
て
直
そ
う
と
い
う
決
意
を
表
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
令
の
読
み
上
げ
を
聞
い

た
藩
士
一
同
は
、
利
忠
の
思
い
を
受
け
感

動
の
涙
を
流
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
藩
主
自
ら
節
制
に
努
め

た
ほ
か
、
前
出
の
と
お
り
次
々
と
先
進
的

な
政
策
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
改
革
は

成
果
を
上
げ
、
洋
式
帆
船
の
大
野
丸
を
建

造
で
き
る
ほ
ど
の
財
政
再
建
を
成
し
遂
げ

ま
す
。
大
野
藩
を
も
う
一
度
や
り
直
す（
更

に
始
め
る
）
と
い
う
気
概
で
取
り
組
ん
だ

試
み
が
見
事
に
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。

　

利
忠
は
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
に
58

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
大
野
城
の
ふ
も

と
に
は
、
そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
利
忠
を
祀

る
「
柳や

な
ぎ

廼の

社や
し
ろ

」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野
を
救
っ
た
名
君
と
し
て
今
も
人
々
に

顕
彰
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

大
野
藩
の
危
機
を

救
っ
た

土ど

い井
利と

し

た

だ忠

土井利忠肖像
（大野市歴史博
物館蔵）

土井利忠をまつる「柳
やなぎ

廼
の

社
やしろ

」
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武
家
屋
敷
旧
内
山
家

大野藩の財政再建に尽力した内山兄弟。二人の偉業を偲ぶた
め、後の内山家の屋敷を解体復元し保存した建物です。庭園
を眺めながら、お茶が楽しめます。 

【住所】大野市城町 10 －７ （JR 越前大野駅から徒歩 15 分） 

参考資料等
 青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第２集、第６集

『福井県史』 通史編４近世二  福井県

幕
末
に
大
野
藩
が
藩
の
命
運
を
か
け

て
取
り
組
ん
だ
事
業
、
そ
れ
が
蝦

夷
地
開
拓
と
洋
式
帆
船
「
大
野
丸
」
の
建

造
で
す
。

　

当
時
、
大
野
藩
は
全
国
の
諸
藩
同
様
、

莫
大
な
借
財
に
苦
し
ん
で
お
り
、
藩
主
、

土ど

い井
利と

し
た
だ忠
は
、
内う

ち
や
ま山
良り

ょ
う
き
ゅ
う休
と
隆り

ゅ
う
す
け佐
の
兄
弟

を
抜
擢
し
、
改
革
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。

　

兄
、
良
休
は
主
に
銅
山
な
ど
の
産
物
や

財
政
を
受
け
持
ち
、
弟
の
隆
佐
は
蝦
夷
地

開
拓
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
良
休
は
、
安
政

２
（
１
８
５
５
）
年
に
、
藩
直
営
の
商

店
、
大
坂
大
野
屋
を
開
設
。
そ
の
後
、
こ

れ
を
全
国
に
広
げ
、
着
実
に
財
政
再
建
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
隆
佐
は
、
同

年
冬
の
幕
府
の
蝦
夷
地
開
拓
奨
励
を
受
け
、

良
休
ら
と
と
も
に
利
忠
に
応
募
を
進
言
。

４
万
石
の
大
野
藩
が
、
新
し
い
領
地
を
得

る
た
め
の
新
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。

　

安
政
３
（
１
８
５
６
）
年
、
隆
佐
は

30
余
名
か
ら
な
る
探
検
隊
を
率
い
て
現

地
に
わ
た
り
、
調
査
。
開
拓
の
人
員
・

資
材
、
交
易
品
運
搬
の
た
め
、
外
洋
を

航
行
で
き
る
洋
式
帆
船
が
必
要
と
の
結

論
に
至
り
ま
す
。

　

隆
佐
は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
船
の
建

造
に
着
手
し
、
安
政
６
（
１
８
５
９
）
年

３
月
に
敦
賀
・
箱は

こ
だ
て館
間
を
初
航
海
し
ま
し

た
。
当
時
、
洋
式
船
の
建
造
は
全
国
的
に

ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
大
藩
で
も
で
き
な

い
こ
と
を
小
藩
が
成
し
遂
げ
た
と
「
出
群

の
所
置
（
群
を
抜
い
て
い
る
）」
と
称
さ

れ
ま
し
た
。
名
前
は
、利
忠
が
「
大
野
丸
」

と
命
名
。
製
造
費
用
は
、
蝦え

ぞ夷
口ぐ

ち

掛か
け
す
ず
り硯

日ひ

払ば
ら
い
ち
ょ
う帳
に
よ
れ
ば
、
７
，
２
３
９
両
（
現

在
の
お
金
で
約
２
億
円
）
で
、
大
野
屋
の

売
上
金
か
ら
支
払
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

隆
佐
の
蝦
夷
地
開
拓
の
戦
略
を
う
か
が

い
知
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

隆
佐
は
、“
今
年
は
と
も
か
く
来
年
か
ら

は
「
損
失
」
が
出
る
こ
と
は
な
く
、
大
野

屋
と
大
野
丸
・
奥
地
開
拓
が
う
ま
く
噛
み

合
え
ば
、
結
局
「
大
利
」
を
得
る
”
と
見

通
し
て
い
ま
し
た
（
内
山
隆
佐
書
状
）。
安

政
３
（
１
８
５
６
）
年
に
箱
館
大
野
屋
を

開
設
し
、
翌
々
年
、
北
蝦
夷
西
海
岸
の
開

拓
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
で
、
交
易
と
開
拓

の
両
輪
で
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
開
拓
の
収
支
は
ト
ン
ト
ン
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
隆
佐
が
見
通

し
た
と
お
り
、
箱
館
大
野
屋
で
の
交
易
は
、

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
ま
で
の
17
年
間

で
約
２
万
両
の
利
潤
を
上
げ
ま
し
た
。
大

野
丸
は
、
大
野
産
の
米
や
た
ば
こ
の
ほ
か
、

反
物
・
和
紙
・
漆
器
な
ど
を
蝦
夷
地
に
運
び
、

地
場
産
業
の
育
成
に
も
貢
献
し
た
の
で
す
。

　

万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
、
つ
い
に
、

北
蝦
夷
西
海
岸
が
大
野
藩
準
領
地
と
な

り
ま
す
。
そ
の
４
年
後
、
隆
佐
は
病
気

で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
開
拓
は
明
治
２

（
１
８
６
９
）
年
ま
で
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
後
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま

で
の
間
、
日
本
の
領
土
だ
っ
た
樺か

ら
ふ
と太

。
大

野
藩
の
人
々
が
苦
心
し
た
足
跡
は
、当
時
、

樺
太
庁
に
よ
り
鵜う

し
ょ
ろ城

史
蹟
と
し
て
指
定
さ

れ
、
し
っ
か
り
と
樺
太
に
刻
ま
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

新
領
地
を
求
め
た

大
野
藩
の
挑
戦

～
蝦え

ぞ

ち

夷
地
開
拓
と
大
野
丸
～

内山良休肖像
（大野市歴史博物館蔵）

内山隆佐肖像
（大野市歴史博物館蔵）
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林
季き

梁り
ょ
う

遺
徳
碑

碑文 627 文字から成るこの碑は明治 22（1889）年に建てら
れました。文は日本最初の文学博士である重

しげ
野
の

安
やすつぐ

繹によるもの
です。そこには成器堂の成立事情など藩政改革の経緯、毛川
の人間性も含めた人物像などが記されています。

【住所】勝山市元町１丁目勝山市民会館前（えちぜん鉄道勝山駅より徒歩 13 分）

参考資料等 林毛川『時務拙論附改革要務』、林毛川『上書草稿』、安田仁一郎『勝山藩古事記』新東京社、林毛川『毛川遺稿』林鶴太 他

勝山市教育委員会執筆・協力

幕
末
明
治
期
に
発
展
し
た
勝
山
煙
草
や

繊
維
を
伝
統
産
業
に
導
き
、
ま
た
、

藩
校
を
設
立
し
人
材
育
成
に
努
め
る
な
ど
、

勝
山
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
人
物
が
林
毛
川

で
す
。

　

毛
川
（
字
は
季き

梁り
ょ
う

。
通
称
を
芥か

い
ぞ
う蔵

）
は

代
々
小
笠
原
藩
の
家
老
職
を
勤
め
る
林
家

の
三
男
と
し
て
、
享
和
元
（
１
８
０
１
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
毛
川
の
名
は
「
毛け

谷や

川が
わ

＝
定じ

ょ
う
が
わ川
」
に
由
来
し
ま
す
。「
川
に

心
は
無
い
が
昼
夜
休
む
こ
と
な
く
流
れ
田

畑
を
潤
し
、
領
民
に
恵
を
与
え
世
の
中
の

役
に
立
つ
。
自
分
は
川
の
水
に
も
及
ば
な

い
人
間
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
何
と
し

て
も
人
の
役
立
つ
人
間
に
な
ろ
う
」。
彼

は
20
歳
頃
か
ら
約
７
年
、
江
戸
の
昌し

ょ
う

平へ
い
ざ
か坂

学
問
所
で
学
び
、
頼ら

い

山さ
ん
よ
う陽
な
ど
一
流
の
学

者
と
親
交
を
深
め
、
そ
の
経
験
を
藩
政
改

革
に
活
か
し
ま
す
。
毛
川
は
自
著
「
時じ

務む

拙せ
つ
ろ
ん論
附つ

け
た
し

改か
い
か
く革
要よ

う

務む

」
に
基
づ
き
、
天
保
11

（
１
８
４
０
）
年
か
ら
藩
主
、
小お

が
さ
わ
ら

笠
原
長な

が
も
り守

の
も
と
で
藩
政
改
革
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
改
革
は
多
岐
に
及
び
ま
し
た
が
、

そ
の
第
一
は
煙
草
の
藩
専
売
を
実
施
し
た

こ
と
で
す
。
高
品
質
の
勝
山
産
煙
草
に
目

を
つ
け
、
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
、「
煙

草
改
会
所
」
を
設
け
領
外
へ
の
輸
送
・
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
路
線
は
引
き
継
が
れ
、

安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
に
は
「
諸
産
物

改
会
所
」
が
設
け
ら
れ
、
製
糸
に
も
力
が

注
が
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
勝
山
の
伝
統

産
業
で
あ
る
煙
草
・
繊
維
産
業
へ
の
道
が

拓
か
れ
た
の
で
す
。

　

第
二
は
藩
校
を
設
立
し
、
人
材
を
育
成

し
た
こ
と
で
す
。
天
保
14
（
１
８
４
３
）

年
、
藩
医
、
秦は

た

魯ろ

斎さ
い

の
建
言
に
基
づ
き
、

藩
校
成せ

い
き
ど
う

器
堂
を
創
設
。
そ
の
特
色
の
一

つ
は
、
小
笠
原
礼
法
を
伝
え
る
藩
と
し
て

習
礼
を
学
ば
せ
た
こ
と
、
二
つ
目
は
医
学

教
育
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
す
。
文
久
３

（
１
８
６
３
）
年
、魯
斎
の
三
男
、朴ぼ

く

三さ
ぶ
ろ
う郎
は
、

オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ
ン
ペ
の
「
朋
氏
解
体
書
」

を
筆
写
し
「
成
器
堂
文
庫
」
に
加
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
成
器
堂
は
、
後
に
福
井
県
の
繊

維
産
業
を
牽
引
す
る
人
物
を
多
数
輩
出
し

ま
す
。
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
は
、

成
器
堂
出
身
の
齋さ

い
と
う藤
遊ゆ

う
し絲
、
小こ

ば
や
し林
平へ

い
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

が
富
岡
製
糸
場
に
工
女
を
派
遣
し
、
県
内

で
先
駆
け
て
「
勝
山
製
糸
会
社
」
の
設
立

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
に
孫
た
ち
が

出
版
し
た
「
毛
川
遺
稿
」
で
は
、
毛
川
の

人
柄
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
ま
す
。「
歴

史
に
詳
し
く
文
章
は
力
強
い
、
性
格
は
剛

直
で
人
に
お
も
ね
る
こ
と
は
無
い
、
議

論
は
徹
底
し
て
行
う
が
終
わ
る
と
何
の

こ
だ
わ
り
も
残
さ
な
い
」。
ま
た
、
安
政

２
（
１
８
５
５
）
年
に
書
か
れ
た
「
春し

ゅ
ん
じ
つ日

偶ぐ
う
せ
い成
」に
は
、毛
川
の
遺
言
と
も
い
え
る「
壮

士
忠
魂
死
不
滅
」
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
毛
川
の
残
し
た
功
績
か
ら
、
大
正

13
（
１
９
２
４
）
年
に
は
、
正
五
位
を
贈

位
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
成
器
堂
の
遺
構
と
し

て
講
堂
な
ど
３
つ
が
残
っ
て
お
り
、
毛
川

の
功
績
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

勝
山
の

近
代
産
業
の
父
、

林は
や
し

毛も

う

川せ

ん

旧成器堂講堂（神明神社社務所）

林毛川肖像
（山田秋甫『林毛川』より）
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史
料
・
ゆ
か
り
の
地

北
前
船
主
の
館
右
近
家（
右
近
家
住
宅
）

右近家住宅は、10 代目権
ご ん ざ え も ん

左衛門が明治 34（1901）年に拡充して建てた本宅や土蔵、本宅
背後の高台にある西洋館や日本海に向けて構える長屋門等から構成されています。本宅や土
蔵は路地（河野北前船主通り）の両側に立ち並び、河野特有の町並みをつくりだしています。
12 代目権左衛門が本宅の管理を旧河野村に委ねたのを機に、平成 2 年から北前船主の館右
近家として、建物の公開と資料展示を行っています。

【住所】南条郡南越前町河野 2-15（JR 武生駅より福鉄バスで約 30 分「河野」下車すぐ）

西洋館 北前船主の館右近家（右近家住宅）

参考資料等
千葉亮『九代目右近権左衛門一代記　萬両往来』南越前町、河野村産業観光課編『北前船主の館　右近家（総合案内）』
日本福祉大学知多半島総合研究所編『越前国南条郡河野浦・右近権左衛門文書目録』河野村

南越前町観光まちづくり課　学芸員　稲吉 昭彦執筆・協力

幕
末
明
治
期
、
河
野
浦
（
現
在
の
南

条
郡
南
越
前
町
）
に
生
ま
れ
日
本

の
海
運
に
新
時
代
を
築
い
た
男
が
い
ま

す
。
男
の
名
は
９
代
目
右
近
権
左
衛
門

（
権ご

ん

太た

郎ろ
う

・
廣ひ

ろ
た
か隆

）。
彼
は
、
そ
の
経
営
手

腕
に
よ
り
、
後
に
、
日
本
海
有
数
の
北
前

船
主
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

河
野
浦
は
越
前
海
岸
の
南
端
、
敦
賀
湾

の
ほ
ぼ
入
口
に
位
置
し
ま
す
。
平
地
が
少

な
く
、
山
と
海
の
間
に
家
が
密
集
す
る
集

落
で
、
古
く
か
ら
海
運
の
浦
と
し
て
府
中

（
現
在
の
越
前
市
）
と
敦
賀
を
結
ぶ
海
陸

の
中
継
地
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

代
々
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
右
近
家

は
、
17
世
紀
後
期
ご
ろ
か
ら
海
運
業
を
営

み
、
７
代
目
、
８
代
目
の
頃
に
、「
買
い

積
み
」
商
い
（
各
地
で
買
い
入
れ
た
商
品

を
利
益
の
出
る
港
に
運
び
高
く
売
る
商

売
）
に
乗
り
出
し
ま
す
。
そ
し
て
幕
末
明

治
期
に
こ
の
「
買
い
積
み
」
商
い
を
大
き

く
発
展
さ
せ
た
の
が
９
代
目
権
左
衛
門
な

の
で
す
。

　

彼
は
、
文
化
13
（
１
８
１
６
）
年
、
河

野
浦
で
生
ま
れ
、
17
歳
で
船
頭
と
な
り
、

廻
船
を
率
い
る
知
識
や
技
術
を
会
得
し
ま

す
。
彼
は
従
来
か
ら
右
近
家
が
所
有
し
て

い
た
廻
船
に
加
え
、
大
坂
の
問
屋
商
人
和

泉
屋
や
近
江
屋
と
廻
船
の
共
同
経
営
を
行

い
ま
す
。
情
報
収
集
に
長
け
て
い
た
彼

は
、
幕
末
に
急
拡
大
し
た
蝦
夷
地
・
大
坂

間
の
魚
肥
の
価
格
差
を
利
用
し
、
利
益
を

急
増
さ
せ
ま
す
。
文
化
年
間
（
１
８
０
４

～
１
８
１
８
）、
２
、３
艘
だ
っ
た
持
船
は

幕
末
に
は
11
艘
を
所
有
す
る
ま
で
に
な

り
、
利
益
は
１
万
２
千
両
（
現
在
の
価
値

で
12
億
円
）
に
達
し
ま
し
た
。
彼
の
経
営

手
腕
に
よ
り
、
右
近
家
は
日
本
海
有
数
の

北
前
船
主
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

彼
は
廻
船
経
営
で
得
た
利
益
を
地
域
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て
ま
す
。
明
治

初
年
、
中
村
三さ

ん

之の

丞じ
ょ
う

（
卯う

之の

助す
け

、
９
代
目

権
左
衛
門
の
弟
）
と
と
も
に
、
多
く
の
私

財
を
投
じ
、
武
生
か
ら
春
日
野
を
経
て
河

野
浦
に
至
る
「
春
日
野
新
道
」
を
開
削
し

ま
す
。
こ
の
新
道
開
削
に
は
多
く
の
地
域

住
民
を
雇
用
し
て
お
り
、
廻
船
経
営
で
得

た
利
益
を
地
域
に
還
元
し
た
の
で
す
。

　

明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
、
９
代
目
権

左
衛
門
は
72
年
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。
没

後
の
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
、
経
営
拠

点
と
し
た
大
阪
の
一
心
寺
（
大
阪
府
大
阪

市
）
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
顕

彰
碑
に
は
親
交
の
あ
っ
た
１
５
０
名
余
り

の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
々
か

ら
敬
愛
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

河
野
浦
が
生
ん
だ
偉
才
、

９
代
目

右う

近こ

ん

権ご

ん

左ざ

衛え

門も

ん

八幡丸船模型（右近家蔵）

九代目右近権左衛門
肖像（右近家蔵）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

明め
い
ど
う
か
ん

道
館
（
明め

い
し
ん
か
ん

新
館
）
跡

松
まつだいらしゅんがく

平春嶽が将来の有望な人材を育成するために設けた藩校、
明道館。その跡地には今ひっそりと石碑が建っています。由

ゆ り
利

公
きみまさ

正、関
せきよしおみ

義臣、日
く さ か べ

下部太
た

郎
ろう

（福井藩最初の海外留学生）らを
輩出。維新後は「明新館」に名称変更されました。

【住所】福井市大手３－４－１（放送会館東北角）（JR 福井駅より徒歩５分）

参考資料等
『越前市史』資料編 24　越前市
三上一夫・舟澤茂樹編『由利公正のすべて』新人物往来社

関
義
臣
（
旧
名
：
山
本
龍
二
郎
）
は
、

天
保
10
（
１
８
３
９
）
年
、
福
井

藩
の
家
老
で
あ
る
本
多
家
家
臣
の
次
男
と

し
て
、
府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
藩
校
明め

い
ど
う
か
ん

道
館
に
学
び
、
同
館

幹
事
橋は

し
も
と本
左さ

内な
い

に
認
め
ら
れ
て
幹
事
局
手

伝
い
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
諸
国
巡
学

を
経
て
、
昌し

ょ
う

平へ
い
ざ
か坂
学
問
所
に
入
学
。
在
学

中
の
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
に
は
、
国

事
探
索
方
（
藩
外
で
の
情
報
収
集
等
を
担

当
）
に
就
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
政
返

上
論
を
主
張
す
る
関
と
公
武
合
体
を
目
指

す
福
井
藩
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、
関
は
藩
を
離
れ
ま
す
。

　

慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
、
長
崎
に

坂さ
か
も
と本
龍り

ょ
う
ま馬
を
訪
ね
、
亀
山
社
中
（
後
の
海

援
隊
）
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌

年
に
は
、
龍
馬
や
後ご

藤と
う

象し
ょ
う

二じ

郎ろ
う

と
協
議
し

て
大
政
奉
還
の
建
白
書
の
草
案
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

関
の
性
格
は
、
素
朴
で
へ
つ
ら
う
こ
と

が
嫌
い
な
直
情
型
で
、
頑
固
な
気
質
で
し

た
。
そ
し
て
、
生
涯
を
通
し
、
同
じ
福
井

藩
の
由
利
公
正
と
激
し
く
対
立
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
人
は
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

門
下
で
机
を
並
べ
た
学
友
で
し
た
が
、
異

常
に
反
目
し
あ
い
ま
す
。

　

文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
、
関
は
、
小

楠
や
由
利
が
計
画
し
た
挙き

ょ

藩は
ん

上じ
ょ
う

洛ら
く
け
い
か
く

計
画

を
阻
止
し
よ
う
と
動
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

福
井
藩
が
孤
立
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
起

こ
し
た
行
動
で
し
た
が
、
小
楠
・
由
利
か

ら
は
反
発
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
に
は
、京
都
・

岡
崎
の
福
井
藩
邸
に
滞
在
し
て
い
た
関
が

“
徳
川
氏
が
倒
れ
、
真
の
王
政
維
新
に
遭

遇
で
き
、
こ
ん
な
愉
快
な
こ
と
は
な
い
”

と
口
を
滑
ら
せ
ま
す
。
同
席
し
て
い
た
由

利
は
大
い
に
憤
慨
し
、
関
を
入
獄
さ
せ
る

か
切
腹
さ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
ほ
ど

で
し
た
。

　

対
立
は
さ
ら
に
続
き
ま
し
た
。
大
阪
府

知
事
を
務
め
て
い
た
後
藤
の
要
請
で
大
阪

府
の
営
繕
局
等
を
取
り
仕
切
り
ま
し
た
が
、

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
、
福
井
藩
と
関

わ
り
の
深
か
っ
た
清
水
磯
吉
を
捕
縛
し
た

こ
と
に
よ
り
由
利
と
の
関
係
は
決
定
的
と

な
り
ま
す
。
福
井
藩
は
大
阪
府
に
対
し
、

執
拗
に
関
の
解
任
を
要
請
。
そ
れ
に
応
え

な
い
と
見
る
や
、
関
の
拉
致
お
よ
び
強
制

帰
藩
、
そ
し
て
府
中
の
関
の
兄
宅
へ
の
幽

閉
に
ま
で
対
応
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。
さ
ら
に
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年

に
は
、
主
家
本
多
家
の
華
族
加
列
問
題
に

端
を
発
し
た
武
生
騒
動
に
関
が
関
与
し
た

と
し
て
捕
縛
し
、
死
罪
に
し
よ
う
と
し
ま

す
。
そ
の
主
導
者
は
由
利
だ
っ
た
の
で
す
。

　

死
罪
を
免
れ
た
関
は
、
そ
の
後
、
大
審

院
検
事
や
徳
島
県
知
事
、
山
形
県
知
事
、

貴
族
院
勅
撰
議
員
な
ど
を
歴
任
。
明
治
40

（
１
９
０
７
）
年
９
月
に
は
、
男
爵
の
爵
位

を
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
は
、
由
利
の

政
敵
大お

お
く
ま隈

重し
げ
の
ぶ信

と
も
親
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
後
の
明
治
新
政
府
に
お
い
て

も
由
利
と
の
敵
対
関
係
は
続
い
た
の
で
す
。

　

関
の
死
後
、
遺
族
に
よ
り
武
生
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
の
中
に
芳
賀
八
彌

『
由
利
公
正
』
が
あ
り
ま
す
。
本
書
に
は

関
の
直
筆
で
「
由
利
ノ
虚
誕
虚
喝
ノ
多
キ

人
ヲ
欺
キ
世
ヲ
欺
キ
後
ヲ
欺
ク
・
・
・
」

と
記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
生

涯
敵
対
し
た
二
人
の
関
係
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

生
涯
敵
対
し
合
う

犬
猿
の
仲
、

関せ

き

よ

し

お

み

義
臣
と
由ゆ

り利
公き

み

ま

さ正

関義臣肖像
（「明治肖像録」より）
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

『
耕
作
い
ろ
は
歌
』
と

小
浜
藩
か
ら
賜
っ
た
紋
付

『耕作いろは歌』は都
ど ど

々逸
いつ

形式からなり、方言を織り交ぜながら「いろは 48
文字」の歌い出しで、農民にわかりやすく語りかけている農業書です。
また、伊

い
藤
とう

正
しょう

作
さく

は小浜藩から功績を認められ、帯刀の特権を与えられましたが、
「農業に刀はいらぬ。」と固辞し、その時に「紋付・袴・脇差」を賜りました。

小浜藩から賜った紋付
（伊藤宗兵衛家蔵） 『耕作いろは歌』（野崎宇左衛門家蔵）

参考資料等 美浜町誌編纂委員会「わかさ美浜町誌・美浜の文化第８巻　著す・伝える」美浜町

美浜町歴史文化館執筆・協力

は
た
ら
く
の
に
も 

む
だ
ぼ
ね 

お
る

ぞ 

苗 

の 

そ
た
て 

の 

徳 

し
ら
に

や
」
な
ど
農
耕
の
い
ろ
は
を
歌
に
詠
ん
だ

「
耕
作
い
ろ
は
歌
」。
こ
れ
は
若
狭
の
農
の

発
展
に
寄
与
し
た
伊
藤
正
作
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

正
作
（
本
名
信の

ぶ
ま
え前
）
は
、
安
永
８

（
１
７
７
９
）
年
４
月
７
日
、
三
方
郡

河か
わ
ら
い
ち

原
市
村
（
現
在
の
三
方
郡
美
浜
町
河
原

市
）
の
伊
藤
宗
兵
衛
家
の
嫡
男
と
し
て
生

を
受
け
ま
し
た
。
伊
藤
家
は
、
曾
祖
父

信の
ぶ
と
し利

の
時
代
か
ら
、
医
者
と
農
業
を
家
業

と
し
て
い
ま
し
た
。父
信の

ぶ
や
す安

は
家
業
の
他
、

河
原
市
村
の
庄
屋
を
務
め
、
和
歌
・
俳
句

に
優
れ
た
歌
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
環
境
下
で
育
っ
た
正
作
は
、
寛
政
12

（
１
８
０
０
）
年
に
46
才
で
急
逝
し
た
父

の
跡
を
継
ぎ
、
数
え
年
26
才
で
河
原
市
村

の
庄
屋
と
な
り
ま
す
。
当
時
の
河
原
市
村

は
、
戸
数
40
戸
ぐ
ら
い
、
田
畑
６
３
４
石

（
約
１
６
０
０
俵
）
余
り
で
、
小
浜
藩
の

中
で
大
き
い
村
で
し
た
。

　

正
作
は
、『
農
業
全
書
』
な
ど
当
時
刊

行
の
農
業
書
を
こ
と
ご
と
く
読
破
・
研
究

し
、
広
く
藩
外
の
農
業
実
践
家
を
尋
ね
歩

い
て
見
聞
し
ま
す
。
そ
う
し
て
得
た
農
業

技
術
を
も
と
に
、
自
ら
の
実
践
と
重
ね
合

わ
せ
て
実
証
し
、
若
狭
地
方
の
気
候
風
土

に
合
う
よ
う
に
手
法
を
考
案
、
普
及
に
努

め
た
の
で
す
。

　

正
作
の
手
が
け
た
農
業
技
術
改
良
の
一

つ
に
、
稲
の
作
付
け
が
あ
り
ま
す
。
正

作
が
生
ま
れ
た
頃
の
稲
の
作
付
け
は
、

中な
か
て稲
、
晩お

く
て稲
が
中
心
で
、
天
候
不
順
等
に

よ
る
大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
河
原
市
村
で
は
、
正
作
が
実
践
実
証

し
た
早わ

せ稲
の
作
付
け
に
重
点
を
移
し
、
裏

作
に
麦
や
換
金
作
物
で
あ
る
菜
種
な
ど
の

雑
穀
類
を
作
付
け
す
る
よ
う
に
し
、
飢
饉

を
乗
り
越
え
た
の
で
す
。

　

小
浜
藩
主
は
、
こ
う
し
た
実
践
家
と
し

て
の
正
作
の
働
き
に
注
目
し
、
各
村
々
の

農
業
指
導
を
要
請
。
正
作
は
そ
の
功
に
よ

り
、
文
化
６
（
１
８
０
９
）
年
に
、
侍
と

同
様
に
帯
刀
の
特
権
を
付
与
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
固
辞
返
上
し
一
百
姓
と
し
て

村
人
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
を
選
ん
だ
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

天
保
10
（
１
８
３
９
）
年
、
正
作
は
こ

れ
ま
で
の
実
践
実
証
を
も
と
に
し
た
『
農

業
蒙
訓
』
を
出
版
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
先
立
ち
、
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
に

は
、
父
親
習
い
の
和
歌
や
俳
句
の
形
式
を

模
し
て
、『
一い

ち

粒り
ゅ
う

萬ま
ん
ば
い倍

耕こ
う
さ
く作

早は
や

指し

南な
ん

種し
ゅ

稽け
い

歌か

』
と
『
耕
作
い
ろ
は
う
た
』
を
編
み
出

し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
飢
饉
を
乗

り
越
え
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
そ
の
生
涯
を
農
業
の
発
展
の
た
め

に
捧
げ
、
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
86
才

で
逝
去
し
ま
し
た
。

知
識
と
技
術
と
実
践
で

若
狭
の
農
を
支
え
た

伊い

藤と

う

正し
ょ
う
さ
く作

『農業蒙訓』（伊藤宗兵衛家蔵）

伊藤正作肖像
（伊藤宗兵衛家蔵）

「
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

浄
勝
寺
と
一
切
経
蔵

浄勝寺は真宗大谷派に属す寺院です。慶長 15（1610）年、本願寺教如から寺号を下
付されました。境内背後の丘陵中腹には一切経蔵が建ち、『黄

おうばくばん
檗版一

いっさい
切経

きょう
』をはじめ、

丹
たんざん

山が収集した典籍や数多くの文化財が納められています。

【住所】上野山浄勝寺：丹生郡越前町下糸生 101-1（ＪＲ福井駅より京福バス清水グリーンライン線で約１時間「下糸生」下車徒歩５分）

一切経蔵 上野山 浄勝寺

参考資料等
越前町教育委員会編『丹山　幕末を生きた学僧』、越前町教育委員会編『平成 30 年度　越前町織田文化歴史館　幕末明治福井 150 年博　特別展示リーフレット　幕末明治の越前町』
多屋頼俊「坂東本の朱筆」『増補　親鸞聖人真蹟集成』第２巻　法蔵館、山田秋甫『浄勝寺丹山』丹山文庫

越前町織田文化歴史館　学芸員　村上 雅紀執筆・協力

浄
勝
寺
（
丹
生
郡
越
前
町
下
糸
生
）

第
13
世
住
職
で
あ
っ
た
上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い

は
「
丹
山
」
の
雅
号
で
知
ら
れ
る
幕
末
を

代
表
す
る
学
僧
で
す
。
丹
山
は
、
当
時
流

布
し
て
い
た
『
黄お

う
ば
く
ば
ん

檗
版
一い

っ
さ
い切
経き

ょ
う』
に
誤
り

が
多
い
こ
と
を
嘆
き
、
京
都
建
仁
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
『
高こ

う
ら
い
ば
ん

麗
版
大だ

い
ぞ
う蔵
経き

ょ
う』
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
経
典
の
本
来
の
姿
を
追
究

し
ま
し
た
。
浄
勝
寺
所
蔵
『
黄
檗
版
一
切

経
』
は
丹
山
の
筆
に
よ
っ
て
『
高
麗
版
大

蔵
経
』
の
内
容
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
資
料

で
、
福
井
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
丹
山
の
業
績
が
あ
り
ま
す
。
坂
東

本
『
教
行
信
証
』
を
臨
写
し
た
こ
と
で

す
。『
教
行
信
証
』
は
親し

ん
ら
ん鸞
の
著
作
で
あ

り
、
正
式
の
名
を
『
顕け

ん

浄じ
ょ
う

土ど

真し
ん
じ
つ実
教き

ょ
う

行
ぎ
ょ
う

証し
ょ
う
も
ん
る
い

文
類
』
と
い
い
ま
す
。「
教
・
行
・
信
・

証
・
真
仏
土
・
化
身
土
」
の
６
巻
か
ら
な

り
、『
無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
願
文
を
根
拠
に
し
て
、
経
典
や
祖
師
の

文
章
を
引
用
し
な
が
ら
私
釈
を
加
え
て
い

ま
す
。
東
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
教
行

信
証
』
は
親
鸞
の
真
筆
で
、
も
と
は
東
京

上
野
の
坂
東
報
恩
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
「
坂
東
本
」
と

呼
ば
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
の
関
東
大
震
災
で
被
災

し
、
平
成
15
年
よ
り
本
格
的
に
復
元
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
か
つ

て
丹
山
が
臨
写
し
た
『
教
行
信
証
』
が
底

本
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で

す
。
臨
写
本
を
所
蔵
す
る
大
谷
大
学
図
書

館
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「〈
坂
東
本
は
〉
朱
の
色
が
褪
せ
て
、
極

め
て
淡
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
全

く
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、

江
戸
時
代
の
後
期
、
今
か
ら
約
１
４
５
年

前
に
、
極
め
て
綿
密
に
忠
実
に
坂
東
本
を

臨
写
し
た
本
が
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
あ

る
。
学
内
で
は
、
早
く
か
ら
、
こ
の
本
を

丹
山
本
教
行
信
証
と
呼
ん
で
、
非
常
に
大

切
に
し
て
い
る
。（
大
谷
大
学
図
書
館『
貴

重
特
別
図
書
目
録
』
に
は
「
坂
東
本
丹
山

影
写
」
と
し
て
出
て
い
る
。
実
は
私
、
20

数
年
前
、
名
畑(

応
順)

博
士
の
後
を
受

け
て
図
書
館
長
に
任
命
せ
ら
れ
た
時
、
若

し
、
火
災
と
い
う
よ
う
な
時
に
は
、
第
一

に
こ
の
本
を
取
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
わ

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。）」（
多
屋
頼
俊
「
坂

東
本
の
朱
筆
」『
増
補　

親
鸞
聖
人
真
蹟

集
成
』
第
２
巻　

法
蔵
館
）

　

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
臨
写
は
、
浄

土
真
宗
の
教
義
を
今
に
伝
え
る
重
要
な
も

の
と
し
て
、
現
代
の
研
究
者
か
ら
大
き
な

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

上う

え

野の

丹た

ん

ざ

ん山
、

知
ら
れ
ざ
る
偉
業

｜
坂
東
本
『
教
き
ょ
う

行
ぎ
ょ
う

信し
ん
し
ょ
う

証
』
の
臨
写
｜

校合『黄檗版一切経』
（浄勝寺蔵）

木造丹山坐像（浄勝寺蔵）
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ゆ
か
り
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大
本
山
永
平
寺

曹 洞 宗 開 祖・ 道
どうげん

元 禅 師が 寛 元２
（1244）年に開いた坐禅の修行道
場。境内には大小 70 棟余りの建
物が並び、回廊で結ばれています。
2015 年からフランスの旅行ガイド本

「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポ
ン」にも掲載されています。

【住所】永平寺志比 5-15（ＪＲ福井駅より
京福バス「特急永平寺ライナー」で約 30 分）

永平寺唐門

参考資料等
臥雲禅師語録刊行会編『臥雲禅師語録』上下巻  大本山永平寺
尾辻紀子『雲水街道をわたる』講談社出版サービスセンター

近
代
社
会
へ
の
変
革
を
目
指
し
た
幕

末
明
治
期
。
こ
の
大
変
革
期
に
23

年
に
わ
た
り
大
本
山
永
平
寺
の
舵
を
取
っ

た
人
物
が
臥
雲
禅
師
で
す
。

　

臥
雲
禅
師
は
、寛
政
２（
１
７
９
０
）年
、

薩
摩
国
（
鹿
児
島
県
）
日
置
郡
に
弓ゆ

げ削
家

の
八
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
14
歳
で

出
家
し
、
19
歳
の
時
、
薩
摩
を
旅
立
ち
、

相
模
国
東
照
寺
等
で
修
行
し
た
後
、
天
保

６
（
１
８
３
５
）
年
、
江
戸
大
円
寺
の
住

職
に
抜
擢
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
嘉
永
元

（
１
８
４
８
）
年
、
越
前
永
平
寺
60
世
住

職
に
就
き
、
永
平
寺
を
取
り
仕
切
る
に
至

り
ま
し
た
。

　

臥
雲
禅
師
は
、
薩
摩
と
切
り
離
せ
な
い

縁
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
禅
師
に
長

年
寄
り
添
い
副
寺
と
し
て
支
え
た
高
弟
、

大お
お
つ
じ辻

是ぜ

山さ
ん

は
薩
摩
出
身
で
し
た
。
ま
た
、

西さ
い
ご
う郷

隆た
か
も
り盛

、大お
お

久く

ぼ保
利と

し
み
ち通

と
親
交
が
あ
り
、

永
平
寺
住
山
の
後
も
、
上
洛
の
際
は
京
都

の
天
寧
寺
に
お
い
て
交
際
し
て
い
ま
し

た
。特
に
西
郷
は
永
平
寺
に
も
来
て
お
り
、

禅
師
は
常
に
彼
を
「
吉き

ち
の
す
け

之
助
」
と
呼
ぶ
親

し
い
関
係
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。さ
ら
に
、

禅
師
は
、
江
戸
に
出
府
し
た
際
に
は
常
に

島
津
家
を
訪
ね
て
お
り
、島し

ま
づ津

斉な
り
あ
き
ら彬

が“
有

事
の
際
は
、
臥
雲
、
是
山
を
使
う
べ
し
”

と
語
る
な
ど
、
大
変
信
任
が
厚
か
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（『
西
郷
隆
盛
伝

－

終

わ
り
な
き
命
』
よ
り
）。

　

臥
雲
禅
師
の
功
績
は
、
大
き
く
３
つ
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
嘉
永
５

（
１
８
５
２
）
年
に
行
っ
た
、
開
祖
で
あ

る
道ど

う
げ
ん
ぜ
ん
じ

元
禅
師
の
六
百
回
大
遠
忌
奉
修
。
永

平
寺
に
10
万
人
余
り
の
参
詣
者
が
あ
り
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
嘉
永

７
（
１
８
５
４
）
年
に
孝
明
天
皇
か
ら
下

賜
さ
れ
た
、
道ど

う
げ
ん元

禅
師
の
「
仏
性
伝
東
」

と
い
う
国
師
号
の
実
現
。
禅
師
は
、
実
現

に
あ
た
り
、
井い

い伊
直な

お
す
け弼

に
面
会
し
助
力
を

働
き
か
け
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
つ

目
は
、
明
治
新
政
府
の
誕
生
を
好
機
に
取

り
組
ん
だ
、
宿
願
で
あ
っ
た
永
平
寺
総
本

山
制
、
宗
規
一
新
で
す
。
松ま

つ
だ
い
ら
し
ゅ
ん
が
く

平
春
嶽
の
知

遇
の
厚
い
彦
根
清
涼
寺
住
職
、
鴻

お
お
と
り

雪せ
っ
そ
う爪
が

禅
師
の
片
腕
と
し
て
動
い
た
と
言
い
ま

す
。
結
局
、
能
登
の
総
持
寺
が
反
対
し

両
本
山
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
元

（
１
８
６
８
）
年
10
月
に
は
、
他
の
宗
門

よ
り
も
い
ち
早
く
宗
教
政
策
に
つ
い
て
の

公
論
の
場
（
会
議
）
が
設
け
ら
れ
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

永
平
寺
と
総
持
寺
に
よ
る
争
論
は
４

年
に
わ
た
り
続
き
、
こ
の
間
、
明
治
３

（
１
８
７
０
）
年
11
月
に
臥
雲
禅
師
が
81

歳
で
逝
去
し
ま
す
。
争
論
で
の
形
勢
不
利

を
恐
れ
た
是
山
は
、
喪
を
１
年
間
隠
し
続

け
ま
し
た
。
禅
師
が
不
在
で
は
立
ち
行
か

な
い
、
そ
ん
な
状
況
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

幕
末
明
治
期
に
永
平
寺
の
舵
を
取
り
、

宗
権
確
立
の
た
め
奔
走
し
た
臥
雲
禅
師
。

そ
の
激
動
の
長
き
道
の
り
を
貫
い
た
も

の
、
そ
れ
は
、
大
本
山
永
平
寺
へ
の
一
途

な
誠
の
心
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

幕
末
に
曹
洞
宗
の

宗
権
確
立
に
挺て

い

し

ん身
し
た

臥が

雲う

ん

禅ぜ

ん

師じ

臥雲禅師肖像（玄勝院蔵）
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若じ
ゃ
く

州し
ゅ
う

一い
っ

滴て
き

文ぶ
ん

庫こ

若州一滴文庫は、郷土出身の作家である水
みずかみつとむ

上勉の 2 万冊を超える蔵書
や、水上が集めた絵画などの美術作品を展示しています。舞台が竹林に
面した劇場や植栽豊かな庭園で、水上文学の世界を堪能できます。

【住所】大飯郡おおい町岡田３３－２－１
           （JR 若狭本郷駅から福鉄バスで「大飯中学校前」下車徒歩 3 分）

若州一滴文庫
（水谷内健次撮影）

参考資料等
禅文化研究所『近世若州僧宝伝』臨済宗相国寺派第四教区
水上勉「曹源一滴のこと」『一滴』若州一滴文庫

若州一滴文庫　NPO 法人 一滴の里 事務局　執筆・協力

日
本
と
い
う
国
が
大
き
く
揺
れ
た
明

治
と
い
う
時
代
。
こ
の
激
動
の
時

代
に
、
日
本
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
思

想
の
一ひ

と
し
ず
く滴
が
若
狭
か
ら
湧
き
出
ま
し
た
。

大お
お
し
ま島
畑は

た
む
ら村
（
現
在
の
大
飯
郡
お
お
い
町
大

島
）
で
生
ま
れ
た
儀
山
善
来
は
師
を
求
め

諸
国
を
行あ

ん
ぎ
ゃ脚
し
、
岡
山
曹そ

う
げ
ん源
寺じ

の
太た

い
げ
ん元
孜し

元げ
ん

の
も
と
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
太
元
老

師
は
一
見
し
て
儀
山
の
底
知
れ
ぬ
才
能
を

見
抜
き
、
厳
し
く
教
育
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
儀
山
は
曹
源
寺
で
悟
り
を
得
て
、
太

元
老
師
の
法
を
継
ぎ
、
弟
子
の
教
化
に
尽

く
し
た
の
で
す
。

　

儀
山
が
曹
源
寺
で
の
作
務
を
終
え
、
風

呂
に
つ
か
ろ
う
と
し
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
あ
ま
り
の
熱
さ
で
湯
槽
に
入
る
こ
と

が
で
き
ず
に
い
る
と
、
そ
れ
に
気
が
付
い

た
一
人
の
弟
子
が
、
手
桶
に
あ
る
水
を
湯

槽
に
注
ぎ
ま
し
た
。
弟
子
は
、
儀
山
老
師

が
入
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
温
度
と
な
っ

た
こ
と
を
確
認
し
、
手
桶
の
残
り
水
を
無

造
作
に
地
面
に
捨
て
ま
し
た
。
そ
れ
を
儀

山
が
見
た
瞬
間
、
大
き
な
一
喝
が
曹
源
寺

に
響
き
渡
り
ま
す
。「
馬
鹿
者
。
お
前
が

い
ま
無
造
作
に
捨
て
た
そ
の
一
滴
の
水

を
、
な
ぜ
あ
と
数
歩
進
ん
で
草
木
の
根
元

に
か
け
て
や
ら
な
ん
だ
か
。
日
照
り
続
き

で
、
そ
こ
の
草
木
が
泣
い
て
い
る
声
が
お

前
に
は
聞
こ
え
ぬ
の
か
っ
」
と
。
こ
の
大

喝
を
受
け
て
、
そ
の
弟
子
は
ぱ
っ
と
悟
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
弟
子

こ
そ
、
後
の
天
龍
寺
管
長
と
し
て
名
を
天

下
に
知
ら
し
め
た
滴て

き
す
い
ぎ
ぼ
く

水
宜
牧
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
儀
山
は
多
く
の
優
れ
た
弟
子
を

育
て
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
妙み

ょ
う
し
ん
じ

心
寺
の

越え
っ
け
い渓

守し
ゅ

謙け
ん

や
円え

ん
が
く覚

寺じ

の
今い

ま
き
た北

洪こ
う
せ
ん川

、
釈

し
ゃ
く

宗そ
う
え
ん演

と
い
っ
た
、
時
代
を
築
い
た
そ
う
そ

う
た
る
人
物
が
い
ま
す
。
儀
山
は
、
ま
さ

に
若
狭
の
一
滴
が
大
河
と
な
り
世
界
に
広

が
る
、
そ
の
根
幹
と
な
っ
た
禅
師
だ
っ
た

の
で
す
。

　

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
、
儀
山
に
死

の
影
が
迫
る
と
、
危
篤
を
聞
き
つ
け
た
越

渓
守
謙
と
釈
宗
演
は
、
急
ぎ
岡
山
へ
向
か

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
歩
及
ば
ず
、
儀

山
は
弟
子
の
到
着
を
待
つ
こ
と
な
く
亡
く

な
り
ま
す
。
後
に
世
界
に
「
Z
E
N
」
を

広
め
た
釈
宗
演
の
自
叙
伝
『
衣
の
綻ほ

こ
ろ

び
』

は
、こ
の
と
き
を
も
っ
て
絶
筆
し
て
お
り
、

い
か
に
儀
山
の
死
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
が
大

き
か
っ
た
か
伺
い
知
れ
ま
す
。

　

儀
山
は
慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
に
そ

の
多
大
な
る
功
績
を
も
っ
て
天
皇
か
ら

仏ぶ
っ
こ
く国

興こ
う

盛じ
ょ
う

禅ぜ
ん

師じ

の
称
号
を
賜
る
な
ど
、
一

時
代
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
躍
の

一
端
は
、
昭
和
を
代
表
す
る
作
家
、
水み

ず
か
み上

勉つ
と
むが

現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

水
上
が
私
費
を
投
じ
て
故
郷
お
お
い
町

に
創
設
し
た
若

じ
ゃ
く
し
ゅ
う州
一い

っ
て
き滴
文ぶ

ん
こ庫
の
名
前
は
、

儀
山
禅
師
と
滴
水
宜
牧
の
「
一
滴
の
水
」

の
逸
話
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

儀山善来肖像
（曹源寺蔵）

曹源寺

多
く
の
優
れ
た

弟
子
を
育
て
た

儀ぎ

山ざ

ん

ぜ

ん

ら

い

善
来
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福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

三み

国く
に

港
突と

っ
て
い堤

明治時代に造られた突堤は中央までの 511メートルで、その先は
昭和期に継がれました。右岸に広がる三国サンセットビーチは、排
出された砂がたまってできた三国港突堤の副産物だといいます。

参考資料等
みくに龍翔館編『第 21 回みくに龍翔館特別展図録「明治三大築港展」』
龍翔館（三国町郷土資料館）編『蘭人工師エッセル　日本回想録』三国町

みくに龍翔館　学芸員　釣部 由紀子執筆・協力

三
国
（
坂
井
市
三
国
町
）
は
、『
日

本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
も

登
場
す
る
古
い
港
町
。
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、
特
に
北
前
船

の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
福
井
県

嶺
北
地
方
の
河
川
が
九
頭
竜
川
に
集
結
し

海
へ
注
ぐ
場
所
に
位
置
す
る
こ
の
港
は
、

越
前
の
一
大
経
済
拠
点
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
三
国
港
は
河
口
港
な
ら
で
は

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
九
頭
竜
川

上
流
か
ら
の
土
砂
が
た
ま
り
や
す
か
っ
た

の
で
す
。
か
つ
て
商
港
と
し
て
繁
栄
し
た

港
は
、
現
在
の
三
国
漁
港
よ
り
も
１
～
２

キ
ロ
川
上
に
あ
り
ま
し
た
。
港
の
水
底
が

浅
く
な
っ
て
は
大
き
な
船
が
入
れ
ず
、
商

売
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
元
の
人
々
は
、
何

と
か
港
を
改
修
し
て
、
賑
わ
い
を
維
持
し

た
い
と
政
府
に
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
招
へ
い
さ
れ
た
の
が
、
オ
ラ
ン

ダ
人
土
木
技
師
Ｇ
．
Ａ
．
エ
ッ
セ
ル
で
す
。

エ
ッ
セ
ル
は
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
、

三
国
を
訪
れ
、
港
を
調
査
。
九
頭
竜
川
河

口
右
岸
に
突と

っ
て
い堤
を
、
対
岸
の
新
保
に
は
水

中
に
Ｔ
字
型
の
水
制
を
設
け
、
川
幅
を
狭

め
て
水
の
勢
い
を
増
し
、
緩
や
か
に
湾
曲

し
た
突
堤
で
水
の
流
れ
を
導
き
、
土
砂
と

と
も
に
日
本
海
へ
流
す
と
い
う
改
修
計
画

を
立
て
ま
す
。
こ
の
計
画
は
デ
・
レ
イ
ケ

に
引
き
継
が
れ
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）

年
に
着
工
。
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
、

三
国
港
突
堤
は
完
成
し
ま
し
た
。
日
本
の

近
代
土
木
史
上
重
要
な
遺
構
と
し
て
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
し
た
エ
ッ
セ

ル
は
、
後
に
自
分
の
足
跡
を
二
十
数
冊
の

回
想
録
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

第
二
巻
に
は
、
日
本
行
き
を
希
望
し
た

き
っ
か
け
か
ら
帰
国
途
中
の
船
旅
ま
で
の

出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
も
後
に
書

か
れ
た
こ
の
一
冊
に
は
、
三
国
で
の
思
い

出
も
多
く
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
頭
竜
川

の
左
岸
側
に
広
が
る
松
林
と
芳
し
い
花
々

の
咲
き
乱
れ
る
砂
丘
。
東と

う
じ
ん
ぼ
う

尋
坊
の
海
女
た

ち
が
採
っ
た
サ
ザ
エ
や
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ

な
ど
。
聖
な
る
島 

雄
島
で
は
、
革
製
品

を
身
に
着
け
て
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
ず
、
藁
製
の
サ
ン
ダ
ル
に
は
き
か

え
た
こ
と
。

　

約
半
年
と
い
う
短
い
滞
在
に
も
関
わ
ら

ず
、エ
ッ
セ
ル
が
三
国
の
風
物
に
つ
い
て
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
を
書
き
綴
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
よ
ほ
ど
印
象
深
い

土
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
世
界

的
に
知
ら
れ
る
版
画
家
Ｍ
．
Ｃ
．
エ
ッ

シ
ャ
ー
は
、
Ｇ
．
Ａ
．
エ
ッ
セ
ル
（
エ
ッ

シ
ャ
ー
）
の
五
男
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の

ゆ
か
り
か
ら
、
過
去
に
「
み
く
に
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
ル
（
エ
ッ

シ
ャ
ー
）
は
、
父
子
揃
っ
て
三
国
の
地
に

大
き
な
足
跡
を
遺
し
て
い
ま
す
。

 

突堤工事の様子
（明治 12（1879）年頃）

三み

国く

に

港
を
救
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
、

エ
ッ
セ
ル

G.A.エッセル肖像
（淀川資料館蔵）
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武た
け

生ふ

公こ
う
か
い
ど
う

会
堂
記
念
館

昭和４（1929）年に武生公会堂として建設されました（国の登
録有形文化財）。１階では常設展で越前市の歴史を紹介。２階
では、特別展を開催しています。

【住所】越前市蓬菜町 8-8 （JR 武生駅から徒歩５分）

参考資料等 瀧井一博『渡邉洪基』ミネルヴァ書房

渡
辺
洪
基
は
、
幕
末
の
福
井
藩
か
ら

東
京
府
知
事
、
次
い
で
帝
国
大
学

（
東
京
大
学
）
初
代
総
長
に
就
任
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
す
。

　

洪
基
は
、
府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
の

町
医
、
渡わ

た
な
べ辺
静せ

い
あ
ん庵
の
長
男
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
藩
校
、
立り

っ
き
ょ
う
か
ん

教
館
で
学
ん
だ
後
、
福
井

で
医
学
や
漢
学
を
学
び
、
江
戸
に
出
て
佐

倉
の
蘭
学
者
佐さ

藤と
う

舜し
ゅ
ん

海か
い

に
師
事
し
ま
す
。

そ
の
後
、
慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
か
ら
、

福ふ
く
ざ
わ沢
諭ゆ

吉き
ち

の
塾
（
後
の
慶
應
義
塾
大
学
）

で
洋
学
を
学
び
ま
し
た
。

　

諭
吉
と
の
間
で
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
諭
吉
の
塾
で
正
月
、
故
郷
に
帰

ら
な
い
塾
生
が
集
ま
っ
て
い
た
時
、
雑
煮

を
食
べ
た
い
と
誰
か
が
言
い
出
し
、
洪
基

が
餅
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幕
末
の
混
乱
期
で
、
餅
の
入
手
も
困
難
で

し
た
が
、
洪
基
は
「
俺
に
策
が
あ
る
」
と

短
刀
を
取
り
出
し
、
部
屋
を
出
て
い
き
ま

し
た
。
皆
が
、
強
盗
で
も
す
る
の
で
は
と

心
配
す
る
中
、
洪
基
は
笑
い
な
が
ら
「
先

生
の
家
の
床
の
間
の
鏡
餅
の
後
ろ
を
切
り

取
っ
て
き
た
。
前
部
さ
え
あ
れ
ば
足
り
る
」

と
話
し
た
と
い
い
ま
す
。
諭
吉
の
妻
が
気

付
き
、
諭
吉
が
塾
生
に
問
い
質
し
た
と
こ

ろ
、
洪
基
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

諭
吉
は
笑
っ
て
諫い

さ

め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
洪
基
は
、
医
を
捨
て
、
政
治

の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
。「
優
れ
た
医

者
は
国
の
有
様
を
診
察
し
、
そ
の
行
く
末

を
治
し
て
い
く
も
の
だ
」
と
そ
の
気
持
ち

を
語
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。洪
基
は
、

英
語
が
で
き
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、
明
治

３
（
１
８
７
０
）
年
に
外
務
省
に
入
り
、

翌
年
、
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行
。
帰
国

後
、
外
務
官
僚
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
ま

し
た
。

　

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
、
洪
基
は
東

京
府
知
事
に
就
任
し
ま
す
。
就
任
直
後
に

東
京
を
襲
っ
た
大
洪
水
に
対
し
、
直
ち
に

被
災
地
に
赴
き
、
流
失
・
破
損
し
た
橋
の

架
橋
・
修
理
を
早
急
に
進
め
る
な
ど
復
興

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
現
地
を
自
分
の
目

で
確
認
し
、
対
策
を
講
じ
る
や
り
方
は
、

被
災
地
住
民
に
大
き
な
安
心
を
与
え
た
と

い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
に
も
外
国
の
都
市
の
よ

う
な
マ
ー
ク
が
必
要
だ
と
提
案
。
明
治

22
（
１
８
８
９
）
年
に
洪
基
（
当
時
、
東

京
市
参
事
会
員
）
が
提
案
し
決
定
さ
れ
た

マ
ー
ク
は
、
今
も
東
京
都
の
紋
章
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
は
、
帝
国

大
学
の
初
代
総
長
に
就
任
。
伊い

藤と
う

博ひ
ろ
ぶ
み文
首

相
な
ど
政
府
首
脳
は
、
初
代
総
長
は
空
理

空
論
を
唱
え
る
学
者
で
は
な
く
、
行
政
手

腕
と
実
行
力
を
備
え
た
者
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
、
洪
基
を
推
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
洪
基
は
、
就
任
後
、
貧
し
い
学
生

へ
の
学
費
支
援
を
企
業
等
に
要
請
。
就
職

を
約
束
し
て
の
学
費
貸
与
と
い
う
提
案
に
、

企
業
等
か
ら
卒
業
生
の
数
を
超
え
る
申
込

み
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
洪
基
は
、
貴
族
院
議
員
な
ど

を
歴
任
。多
彩
な
分
野
で
能
力
を
発
揮
し
、

日
本
を
世
界
水
準
に
押
し
上
げ
た
そ
の
歩

み
は
、『
明
治
国
家
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
』
と

評
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
国
家
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

渡わ

た

な

べ辺
洪こ

う

基き 

～
外
交
、
政
治
、
教
育
で
手
腕
を
発
揮
～

渡辺洪基（個人蔵）

東京都紋章
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福
井
の
幕
末
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歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
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横
浜
市
開
港
記
念
会
館

            （
石
川
屋
跡
）

【住所】横浜市中区本町１－６ （ＪＲ京浜東北線・根岸線「関内駅」南口から徒歩 10 分）

横浜開港 50 周年を記念し、市民の寄付金により大正 6（1917）
年に創建された横浜市開港記念会館。幕末、その敷地では、福井
藩のアンテナショップで生糸貿易商だった「石川屋」が商いを行っ
ていました。ここから福井藩の特産品が輸出されていたのです。

参考資料等 長谷川郁夫『吉田健一』新潮社、山本条太郎翁伝記編纂会編『山本条太郎伝記』

幕
末
に
貿
易
港
と
し
て
開
港
さ
れ
、

開
国
日
本
の
象
徴
で
あ
っ
た
横

浜
。明
治
初
期
の
横
浜
で
大
富
豪
に
な
り
、

後
の
総
理
大
臣
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る

の
養
父
と
し
て
も

知
ら
れ
る
人
物
が
吉よ

し

田だ

健け
ん
ぞ
う三

で
す
。

　

健
三
は
、
嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
、

福
井
藩
士
渡わ

た
な
べ
け
ん
し
ち

辺
謙
七
（
後
に
吉
田
姓
）
の

長
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
16
歳
の
時
に
脱

藩
し
、
大
坂
で
医
学
、
長
崎
で
英
学
を
学

ん
だ
後
、
英
国
軍
艦
で
密
航
、
２
年
間
留

学
し
ま
す
。
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
に

帰
国
後
、「
英
一
番
館
」
こ
と
ジ
ャ
ー
デ
ィ

ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
番
頭
に
な
り
、
商

才
を
発
揮
。
海
外
で
身
に
付
け
た
英
語
を

駆
使
し
、
生
糸
や
軍
艦
の
売
込
み
に
成
功

し
ま
し
た
。
退
職
の
際
に
は
、１
万
円（
現

在
の
お
金
で
約
１
億
円
）
の
ボ
ー
ナ
ス
ま

で
贈
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
健
三
は

独
立
後
、
そ
の
資
金
を
元
手
に
醤
油
醸
造

を
は
じ
め
各
方
面
の
事
業
に
手
を
伸
ば
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
は
、
健
三

は
自
由
民
権
運
動
を
擁
護
す
る
東
京
日
日

新
聞
（
現
在
の
毎
日
新
聞
）
の
創
刊
に
出

資
。
新
聞
を
通
じ
て
、
板い

た
が
き
た
い
す
け

垣
退
助
、
後ご

藤と
う

象し
ょ
う

二じ

郎ろ
う

、
竹た

け
う
ち
つ
な

内
綱
な
ど
と
交
友
関
係
が

生
ま
れ
、
板
垣
の
自
由
民
権
運
動
に
資

金
援
助
し
ま
し
た
。
伊い

藤と
う

痴ち

遊ゆ
う

（
元
代

議
士
）
は
、「
健
三
氏
は
、
金
を
出
し
た

り
、
そ
の
陰
な
が
ら
の
努
力
は
大
し
た
も

の
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
様
々
な
事
業
で
成
功
し
、
横
浜
で
有

数
の
富
豪
と
な
っ
た
健
三
で
す
が
、
明
治

22
（
１
８
８
９
）
年
、
40
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
す
。
当
時
11
歳
だ
っ
た
吉
田
茂

に
遺
さ
れ
た
財
産
は
50
万
円
（
現
在
の
金

額
で
数
十
億
円
）
に
も
上
り
ま
し
た
。

　　

健
三
の
成
功
の
背
景
を
紐
解
く
と
、
横

浜
で
の
同
郷
人
（
福
井
県
人
）
と
の
つ
な

が
り
が
見
え
て
き
ま
す
。『
山や

ま
も
と本
条じ

ょ
う

太た

郎ろ
う

伝
記
』
で
は
、“
健
三
は
、
丘
陵
を
拓
い

て
宅
地
と
な
し
、
学
校
を
新
設
し
、
社
寺

を
創
建
す
る
な
ど
横
浜
開
発
に
少
な
か

ら
ず
貢
献
し
た
…
巨
万
の
富
を
作
っ
た

が
、
資
金
の
融
通
は
同
県
人
で
横
浜
で
の

成
功
者
、
上こ

う
ろ
う
こ
う
は
ち

郎
幸
八
（
現
在
の
越
前
市
出

身
の
実
業
家
）
氏
に
仰
い
だ
。”
と
か
、

“
三
秀
舎
（
印
刷
業
）
の
創
立
者
島し

ま

連れ
ん

太た

郎ろ
う

（
現
在
の
越
前
市
出
身
）
は
、
明
治
17

（
１
８
８
４
）
年
頃
、
健
三
氏
の
も
と
に

寄
寓
し
、
そ
の
紹
介
で
佐さ

久く

間ま

貞て
い
い
ち一
氏
を

頼
っ
て
秀
英
舎
（
現
在
の
大
日
本
印
刷
）

に
入
っ
た
”
な
ど
県
人
を
助
け
た
り
、
助

け
ら
れ
た
り
す
る
様
子
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
福
井
藩
士
で
、
後
に
日
本
美

術
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
岡お

か
く
ら
て
ん
し
ん

倉
天
心
の

父
親
、
岡お

か
く
ら倉
覚か

く

え

も

ん

右
衛
門
が
、
生
糸
商
「
石

川
屋
」
を
横
浜
で
営
ん
で
い
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
に
、
移
り
住
ん
だ
福
井
人
の

横
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
健
三
に
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
福
井
を
出
た
健
三
で
す
が
、
福
井
の

仲
間
の
力
で
大
き
な
富
を
築
き
、
自
由
民

権
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た

の
で
す
。

自
由
民
権
運
動
に

影
響
を
与
え
た

吉よ

し

田だ

健け

ん

ぞ

う三
吉田茂肖像（国立国会図書館蔵）

吉田健三肖像
（『山本条太郎
伝記』より）

46

48



福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
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「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を

 

初
め
て
著
し
た

「
化
学
的
食
養
長
寿
論
」

石
いしづかさげん

塚左玄は、「石塚食療所」の開設と同
年の明治 29（1896）年に、「化学的食
養長寿論」を書き著しました。この中で、

「食育」は子どもの教育の中で一番大事
で、全ての教育の基本であり家庭で親が
行うものだと著しており、日本で初めて「食
育」という言葉を使いました。

（NPO 法人フードヘルス石塚左玄塾蔵）

参考資料等 岩佐勢市『食育の祖　石塚左玄物語』正食出版

福井県農林水産部食料産業振興課執筆・協力

現
在
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る

「
食
育
」
と
い
う
言
葉
。
こ
の
言

葉
の
ル
ー
ツ
は
、
福
井
に
あ
り
ま
す
。
文

明
開
化
の
真
っ
只
中
の
時
代
に
日
本
で
初

め
て
「
食
育
」
な
る
言
葉
を
使
い
、
食
育

と
食
の
重
要
性
を
提
唱
し
「
食
育
の
祖
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
石
塚
左
玄
で
す
。

　

左
玄
は
、
嘉
永
４
（
１
８
５
１
）
年
、

福
井
市
子
安
町
（
現
在
の
福
井
市
宝
永
４

丁
目
付
近
）
に
町
医
師
で
あ
る
石い

し
づ
か塚
泰た

い
す
け輔

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
成
長
し

た
左
玄
は
、
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
に

福
井
藩
の
医
学
所
で
学
び
ま
す
。そ
の
後
、

福
井
藩
医
学
校
で
の
勤
務
や
藩
の
泉
病
院

で
診
察
方
と
調
合
方
と
し
て
働
き
、
上
京

し
て
の
外
国
人
教
師
の
助
手
を
経
て
、
明

治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
医
師
と
薬
剤
師

の
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

　

明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
、23
歳
の
時
、

左
玄
は
陸
軍
に
軍
医
試
補
と
し
て
採
用
さ

れ
ま
す
。
写
真
は
、明
治
10
（
１
８
７
７
）

年
に
西
南
戦
争
に
従
軍
す
る
直
前
に
東
京

の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
26
歳
の
若
い
そ
の
顔
は
現
代

に
も
通
じ
る
ハ
ン
サ
ム
な
青
年
で
す
。
明

治
28
（
１
８
９
５
）
年
に
は
日
清
戦
争
に

も
従
軍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
に

東
京
の
市
ケ
谷
に
「
石
塚
食
療
所
」
と
い

う
診
療
所
を
開
設
。
望
診
法
と
い
う
独
自

の
診
察
を
行
い
、
患
者
に
食
指
導
に
よ
る

治
療
を
行
い
ま
し
た
。
医
師
の
処
方
箋
に

は
通
常
、
薬
の
名
前
が
書
か
れ
ま
す
が
、

左
玄
の
処
方
箋
に
は
食
事
の
内
容
や
方
法

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
、
患

者
は
左
玄
を
食
の
医
師
、
す
な
わ
ち
「
食

医
」
と
呼
び
、
毎
日
多
く
の
患
者
が
詰
め

か
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、「
食
医
」
と
呼
ば
れ
る
程
に
左

玄
が
食
を
大
事
に
し
た
の
は
、
自
身
の
持

病
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
左
玄
は
幼
い
頃

か
ら
、
へ
ブ
ラ
病
と
い
う
大
人
に
な
っ
て

も
治
ら
な
い
、
頑
固
な
か
ゆ
み
を
伴
う
皮

膚
病
を
患
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
臓

も
患
う
な
ど
、
軍
医
で
あ
り
な
が
ら
時
に

は
患
者
で
も
あ
り
、
入
退
院
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
自
身
の
つ
ら
い

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
食
の
力
・
食

の
美
・
食
の
誠
を
追
及
し
続
け
、
食
が
心

と
身
体
の
健
康
を
左
右
し
て
い
る
こ
と
、

正
し
い
食
生
活
の
重
要
性
を
国
民
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
人
生
を
捧
げ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
左
玄
が
健
康
体
で

あ
れ
ば
、
食
育
の
祖
に
は
な
ら
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

左
玄
は
、明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
に
、

尿
毒
症
に
よ
り
58
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
食
を
重
ん
じ
た
左
玄
に
し
て
は
、
あ

ま
り
に
短
命
な
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
明
治
42
年
の
男
性
の
平

均
寿
命
が
42
歳
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
当
時

の
最
高
レ
ベ
ル
の
食
事
を
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
徳
川
幕
府
歴
代
将
軍
15
人
の
平
均

寿
命
が
51
歳
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
含
め

て
考
え
る
と
、
あ
な
が
ち
短
命
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
食
医
」と
呼
ば
れ
た

食
育
の
祖
、 

石い

し

づ

か塚
左さ

玄げ

ん

石塚左玄肖像
（NPO 法人フードヘルス石塚左玄塾蔵）
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鯖
江
藩
の
城
下
町

現在、屋形町の一角に「明治大学創立者・矢
や

代
しろ

操
みさお

先生旧宅」
を示す看板があります。今では藩政時代の面影を残す建物は少
なくなりましたが、入り組んだ周辺の道々から、かつて鯖江藩
政の中枢であった陣屋の痕跡を見出すことができます。

【住所】鯖江市深江町・屋形町・本町・旭町周辺（福井鉄道西鯖江駅周辺）

「明治大学創立者・
矢代操先生旧宅」看板

鯖江藩の武家屋敷跡地
（鯖江市指定文化財 植田家長家門）

参考資料等
明治大学史資料センター編『私学の誕生－明治大学の三人の創立者－』創英社・三省堂書店、
松井政治編『新撰鯖江誌』 新撰鯖江誌復刻刊行会、 鯖江市史編纂委員会『鯖江市史』史料編別巻地誌類編 鯖江市

鯖江市教育委員会文化課執筆・協力

明
治
大
学
駿
河
台
校
舎
に
立
つ
三
人

の
創
立
者
の
銅
像
。
そ
の
一
人
は
、

鯖
江
市
出
身
の
矢
代
操
で
す
。

　

嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
、
鯖
江
藩
士

松
本
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
操
は
、

文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
頃
に
藩
校
進
徳

館
に
入
学
し
ま
す
。
進
徳
館
は
文
化
11

（
１
８
１
４
）
年
創
立
の
稽
古
所
を
前
身

と
す
る
藩
校
で
、
間ま

な
べ部
詮あ

き
か
つ勝
が
改
称
し
、

儒
臣
芥あ

く
た
が
わ川
氏
が
教
授
を
務
め
ま
し
た
。
翌

年
、
詮
勝
は
江
戸
藩
邸
の
稽
古
所
も
惜せ

き
い
ん陰

堂
と
改
め
、
芥
川
氏
の
学
問
の
流
れ
を
汲

む
大お

お
ご
う郷

氏
が
教
授
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
操
は
藩
校

の
素そ

読ど
く

掛が
か
り

（
藩
校
に
入
学
し
た
者
に
文
字

の
読
み
方
を
指
導
す
る
役
）に
命
ぜ
ら
れ
、

教
育
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
矢
代
家

の
養
子
に
迎
え
ら
れ
て
家
督
を
相
続
し
、

翌
年
、
鯖
江
藩
の
貢
進
生
に
推
挙
さ
れ
て

大
学
南
校
（
現
在
の
東
京
大
学
）
で
学
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
操
は
上

京
後
に
肋
膜
炎
を
患
い
ま
す
。
壮
絶
な
闘

病
の
末
、
大
学
に
復
す
る
こ
と
は
で
き
ま

し
た
が
、明
法
寮
（
後
の
司
法
省
法
学
校
）

に
転
学
後
の
成
績
は
振
る
わ
ず
、卒
業
後
、

司
法
省
へ
の
登
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
、
操
の
学
友
で
鳥
取
藩
出
身

の
岸き

し
も
と本
辰た

つ

雄お

と
天
童
藩
出
身
の
宮み

や
ぎ城
浩こ

う
ぞ
う蔵

は
優
秀
な
成
績
で
司
法
省
法
学
校
を
卒
業

し
、
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
。
異
国
の
地
で
猛

勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

　

学
校
卒
業
後
の
操
は
法
律
専
門
学
校
の

講
法
学
舎
の
設
立
に
奔
走
し
ま
す
。
岸
本
・

宮
城
が
帰
国
す
る
と
、
３
人
は
共
に
法

学
教
育
の
理
想
像
を
追
い
求
め
、
明
治
14

（
１
８
８
１
）
年
、
つ
い
に
東
京
府
数す

き

や
寄
屋

橋
内
旧
三
楽
舎
（
旧
島
原
藩
邸
）
を
借
り

受
け
て
明
治
法
律
学
校
（
現
在
の
明
治
大

学
）
を
創
立
し
ま
し
た
。
創
立
に
関
し
、

当
時
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
「
無
事
開

校
さ
れ
た
の
は
、
矢
代
操
が
一
人
一
人
あ

ち
こ
ち
を
走
り
回
り
、
世
話
し
た
か
ら
だ
」

と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
彼
ら
は
教
育
と
学
校
経
営
に
携

わ
り
な
が
ら
官
僚
と
し
て
も
活
動
し
て
お

り
、
操
は
元
老
院
書
記
官
を
経
て
貴
族
院

議
事
課
長
を
務
め
、
岸
本
は
太
政
官
御
用

掛
・
東
京
大
学
法
学
部
講
師
・
法
制
局
参

事
官
・
司
法
省
参
事
官
な
ど
を
経
て
大
審

院
判
事
と
な
り
、
宮
城
は
大
審
院
検
事
・

司
法
省
参
事
官
を
務
め
た
後
、
政
界
に
進

出
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
法
律
学
校
が
開
校
し
た
年
は
、

自
由
民
権
運
動
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て

国
会
開
設
の
詔

し
ょ
う
ち
ょ
く
勅
が
発
せ
ら
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
す
。
学
生
数
が
年
々
増
え
る

中
、
司
法
官
僚
で
も
あ
っ
た
操
は
明
治

23
（
１
８
９
０
）
年
の
帝
国
議
会
開
会
に

向
け
て
心
身
を
消
耗
し
、
病
床
に
臥
し
て

し
ま
い
ま
す
。
彼
は
生
徒
た
ち
の
未
来
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
39
歳
の
若
さ
で
旅

立
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

近
代
法
学
の
草
創
期
を

駆
け
抜
け
た

矢や

し

ろ代
操み

さ
お

矢代操肖像
（明治大学史
資料センター蔵）

「間部家文書」矢代操の足跡
（鯖江市まなべの館蔵）
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松し
ょ
う

旭き
ょ
く

斎さ
い
て
ん
い
ち

天
一
の
ふ
る
さ
と
福
井
へ
の
贈
り
物

天
一
が
寄
進
し
た
藤
島
神
社
境
内
の
石
灯
篭

天一は名声を得てからも
何度か福井で凱旋公演を
行っています。故郷を思
う天一は度々貧しい人に
金品を贈ったり、神社や
お寺に寄付していました。
藤島神社境内にある石
灯
とうろう

篭も天一が寄進したも
のです。

【住所】
福井市毛矢 3 － 8 －２１

（JR 福井駅より京福バス赤十字
病院行き「不動山口」下車徒歩
5 分）

参考資料等 青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第２集、藤山新太郎『天一一代　明治のスーパーマジシャン』NTT 出版

明
治
時
代
に
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し

た
マ
ジ
シ
ャ
ン
松
旭
斎
天
一
。
天

一
は
、
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
、
福
井

藩
士
の
家
来
の
子
と
し
て
福
井
城
下
に
生

ま
れ
、
一
家
で
四
国
に
渡
り
寺
で
育
ち
ま

し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
人
を
驚
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
悪い

た
ず
ら戯
を
繰
り
返
し
、
15
歳

の
時
に
寺
を
追
い
出
さ
れ
旅
芸
人
に
な
り

ま
す
。

　

天
一
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
を
活
か

し
ま
す
。
剣
渡
り
、
落
語
、
手
品
な
ど
の

芸
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
披
露
し
て
い
ま
し

た
が
、
和
歌
山
の
興
行
で
大
き
な
失
敗
を

し
ま
す
。
興
行
主
に
の
せ
ら
れ
て
一
度
も

挑
戦
し
た
こ
と
の
な
い
「
火
渡
り
」
に
即

興
で
挑
む
こ
と
に
な
り
、
あ
ま
り
の
熱
さ

に
途
中
で
気
絶
し
、
全
治
３
か
月
の
火
傷

を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
天
一
は
秘
法
や
手
品

の
タ
ネ
を
研
究
し
、
完
全
に
自
分
の
も
の

と
し
て
か
ら
芸
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

天
一
は
一
座
を
結
成
し
て
、
明
治
13

（
１
８
８
０
）
年
、
28
歳
の
時
に
大
阪
で

旗
揚
げ
興
行
を
し
、明
治
21
（
１
８
８
８
）

年
、
35
歳
の
時
に
満
を
持
し
て
東
京
の
大

劇
場
で
興
行
を
始
め
ま
す
。
実
は
、
こ
の

ス
タ
ー
と
な
る
第
一
歩
と
な
っ
た
東
京
の

興
行
前
に
、
天
一
は 

「
一
大
奇
術
」
を
演

じ
て
い
ま
す
。
当
時
、
東
京
で
は
劇
場
で

の
奇
術
興
行
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
奇
術
は
歌
舞
伎
や
そ
の
他
の
芸
と

比
べ
て
低
く
見
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
一

流
の
劇
場
で
興
行
し
た
い
と
念
願
し
て
い

た
天
一
は
、
劇
場
で
あ
っ
た
「
文
楽
座
」

を
「
文
楽
亭
」
と
一
字
変
え
て
寄よ

せ席
と
し

て
警
察
か
ら
許
可
を
得
た
の
で
す
。
こ
の

興
行
は
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
東
京

の
大
劇
場
で
奇
術
を
演
ず
る
と
い
う
天
一

の
先
見
性
が
ス
タ
ー
の
座
を
射
止
め
た
の

で
す
。

　

天
一
の
人
気
は
欧
米
に
も
広
が
り
ま

す
。
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
か
ら
実
施

し
た
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
お
け
る
海
外
巡
業

を
大
成
功
に
収
め
ま
す
。
帰
国
後
、
明
治

38
（
１
９
０
５
）
年
に
東
京
・
歌
舞
伎
座

で
興
行
を
行
い
話
題
に
な
り
ま
す
。
外
国

で
学
ん
だ
新
奇
術
に
よ
り
再
び
日
本
で
大

人
気
に
な
っ
た
の
で
す
。
天
一
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
人
気
を
博
し
た
秘
密
の
一
つ
は
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
劇
場
型
の
マ
ジ
ッ
ク
を

生
み
出
し
た
こ
と
で
す
。
明
治
期
の
奇
術

師
は
落
語
家
組
織
に
所
属
し
て
お
り
、
手

品
は
寄
席
で
演
じ
ら
れ
る
程
度
で
し
た

が
、
天
一
は
、
独
自
の
演
出
を
加
え
た
水

芸
や
大
掛
か
り
で
斬
新
な
舞
台
奇
術
を
作

り
上
げ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
高
め

た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
功
績
に
よ
り
今
や
松

旭
斎
天
一
は
「
日
本
近
代
奇
術
の
祖
」
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

に
つ
な
が
る
多
数
の
弟
子
を
輩
出
し
、
天

一
の「
天
」の
字
は
現
在
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ニ
ス
ト
の
ル
ー
ツ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、　

松し
ょ
う

旭き
ょ
く

斎さ

い

て

ん

い

ち

天
一

松旭斎天一肖像
（『福井県の華』より）

明治 43（1910）年、（東京市）新富座公演でのポスター
（河合勝マジックコレクションより）
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連
史
料
・
ゆ
か
り
の
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公
益
財
団
法
人

東
洋
文
庫

和
わ だ

田維
つな

四
し

郎
ろう

が蒐集した古書籍が保管されています。事前に申
請すると維四郎が蒐集した書籍を閲覧することができます。ま
た、ミュージアムも併設されています。

【住所】東京都文京区本駒込 2-28-21　（JR・東京メトロ駒込駅から徒歩 8 分）

参考資料等
和田維四郎『嵯峨本考』、福井県文化誌刊行会編『我等の郷土と人物』第 3 巻
小浜市立図書館編『和田維四郎』

小浜市教育委員会文化課執筆・協力

明
治
期
に
設
立
さ
れ
日
本
の
産
業
を

支
え
た
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
長
官

を
務
め
、
日
本
鉱
物
学
の
父
と
も
呼
ば
れ

る
の
が
小
浜
出
身
の
和
田
維
四
郎
で
す
。

　

維
四
郎
は
、
安
政
３
（
１
８
５
６
）
年

に
小
浜
藩
士
和
田
耕
甫
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
に
貢
進

生
と
し
て
開
成
学
校
（
後
の
東
京
大
学
）

で
ド
イ
ツ
人
カ
ー
ル
・
シ
ェ
ン
ク
に
学
び
、

近
代
鉱
物
学
の
基
礎
を
修
得
し
ま
し
た
。

　

維
四
郎
は
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年

に
『
本
邦
金
石
略
誌
』
を
出
版
す
る
な
ど
、

鉱
物
学
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
学
生
の
た
め
の
教
科
書
も
手
掛
け
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
留
学
後
は
、
東
京
大
学
教

授
を
務
め
る
と
と
も
に
、
農
商
務
省
地
質

局
長
と
し
て
鉱
石
調
査
や
地
質
調
査
な
ど

を
進
め
、
日
本
の
産
業
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
幡
製
鉄
所
の

２
代
目
長
官
と
し
て
原
材
料
と
燃
料
の
安

定
確
保
に
務
め
、
自
ら
中
国
へ
渡
り
鉄
鉱

石
を
輸
入
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
明
治
35

（
１
９
０
２
）
年
、
製
鉄
所
長
官
を
退
官

し
た
後
も
、
鉱
業
発
展
に
力
を
尽
く
し
、

当
時
、
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
鉱
山
の
煙

毒
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
に
は
自
身
の

研
究
の
集
大
成
と
し
て
『
日
本
鉱
物
誌
』

を
著
し
、
国
産
鉱
物
１
３
０
種
類
を
紹
介

し
て
近
代
鉱
物
学
の
基
礎
を
確
立
す
る

と
同
時
に
、
英
訳
し
た
『M
IN

ERA
LS 

O
F JA

PA
N

』
を
出
版
し
て
日
本
の
鉱

物
学
を
世
界
へ
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。
な

お
、
蒐
集
し
た
約
４
千
点
に
及
ぶ
国
産
鉱

物
は
、「
和
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て

現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
維
四
郎
は
、
古
書
籍
類
の
蒐
集

と
書
誌
学
の
研
究
者
と
し
て
も
大
き
な
功

績
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
洋
学
が
盛

ん
に
な
る
中
で
、
維
四
郎
は
古
書
籍
の
散

逸
を
危
惧
し
、
岩い

わ
さ
き崎

久ひ
さ

弥や

（
岩い

わ
さ
き崎

弥や

太た

郎ろ
う

の
子
）
や
久く

原は
ら

房ふ
さ

之の

介す
け

な
ど
の
援
助
を
受

け
て
古
書
籍
を
蒐
集
し
ま
し
た
。
こ
の
膨

大
な
古
書
籍
約
４
万
５
千
点
余
は
、現
在
、

東
京
の
東
洋
文
庫
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
に
本ほ

ん

阿あ

み弥

光こ
う
え
つ悦

ら
が
出
版
し
た
「
嵯さ

が峨
本ぼ

ん

」
に
関
す

る
書
誌
学
的
な
研
究
を
ま
と
め
、
光
悦
の

意
匠
に
よ
る
雲き

ら
ず
り

母
摺
、
色
変
り
用
紙
を
再

現
し
た
『
嵯
峨
本
考
』
を
出
版
す
る
な
ど
、

江
戸
時
代
初
期
の
出
版
文
化
・
書
誌
学
研

究
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

維
四
郎
は
、
鉱
石
学
者
と
書
誌
学
者

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
故
郷
若
狭
に

も
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。
明
治
19

（
１
８
８
６
）
年
に
小
浜
中
学
が
廃
止
さ

れ
た
際
に
は
、
若
狭
の
教
育
の
た
め
に
多

額
の
寄
付
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
同
じ
若

狭
出
身
の
佐さ

く

ま

久
間
勉つ

と
むの
記
念
碑
建
立
に
当

た
っ
て
は
自
ら
寄
付
金
集
め
を
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

生
涯
を
通
じ
て
多
彩
な
才
能
を
発
揮
し

日
本
を
代
表
す
る
研
究
者
と
な
っ
た
維
四

郎
。
そ
の
研
究
心
の
根
幹
に
は
故
郷
を
思

う
心
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
鉱
物
学
の
父
に
し
て

古
書
籍
蒐し

ゅ
う
し
ゅ
う集

に
尽
力
し
た

和わ

だ田
維つ

な

し

ろ

う

四
郎　

日本の歴史資料の価値を紹介した『嵯峨本考』
（小浜市教育委員会蔵 酒井家文庫）

和田維四郎肖像
（国立国会図書館蔵）
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重
要
文
化
財

旧
大
和
田
銀
行
本
店
本
館

現在、敦賀市立博物館として利用されている旧大和田銀行の
本店建物。地上３階、地下１階の洋風建築で、屋内には大理
石も用いられています。当時、北陸では珍しかったエレベーター
が設置され、３階の集会場等は市民に開放されていました。

【住所】敦賀市相生町 7 － 8（JR 敦賀駅よりぐるっと敦賀周遊バス「博物館通り」下車すぐ）

参考資料等
川村俊彦「二代大和田荘七略伝」『敦賀市立博物館研究紀要』第 25 号
青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第２集 

日
本
海
の
重
要
な
港
で
あ
り
、
北
陸

道
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
敦
賀
。
そ

の
近
代
化
の
基
盤
を
築
い
た
と
い
え
る
の

が
大
和
田
荘
七
で
す
。

　

荘
七
は
、
安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
、

敦
賀
市
相
生
町
の
薬
屋
、
山や

ま
も
と本
九く

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
賢
く
、
そ
れ
が
北き

た
ま
え
ぶ
ね

前
船
の
船

荷
問
屋
、
初
代
大
和
田
荘
七
の
目
に
と
ま

り
、
22
歳
で
大
和
田
家
の
養
子
と
な
り
ま

す
。
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
、
31
歳
で

襲
名
す
る
と
、
近
代
化
が
進
む
時
代
の
波

を
い
ち
早
く
察
知
し
、
手
腕
を
発
揮
。
日

本
海
沿
岸
一
の
大
実
業
家
へ
と
成
長
し
て

い
く
の
で
す
。

　

明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
、
敦
賀
・
長

浜
間
の
鉄
道
が
開
通
。
荘
七（
当
時
36
歳
）

は
、
敦
賀
の
商
人
に
対
す
る
便
宜
と
利
益

の
た
め
、
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
に
大

和
田
銀
行
を
設
立
し
ま
す
。
荘
七
は
、
設

立
の
前
年
、
総
理
大
臣
兼
大
蔵
大
臣
で

あ
っ
た
松ま

つ
か
た
ま
さ
よ
し

方
正
義
と
懇
談
し
、
敦
賀
に
米

穀
取
引
所
と
銀
行
を
設
立
す
る
必
要
性
を

力
説
。
そ
の
際
、
荘
七
自
身
に
よ
る
銀
行

設
立
を
薦
め
ら
れ
た
の
が
契
機
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
荘
七
は
、設
立
に
当
た
り“
在

来
の
銀
行
を
士
族
銀
行
と
す
れ
ば
、
大
和

田
銀
行
は
呉
服
屋
形
式
で
親
切
丁
寧
、
客

に
敬
意
を
表
す
”
と
語
っ
て
お
り
、
そ
の

と
お
り
“
丁で

っ
ち稚
銀ぎ

ん
こ
う行
”
の
あ
だ
名
で
繁
盛

し
ま
し
た
。

　

鉄
道
の
開
通
を
機
に
活
況
を
見
た
敦

賀
。
し
か
し
、
荘
七
は
、
鉄
道
輸
送
の
発

展
に
よ
る
港
の
存
在
意
義
の
低
下
を
懸
念

し
ま
す
。
荘
七
は
、海
外
に
活
路
を
求
め
、

敦
賀
港
が
国
際
的
な
貿
易
港
と
し
て
指
定

さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
開
始
し
ま
す
。

日
清
戦
争
の
最
中
に
調
査
員
を
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
派
遣
。
収
集
し
た
情
報
を
関
係

者
に
提
供
し
、
指
定
に
備
え
る
よ
う
指
導

し
た
と
い
い
ま
す
。
明
治
32（
１
８
９
９
）

年
、
そ
の
努
力
が
実
り
、
敦
賀
港
は
国
際

貿
易
港
の
指
定
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
直
後
、
鉄
道
の
富
山
延
伸
に
よ
り
国

内
航
路
が
不
振
に
陥
り
ま
す
。
さ
ら
に
外

国
貿
易
も
伸
び
悩
み
、
国
の
指
定
解
除
の

危
機
に
直
面
。
荘
七
は
、
自
ら
貿
易
会
社

を
設
立
し
て
牛
や
大
豆
を
輸
入
す
る
な
ど

指
定
維
持
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
、新
橋
と
金
ヶ

崎
（
敦
賀
）
間
に
欧お

う
あ亜
国
際
連
絡
列
車
が

運
行
。
敦
賀
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
通
じ
て
パ
リ
ま
で
直
結

す
る
玄
関
口
と
な
り
、
荘
七
の
努
力
は
敦

賀
の
発
展
に
結
実
し
た
の
で
す
。

　

荘
七
が
壮
年
の
こ
ろ
友
人
に
宛
て
た
手

紙
に
は
、“
幸
運
者
は
真
の
不
運
者
を
助

く
べ
く
、社
会
に
貢
献
す
る
の
が
人
の
道
”

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
を
中
心
に

そ
の
想
い
を
一
生
を
通
し
て
貫
い
た
、
ま

さ
に
、
愛
郷
に
誠
を
尽
く
し
た
「
敦
賀
近

代
化
の
父
」
だ
っ
た
の
で
す
。

一
途
な
思
い
で

敦
賀
発
展
に
取
り
組
ん
だ

大お

お

和わ

だ田
荘し

ょ
う

七し

ち

明治 42（1909）年の敦賀港
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

大和田荘七肖像
（『敦賀市史』より）
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・
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釈し
ゃ
く

宗そ
う
え
ん演

生
誕
の
地

釈宗演没後 100 年を記念して町内外の有志の寄付により整備さ
れました。元よりあった生誕地の碑のほかに新たに略歴碑が設
置されました。

【住所】大飯郡高浜町若宮２－４７（ＪＲ若狭高浜駅より徒歩約 10 分）

参考資料等
井上禅定『釈宗演伝』禅文化研究所
高浜町郷土資料館編『平成 15 年度企画展図録「釈宗演」』　

高浜町郷土資料館　主査　寺下 千代美　執筆・協力

日
仏
友
好
１
６
０
年
を
記
念
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
行
わ
れ
た

「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
」。
そ
の
中
で

は
、「
禅
文
化
週
間
」
と
称
し
、
禅
に
関

わ
る
書
画
・
庭
園
・
茶
道
な
ど
を
取
り
上

げ
た
展
示
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
臨
済

宗
円
覚
寺
派
横よ

こ
た田
南な

ん
れ
い嶺
管
長
に
よ
る
「
Ｚ

Ｅ
Ｎ
」
の
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
を
世
界
に
広
め
た
の
が
、

高
浜
町
出
身
の
釈
宗
演
禅
師
で
す
。

　

宗
演
は
幼
名
を
常つ

ね

次じ
ろ
う郎

と
い
い
、
病
弱

な
子
ど
も
で
し
た
が
、
５
～
６
歳
頃
か
ら

次
第
に
身
体
も
丈
夫
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
10
歳
に
な
っ
た
時
、
親
戚
に
あ
た
る

越え
っ
け
い渓
守し

ゅ
け
ん謙
老
師
が
実
母
の
92
歳
の
祝
賀
で

高
浜
に
帰
郷
さ
れ
、
そ
の
際
、
宗
演
は
出

家
し
ま
し
た
。

　

宗
演
の
幼
少
期
の
腕
白
な
様
子
を
伝
え

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。建
仁
寺（
京

都
府
京
都
市
）
の
千ち

ば葉
俊し

ゅ
ん
が
い崖
老
師
の
も

と
で
の
修
行
中
、
夏
の
盛
り
の
暑
い
時
期

の
こ
と
で
す
。
老
師
は
知ち

恩お
ん
い
ん院
大お

お
ほ
う
じ
ょ
う

方
丈
に

出
か
け
て
い
ま
し
た
。
鬼
の
い
ぬ
ま
に
何

と
や
ら
で
、
宗
演
は
廊
下
で
手
足
を
大
の

字
に
広
げ
昼
寝
を
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

思
っ
た
よ
り
早
く
老
師
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
老
師
が
自
室
に
行
く
に
は
宗
演
が
昼

寝
を
し
て
い
る
廊
下
を
通
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
宗
演
は
起
き
る
に
起
き
ら
れ
ず
寝

た
ふ
り
を
し
た
の
で
す
。
そ
ん
な
弟
子
の

姿
に
怒
る
で
も
な
く
、
宗
演
の
足
元
か
ら

「
ご
免
な
さ
れ
」
と
言
い
、
居
間
に
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
宗
演
の
心
の

内
は
、
き
っ
と
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宗
演
は
26
歳
と
い
う
異
例
の
若
さ
で
修

業
を
終
え
ま
す
が
、
そ
の
後
、
多
く
の
著

名
な
人
物
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
明
治

18
（
１
８
８
５
）
年
、
慶
應
義
塾
に
入
学

す
る
と
、
福ふ

く
ざ
わ沢

諭ゆ

吉き
ち

に
師
事
し
て
西
洋
の

学
問
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、「
幕
末
の

三さ
ん
し
ゅ
う舟
」の
一
人
、山や

ま
お
か岡
鉄て

っ
し
ゅ
う舟
に
出
会
い
、「
和

尚
の
目
は
鋭
す
ぎ
る
。
も
っ
と
馬
鹿
に
な

ら
ね
ば
い
か
ん
。
印い

ん

度ど

へ
で
も
行
っ
て
来

る
が
い
い
」
と
助
言
を
受
け
ま
す
。
諭
吉

と
鉄
舟
の
支
援
の
下
、
宗
演
は
セ
イ
ロ
ン

（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
向
か
い
、
修

行
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宗
演
は
、
明
治
の
文
豪
、
夏な

つ
め目

漱そ
う
せ
き石
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
明

治
27
（
１
８
９
４
）
年
12
月
、
漱
石
は
円

覚
寺
の
宗
演
の
下
で
２
週
間
参
禅
。
こ

の
時
の
体
験
を
も
と
に
し
た
の
が
小
説

『
門
』
で
あ
り
、
小
説
中
の
老
師
と
は
宗

演
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
大
正
２

（
１
９
１
３
）
年
に
も
東
慶
寺
で
面
会
し

て
お
り
、
こ
の
時
の
こ
と
は
随
筆
『
初
秋

の
一
日
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

漱
石
の
葬
儀
の
際
に
は
、
漱
石
の
遺
言
に

よ
り
、
宗
演
が
導
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

多
く
の
著
名
な
人
物
と
交
流
し
影
響
を

与
え
た
釈
宗
演
。
２
０
１
８
年
に
は
没
後

１
０
０
年
を
記
念
し
式
典
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
彼
の
教
え
は
今
を
生
き
る
人
々
に

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏な

つ

目め

漱そ

う

せ

き石
ら
に
も

影
響
を
与
え
た

釈し
ゃ
く

宗そ

う

え

ん演

釈宗演肖像
（個人蔵）

釈宗演顕彰碑（高浜公民館横）
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福
井
県
立
美
術
館

岡
お か く ら て ん し ん

倉天心は東京藝術大学
創立の中心に立ち、校長も
務めながら、横

よこやま
山大

たいかん
観、菱

ひし

田
だ

春
しゅん

草
そう

などの日本画家を育
てました。福井県立美術館
では、所蔵品展や特別展で
適宜天心ゆかりの作品も公
開しています。

【住所】福井市文京 3 丁目 16-1 
（JR 福井駅からコミュニティバスすまいる
田原・文京方面線「県立美術館前」下車すぐ）

参考資料等 佐々木美帆ほか編『生誕１５０年・没後１００年記念「岡倉天心展」図録』福井県立美術館

近
代
日
本
を
代
表
す
る
美
術
指
導

者
、
思
想
家
で
あ
り
、
英
文
著
作

『
茶
の
本
』
や
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と

い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る
国
際
的
な
文
化
人

で
も
あ
っ
た
岡
倉
天
心
。

　

天
心
（
本
名
は
覚か

く
ぞ
う三
）
は
、
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
、
開
港
間
も
な
い
横
浜

で
福
井
藩
の
物
産
を
扱
う
貿
易
商
、
岡お

か
く
ら倉

覚か

く

え

も

ん

右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
福
井
の
港
町
、
三み

く
に国
出
身
の
母
こ
の

や
乳
母
つ
ね
（
橋は

し
も
と本
左さ

な
い内
の
縁
戚
に
あ
た

る
）、
店
の
使
用
人
な
ど
福
井
人
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。

　

元
々
、
岡
倉
家
は
福
井
藩
の
下
級
武
士

の
家
柄
で
し
た
。
養
子
で
あ
っ
た
天
心
の

父
、覚
右
衛
門
は
そ
の
才
覚
を
見
込
ま
れ
、

藩
の
横
浜
貿
易
の
拠
点
「
石
川
屋
」
を
任

さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。
下
士
身
分
か

ら
町
人
身
分
へ
と
転
じ
ま
す
が
、
生
糸
な

ど
を
外
国
に
売
っ
て
藩
財
政
を
潤
し
、
珍

し
い
舶
来
物
を
輸
入
し
て
藩
士
た
ち
に
喜

ば
れ
た
ほ
か
、
国
内
外
の
重
要
情
報
を
収

集
し
て
江
戸
藩
邸
に
報
告
す
る
探
索
方
の

よ
う
な
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

天
心
の
弟
、
岡
倉
由よ

し
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
回
想
に
よ

れ
ば
、
覚
右
衛
門
は
子
ど
も
の
教
育
に
は

厳
格
で
、
コ
マ
廻
し
な
ど
は
絶
対
に
さ
せ

ず
、
天
心
が
物
心
つ
い
た
頃
に
は
読
み
書

き
の
ほ
か
に
、
居
留
地
の
外
国
人
教
師
か

ら
英
語
を
、
ま
た
、
長ち

ょ
う

延え
ん

寺じ

（
神
奈
川
県

横
浜
市
）
の
住
職
か
ら
漢
学
を
学
ば
せ
、

洋
の
東
西
に
偏
ら
な
い
英
才
教
育
を
施
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

10
代
半
ば
で
英
語
の
意
思
疎
通
に
不
自

由
し
な
か
っ
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
天
心

は
、
東
京
大
学
在
学
中
に
御
雇
い
外
国
人

教
師
の
米
国
人
ア
ー
ネ
ス
ト·

フ
ェ
ノ
ロ

サ
の
通
訳
と
し
て
、
そ
の
美
術
研
究
を
助

け
、
以
後
、
日
本
美
術
に
深
く
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
明
治
期
の
欧
米
文
化
崇
拝
の

風
潮
の
な
か
、
衰
退
し
て
い
た
伝
統
美
術

に
新
た
な
息
吹
き
を
も
た
ら
す
、
日
本
美

術
の
救
世
主
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

福
井
市
美
山
地
区
で
は
、
幼
い
天
心
が

父
覚
右
衛
門
に
連
れ
ら
れ
、
父
の
生
家
を

度
々
訪
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
天
心

は
、「
郷
里
福
井
」
と
手
紙
に
書
く
な
ど
、

父
親
の
故
郷
を
自
身
の
“
ふ
る
さ
と
”
と

も
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
筆
の
履
歴

書
に
は
「
平
民
」
と
記
し
な
が
ら
も
「
旧

福
井
藩
士
」
と
併
記
し
、
福
井
藩
の
武
士

に
つ
ら
な
る
出
自
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　

天
心
が
産
声
を
上
げ
、
そ
の
類
い
ま
れ

な
る
才
能
の
ゆ
り
か
ご
と
も
な
っ
た
横

浜
の
貿
易
商
館
「
石
川
屋
」
は
、
横よ

こ
い井

小し
ょ
う
な
ん楠
に
よ
る
構
想
を
由ゆ

り利
公き

み
ま
さ正
が
具
現
化

し
た
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
す
。
横
浜
生
ま
れ
の
福
井
の
先

人
、
岡
倉
天
心
は
、
ま
さ
に
幕
末
明
治
の

福
井
の
歴
史
の
中
で
誕
生
し
、
福
井
人
と

し
て
活
躍
し
た
と
い
え
る
の
で
す
。

横
浜
生
ま
れ
の

福
井
藩
士
、

岡お

か

く

ら倉
天て

ん

し

ん心
茶の本

（福井県立美術館蔵）
東洋の美と芸術の精神を紹介した。

福井県立美術館執筆・協力

岡
倉
天
心
肖
像

（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
蔵
）
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佐さ

く

ま

久
間
艇て

い
ち
ょ
う長

遺
徳
顕
彰
式
典

佐久間艇長の出身地である若狭町北前川では、毎年第六潜水
艇遭難の日である４月 15 日に、艇長の墓前、「沈着勇断」の
記念碑前広場において、佐久間艇長遺徳顕彰式典が行われて
います。広場の近くにある佐久間記念交流会館では、佐久間
勉にゆかりのある品々を多数展示しています。

参考資料等
佐久間勉「明治四三年懐中日記」
佐久間勉「佐久間艇長遺言」

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、
山
口
県

新
湊
沖
で
起
こ
っ
た
潜
水
艇
の
事

故
に
よ
り
、
13
名
の
艇
員
と
と
も
に
殉
難

し
た
佐
久
間
勉
艇
長
。
彼
が
死
の
間
際
、

手
帳
に
記
し
た
遺
書「
佐
久
間
艇
長
遺
言
」

に
は
、
艇
長
の
最
後
ま
で
責
任
を
果
た
そ

う
と
す
る
姿
勢
や
部
下
の
遺
族
の
こ
と
を

真
剣
に
心
配
す
る
人
間
性
が
現
れ
て
い
ま

す
。こ
の
遺
書
は
全
世
界
に
感
動
を
与
え
、

夏な
つ
め目
漱そ

う
せ
き石
が
名
文
と
絶
賛
し
、
与よ

さ

の

謝
野

晶あ
き
こ子
が
追
悼
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
艇
長
の
家
族
を
思
う
気
持
ち
な

ど
、
そ
の
人
柄
や
行
動
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
手
帳
が
も
う
一
冊
あ
り
ま

す
。「
明
治
四
三
年
懐
中
日
記
」
と
い
わ

れ
る
そ
の
日
記
は
、
艇
長
の
孫
、
佐さ

久く

間ま

宏ひ
ろ
し

氏
が
、
平
成
24
年
夏
に
生
家
で
見
つ

け
た
も
の
で
、
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年

か
ら
43
（
１
９
１
０
）
年
の
事
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
懐
中
日
記
は
艇
長
の
備

忘
録
と
し
て
書
か
れ
、
日
記
に
は
「
出
」

（
手
紙
を
出
し
た
人
の
名
前
）、「
受
」（
手

紙
を
受
け
た
人
の
名
前
）
や
日
々
の
出
来

事
、
時
に
は
欄
外
に
体
重
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

次
の
日
記
は
艇
長
が
生
涯
最
愛
の
妻
、

次つ
ぎ

子こ

を
失
っ
た
日
の
も
の
で
す
。

　
「
二
月
十
一
日　

紀き
げ
ん元
節せ

つ　

晴は
れ

、
早そ

う
て
ん天
、

遥よ
う
は
い
し
き

拝
式
ヲ
行
フ
、終お

え

テ
「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」

　

嗚あ

あ呼
此こ

の

二ふ
つ
か日
ハ
我わ

レ
ニ
於お

い

テ
ハ
、
何な

ん

タ

ル
凶

き
ょ
う

日じ
つ

ナ
リ
シ
ゾ
ヤ
夜よ

る

九
時
三
十
分
當ま

さ

ニ

□
□
ニ
就つ

カ
ン
ト
ス
ル
時と

き

「
今け

さ朝
女お

ん
な

生う
ま

レ
次つ

ぎ
こ
し

子
死
ス
」
ノ
凶き

ょ
う
で
ん電

ニ
接せ

つ

ス
、
実じ

つ

ニ
万ば

ん

事じ

夢ゆ
め

ノ
如ご

と

シ
、
ア
ア
」

　
「
二
月
十
二
日　

降こ
う
せ
つ雪

、晴は
れ

、寒か
ん
き気

強つ
よ

シ
、

午ご
ぜ
ん前
四
時
情な

さ
け

深ぶ
か

キ
艇て

い
い
ん員
ニ
送お

く

ラ
レ
ツ
ツ

呉く
れ

停て
い
し
ゃ
ば

車
場
ヨ
リ
乗じ

ょ
う
し
ゃ車
、
急い

そ

ギ
テ
富と

や
ま山
ニ
向む

ケ
帰き

と途
ニ
ツ
ク
・
・
・
」

　
「
二
月
十
三
日　

降こ
う
せ
つ雪
、
午ご

ぜ
ん前
十
時
過す

ギ
富と

や
ま山
停て

い
し
ゃ
ば

車
場
ニ
着ち

ゃ
く

ス
、・
・
・
急い

そ

ギ
テ

宅た
く

ニ
入は

い

リ
長な

が

ヘ
テ
眠ね

む
っ

テ
覚さ

メ
ザ
ル
次つ

ぎ
こ子
ノ

死し
に
が
お顔

ニ
接せ

つ

シ
感か

ん
が
い慨

無む
り
ょ
う量

、
嗚あ

あ呼
何な

に
ら等

ノの

悲ひ
つ
う
ご
と

痛
事
ゾ
ヤ
」

　
「
二
月
十
四
日　

晴は
れ

、
富と

や
ま山　

次つ
ぎ
こ子
ノ

葬そ
う
し
き式
施し

こ
う行
、
午ご

后ご

二
時
出し

ゅ
っ
か
ん棺　

市し

離は
な

レ
ノ

市し
え
き役
火か

そ
う
ば

葬
場
ニ
於お

い

テ
火か

そ
う葬
ニ
附ふ

ス
、
可か

れ
ん憐

二
十
一
才さ

い

ヲ
一い

ち
ご期
ト
シ
テ
一い

っ

朝ち
ょ
うノ
煙け

む
り

ト
消き

エ
ヌ
、
嗚あ

あ呼
悲か

な
しイ

カ
ナ
」

　

艇
長
の
妻
、
次
子
は
長
女
、
輝て

る
こ子
を
出

産
し
ま
し
た
が
、「
女
の
お
子
さ
ん
で
す

よ
。」
と
の
声
を
聞
く
と
、
そ
の
後
間
も

な
く
息
を
引
き
取
り
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま

し
た
。
恩
師
で
あ
る
成な

り
た田
鋼こ

う
た
ろ
う

太
郎
先
生
へ

の
手
紙
の
中
で
も
「
隻
手
、
否
双
手
を
切

断
せ
ら
れ
た
る
感
あ
り
」
と
妻
の
死
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
９
月
に
敬
慕

し
て
や
ま
な
か
っ
た
母
が
亡
く
な
り
、
更

に
新
婚
生
活
一
年
余
り
の
最
愛
の
妻
を
亡

く
す
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
佐
久
間

艇
長
。
こ
の
日
記
か
ら
は
、
勉
の
妻
へ
の

愛
と
、
嘆
き
悲
し
み
の
深
さ
を
知
ら
さ
れ

ま
す
。

佐久間夫婦肖像
（若狭町教育委員会提供）

佐さ

久く

間ま

勉つ
と
む

艇て

い

長ち
ょ
う

妻
の
死
を
悲
し
む

も
う
一
冊
の
手
帳

若狭町教育委員会事務局　佐久間記念交流会館執筆・協力

懐中日記（写真中央）

54

56



福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

温
泉
発
祥
地
公
園

芦原温泉で最初に温泉が掘り当てられたのは堀
ほ り え

江十
じゅうらく

楽の地籍
で、現在は温泉発祥地公園となっています。温泉発祥の井戸や
石碑があり、往時の名残を感じさせてくれます。

【住所】あわら市堀江十楽１－３０－１（えちぜん鉄道あわら湯のまち駅より徒歩 6 分）

温泉発祥の井戸

参考資料等 芦原温泉開湯 100 周年記念誌編集委員会編『開湯芦原 100 年史』芦原町

あわら市郷土歴史資料館執筆・協力

福
井
北
部
の
温
泉
街
で
、
関
西
の
奥

座
敷
と
呼
ば
れ
る
芦
原
温
泉
。
明

治
16
（
１
８
８
３
）
年
９
月
９
日
に
堀ほ

り
え江

十じ
ゅ
う
ら
く楽
の
字
一
番
に
井
戸
を
掘
っ
た
と
こ

ろ
、
湯
が
涌
き
出
た
と
さ
れ
る
の
が
最
初

で
す
。こ
れ
は『
福
井
県
芦
原
温
泉
誌
』（
島

崎
圭
一
著
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

そ
の
後
の
各
温
泉
誌
に
も
引
用
さ
れ
、
ほ

ぼ
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
、
公
的
な
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
開
湯
か
ら
50
年
た
っ
た
頃
の

聞
取
り
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
同
誌
に
は
湯
が
出

て
大
評
判
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
同

時
期
前
後
の
新
聞
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
記

載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
、
他
の
地
区
が

温
泉
を
掘
り
出
し
た
の
は
翌
年
３
月
以
降

と
期
間
が
空
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

　

開
湯
期
か
ら
旅
館
を
し
て
い
た
（
現
在

は
廃
業
）お
宅
に
伝
承
が
あ
り
ま
す
。「
あ

そ
こ
の
井
戸
は
、
元
々
飲
料
水
を
確
保
す

る
た
め
に
掘
っ
て
い
た
の
で
、
出
て
き
た

の
が
お
湯
、
し
か
も
塩
分
が
含
ま
れ
て
い

た
の
で
大
変
が
っ
か
り
し
、
し
ば
ら
く
放

置
し
て
い
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。
50
年

誌
と
は
真
逆
の
話
で
す
。そ
の
続
き
は「
寒

く
な
っ
て
か
ら
お
湯
が
出
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
風
呂
に
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
大
変

よ
く
評
判
に
な
っ
た
」
と
い
う
話
で
、
こ

こ
は
50
年
誌
と
似
て
い
ま
す
。
温
泉
開
湯

に
「
が
っ
か
り
」
で
は
後
々
の
評
判
に
都

合
が
悪
い
の
で
、
最
初
の
部
分
は
削
除
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
に
注
目
の
資
料
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
梅
浦
村
（
現
在
の
丹
生
郡

越
前
町
梅
浦
）
外
四
ヶ
村
戸
長
だ
っ
た

岡お
か
だ田
彦ひ

こ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
が
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年

８
月
26
日
か
ら
12
日
間
に
わ
た
り
芦
原
温

泉
へ
湯
治
に
出
か
け
た
記
録
で
す
。
こ
れ

の
８
月
27
日
に
、
明
治
17
（
１
８
８
４
）

年
３
月
に
旱か

ん
そ
ん損

の
備
え
に
井
戸
を
掘
っ
た

と
こ
ろ
温
泉
が
湧
出
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
つ
目
は
明
治
17
年
３
月
13
日
の

福
井
新
聞
。
こ
こ
に
は
、
近
頃
に
温
泉
が

湧
出
し
た
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
資
料
か
ら
す
る
と
、
当
時

の
人
々
が
明
治
17
年
３
月
に
温
泉
が
湧
出

た
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
で
は
な
ぜ
50
年
誌
で
は
明
治
16
年
９

月
９
日
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
井
戸
そ
の
も
の
を
掘
っ
た
の
は
明

治
16
年
で
あ
る
こ
と
が
明
治
17
年
４
月
３

日
の
福
井
新
聞
の
記
事
よ
り
わ
か
り
ま

す
。
そ
し
て
岡
田
彦
三
郎
日
記
に
あ
る
よ

う
に
、「
水
」
を
求
め
て
掘
っ
た
井
戸
か

ら
「
塩
味
の
す
る
ぬ
る
い
湯
」
が
出
た
の

で
放
置
さ
れ
、
翌
年
に
な
っ
て
か
ら
温
泉

と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
伝
承
と

記
録
を
合
わ
せ
る
と
定
説
と
は
違
っ
た
開

湯
の
風
景
が
見
え
て
き
そ
う
で
す
。

関
西
の
奥
座
敷
、

芦あ

わ

ら原
温
泉
の

開
湯
起
源　

明治時代末の芦原温泉全景

福井県立歴史博物館
福井県立美術館
福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
福井県立こども歴史文化館
福井県立図書館
福井県文書館
福井県ふるさと文学館
福井市立郷土歴史博物館
福井市グリフィス記念館
福井市橘曙覧記念文学館
福井市愛宕坂茶道美術館
大野市歴史博物館 
はたや記念館 ゆめおーれ勝山
勝山城博物館
白山平泉寺歴史探遊館まほろば
あわら市郷土歴史資料館
藤野厳九郎記念館
吉崎御坊蓮如上人記念館
みくに龍翔館
瀧谷寺宝物殿
坂井市丸岡歴史民俗資料館
福井県教育博物館
鯖江市まなべの館
越前市武生公会堂記念館
越前和紙の里　紙の文化博物館
越前町織田文化歴史館
越前古窯博物館
福井県陶芸館
北前船主の館 右近家
敦賀郷土博物館
敦賀市立博物館
美浜町歴史文化館
若狭国吉城歴史資料館
福井県立若狭歴史博物館
福井県立若狭図書学習センター
福井県年縞博物館
佐久間記念交流会館
若狭鯖街道熊川宿資料館「宿場館」
若狭町歴史文化館
若州一滴文庫
おおい町立郷土史料館
おおい町暦会館
高浜町郷土資料館

福井市大宮２ー１９－１５

福井市文京３ー１６－１

福井市安波賀町４－１０

福井市城東１ー１８－２１

福井市下馬町５１－１１

福井市下馬町５１－１１

福井市下馬町５１－１１

福井市宝永３ー１２－１

福井市中央３－５－４

福井市足羽１ー６－３４

福井市足羽１－８－５

大野市天神町２－４

勝山市昭和町１－７－４０

勝山市平泉寺町平泉寺８５－２６－１

勝山市平泉寺町平泉寺６６－２－１２

あわら市春宮２－１４－１

あわら市温泉１－２０３

あわら市吉崎１－９０１

坂井市三国町緑ヶ丘４－２－１

坂井市三国町滝谷１－７－１５

坂井市丸岡町霞町４－１２

坂井市春江町江留上緑８-1

鯖江市長泉寺町１－９－２０

越前市蓬莱町８－８

越前市新在家町１１－１２

丹生郡越前町織田１５３－１－８

丹生郡越前町小曽原 107-1-169

丹生郡越前町小曽原１２０－６１

南条郡南越前町河野２－１５

敦賀市三島町１（八幡神社内）

敦賀市相生町７－８

三方郡美浜町河原市８－８

三方郡美浜町佐柿２５－２

小浜市遠敷２ー１０４

小浜市南川町６－１１

三方上中郡若狭町鳥浜１２２－１２－１

三方上中郡若狭町北前川６１ー２

三方上中郡若狭町熊川３０－４－２

三方上中郡若狭町市場２０－１７

大飯郡おおい町岡田３３－２－１

大飯郡おおい町成和２－１－１

大飯郡おおい町名田庄納田終１１１－７

大飯郡高浜町南団地１－１４－１

0776-22-4675

0776-25-0452

0776-41-2301

0776-21-1500

0776-33-8860

0776-33-8890

0776-33-8866

0776-21-0489

0776-50-2911

0776-35-1110

0776-33-3933

0779-65-5520

0779-87-1200

0779-88-6200

0779-87-6001

0776-73-5158

0776-77-1030

0776-75-2200

0776-82-5666

0776-82-0216

0776-67-0001

0776-58-2250

0778-51-5999

0778-21-3900

0778-42-0016

0778-36-2288

0778-32-3262

0778-32-2174

0778-48-2196

0770-22-1193

0770-25-7033

0770-32-0027

0770-32-0050

0770-56-0525

0770-52-2705

0770-45-0456

0770-45-1780

0770-62-0330

0770-62-2711

0770-77-2445

0770-77-2820

0770-67-2876

0770-72-5270

福井県内歴史系博物館等一覧
※入館料および休館日等については各施設までお問い合わせください。
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福井県立歴史博物館
福井県立美術館
福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
福井県立こども歴史文化館
福井県立図書館
福井県文書館
福井県ふるさと文学館
福井市立郷土歴史博物館
福井市グリフィス記念館
福井市橘曙覧記念文学館
福井市愛宕坂茶道美術館
大野市歴史博物館 
はたや記念館 ゆめおーれ勝山
勝山城博物館
白山平泉寺歴史探遊館まほろば
あわら市郷土歴史資料館
藤野厳九郎記念館
吉崎御坊蓮如上人記念館
みくに龍翔館
瀧谷寺宝物殿
坂井市丸岡歴史民俗資料館
福井県教育博物館
鯖江市まなべの館
越前市武生公会堂記念館
越前和紙の里　紙の文化博物館
越前町織田文化歴史館
越前古窯博物館
福井県陶芸館
北前船主の館 右近家
敦賀郷土博物館
敦賀市立博物館
美浜町歴史文化館
若狭国吉城歴史資料館
福井県立若狭歴史博物館
福井県立若狭図書学習センター
福井県年縞博物館
佐久間記念交流会館
若狭鯖街道熊川宿資料館「宿場館」
若狭町歴史文化館
若州一滴文庫
おおい町立郷土史料館
おおい町暦会館
高浜町郷土資料館

福井市大宮２ー１９－１５

福井市文京３ー１６－１

福井市安波賀町４－１０

福井市城東１ー１８－２１

福井市下馬町５１－１１

福井市下馬町５１－１１

福井市下馬町５１－１１

福井市宝永３ー１２－１

福井市中央３－５－４

福井市足羽１ー６－３４

福井市足羽１－８－５

大野市天神町２－４

勝山市昭和町１－７－４０

勝山市平泉寺町平泉寺８５－２６－１

勝山市平泉寺町平泉寺６６－２－１２

あわら市春宮２－１４－１

あわら市温泉１－２０３

あわら市吉崎１－９０１

坂井市三国町緑ヶ丘４－２－１

坂井市三国町滝谷１－７－１５

坂井市丸岡町霞町４－１２

坂井市春江町江留上緑８-1

鯖江市長泉寺町１－９－２０

越前市蓬莱町８－８

越前市新在家町１１－１２

丹生郡越前町織田１５３－１－８

丹生郡越前町小曽原 107-1-169

丹生郡越前町小曽原１２０－６１

南条郡南越前町河野２－１５

敦賀市三島町１（八幡神社内）

敦賀市相生町７－８

三方郡美浜町河原市８－８

三方郡美浜町佐柿２５－２

小浜市遠敷２ー１０４

小浜市南川町６－１１

三方上中郡若狭町鳥浜１２２－１２－１

三方上中郡若狭町北前川６１ー２

三方上中郡若狭町熊川３０－４－２

三方上中郡若狭町市場２０－１７

大飯郡おおい町岡田３３－２－１

大飯郡おおい町成和２－１－１

大飯郡おおい町名田庄納田終１１１－７

大飯郡高浜町南団地１－１４－１

0776-22-4675

0776-25-0452

0776-41-2301

0776-21-1500

0776-33-8860

0776-33-8890

0776-33-8866

0776-21-0489

0776-50-2911

0776-35-1110

0776-33-3933

0779-65-5520

0779-87-1200

0779-88-6200

0779-87-6001

0776-73-5158

0776-77-1030

0776-75-2200

0776-82-5666

0776-82-0216

0776-67-0001

0776-58-2250

0778-51-5999

0778-21-3900

0778-42-0016

0778-36-2288

0778-32-3262

0778-32-2174

0778-48-2196

0770-22-1193

0770-25-7033

0770-32-0027

0770-32-0050

0770-56-0525

0770-52-2705

0770-45-0456

0770-45-1780

0770-62-0330

0770-62-2711

0770-77-2445

0770-77-2820

0770-67-2876

0770-72-5270

福井県内歴史系博物館等一覧
※入館料および休館日等については各施設までお問い合わせください。
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